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船尾に取付けたCPZ-8F

(8F型30×150×300m/m)
当社の糖煉した世界最窩純度(Zn99.997%以上）

の亜鉛で作られた疏砥陽侭式防蝕亜鉛CZPを船

体等の水中鉄蠅造物に正しい施工法で取付けIL

I讃優れた防蝕効果が得られます。 （説明露進呈）

■

三菱金属鉱業株式会社
東京都千代田区大手町1丁目6番地（大手ピル）

電話（23）2431．3321．4311

総代理店三菱商事株式会牡

旧
″

設計施＝日本防蝕工業株式会社
電路（25）5279．4970．3239

髄話（'3） 1021．1031 2021
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瑞典セノrレー反一合壯日本總代理店

長瀬産業株式會融機械部
大阪市西区立硬堀南邇1T目1岱地
砥話新町(53)40～1･959～6･3101～5

束京支店東京都中央区日本橋小舟町2の3の12
砿話茅場町970

B技繍エ場京都機依株式会Mt分離機工嶋
京都市下京区吉群院船戸町50
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砿弛袋砿榔工業株式書戟綴鼠 域
器会

砿鯖役陸長小 島正却

束京都豊島区池袋1～775猫話池袋（97).128 －5

出張断大阪市西区靭下迩1～10富屋ピル冠話土佐堀(44)4132
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轡鋼鉄製の蓄電池11
落しても，破壊しない。
鉄鋼材を全く侵さぬ。
長日月放置しても劣化しない。
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而も毒命は從來の蓄遜池をはるかに超越
した長大なものです。

又爾気的にも乱塁な収扱いに充分に耐え、
亦比頃の測定記錐の必要は全くなく，從
って保守容易で，船舶用として理想的の
蓄霞池です。
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京都市南区吉群院西ノ庄脂之馬場町

東京･祇岡･大阪･名古屋･札幌･仙台
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Ⅷ町ERHEATER
御法川オートマチック， オイルパーニングウオータ

ーヒーターは船用補助罐並に小型温水繩として誠に

好適であウます。既に米軍上陸舟艇用として10数隻

の御採用を賜ウ好評を博し，叉今度防衛庁，甲及乙

巡覗挺用として多数の御指名を受けて居ク主す。

本式は總てが， 自動装置に働く竪型二回流焔管式オ

イルパーナー焚の温水縦で人手を省き据付場所を度

く探らず取扱も簡軍であウます。

1NORIKNW

PREssURE丁ETDILBURNER
御法川圧力喰霧式重油燃焼装置は弊社が燃焼磯メー

カーとして海外一流品の長逓採l)短を捨て多年に渉

り研究の結果独特に考案された優秀なプレッシャー

ジェット． オイルパーナーであI)裳して舶用及陸用

として各種汽確に使用せられ好評を博して居ります。

－－－－◆一一一

株式i卸法川蚕腸會社
東京都文京区初昔町四番地

電話(92)-0241, 2206, 5121

総代理店 淺野物産株式会社
’
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〔舶用電気特集〕
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チツピング， スクレーピングを迅速化するには，わ

が社の“ポーターケーブル・ロータリーチッバー'’

を御使用下さい。

こ奴はアメリカ海軍のために設計され，度く船舶界

k宣伝するため最近発売さ奴た最も薪新なチッピン
グ。ツールです。

尚，詳細について知りたい方，実醗を御希望の方は下記へ御盟話または御一報下さし､。

窟国ビル504号室

バルコム貿易株式会社機械部糊瀞畿と；
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米国シヤープレス･コーポレーシ画ン日本総代理店

セントリフューガス・リミテプド日本総代理店

巴工業株式会
本 牡粟京都中央区銀座1の6(皆川ピル内）

・ 磁話京間(56)8631(代災),8682～5

神戸出翌所神戸市生、区京町79〔日本ピル内〕冠潴丘合〔2〕0288
エ 場東京都品川区北品川4の5”冠括大崎〔49〕4679．1372

oS
死死

〃〃 ､、

全方向

自動直視式
、、

リ

リ

、

‐

N
譽詮光電嬢催研

皇
来京郁船川IX上大崎畏者丸284の1

砿譜大崎M9)3265.5335.5962･7438･7981
6配d毎
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謹
〆

No．】6~V

ターヒ．/及

ディーゼル

潤滑油

2000～2500

一ゼル

油

デイ

2500～3000

バンヵー〃Cv亜油

Light

FuelOi】

2000～2500

HeaVy

FueloiI

1500～2000
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ROKOSV (油補船）

Monrovia,Liberia船主WesternSeaTransport,Ltd･

造船所 日本鋼管・囲見澄船所

全 長 667ﾉｰ10〃

長 <垂〕 640'－0〃

幅 （型) 9UJ-0"

深 （型） 46ﾉｰ0〃

吃 水 34'-7弾〃

総噸数 21,050噸

蔽貨飯艮 34,200英噸

力（試運帳） 17.4節

機 ＝段減速タービン×1

J] 17i500S.H・P・

級 LR

工 30－3－11

水 30－7－4

工 31－2－10

逵
主
出
舶
起
進
竣

‐一弓

Pr

l
。ビニレツケス〔海化ピﾆｰ凡樹願“”

｡LZプライマー〔鉄伽剛下賎醗科〕

つの oCRマリーンペイント （畠ﾝ蘆鳥-箇葱グ爵）
・シアナミドヘルゴン（高座のさび止漉料j

船舶塗料 ・槌印船舶用調合ペイント （繍圃嗣将雛翰斜》
･槌印無水銀鉄船々底塗料（鉄船緯底齪科）
・タイカ リ ツ ト （防火 渡料）
・ノンスリ ツブ（涌止蛾 科）

日本ペイント ’
大阪市大淀区浦江北4

束京都品川区南品川4
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WAFRA [油f肖船）

哩
獅
蛎
鋤
函
州
雌
跡

Ｌ
１
月
ａ
１

５

２
４
毎

ｒｋ
所
麺
船

Ｔ
鎧

》
鑑

ｗ
船

ｅ
造
型
菱
ｊ
ｊ
７

Ｔ
三
唾
哩
哩
水
数
避
力

噸
錘

菫
所船

長
幅
深
吃
総
敏
逮

船
造

機 複汽筒ク'ユスコムパウンド

二段減速タービン×1

17,600S.H,P.

AB

30－2－28

30－10－5

31-1-31

主

出
船
‐
起
進
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力
級
工
氷
工
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BOILERCOMPOUNI船 主 RederiaktiebolagetHelsiugborg

⑥fHelsingborg9Swede加

三井造船・玉野造船所造船所
。

。 。

全 長 127.120m

長 （垂） 116.50m

輔 （型) 17･20m

深 （型) 10.68m

吃 水（計画満賊） 7.436m

聡噸数 4,319.23噸

戦貨重赴 6,635英噸

速 力（公試最大） 18.84節

主 磯 三井B&W862VTBF115

ヂーゼル淡関×1

出 力 6,600B.H・P・

船 級 LR

起 エ 30－4－26

進 水 30－11－1

竣 工 31－1－4

三ツ圓印

繕剤ご±
ノ貝

耀71轍驍器
燃淵節約。汽罐保護
汽罐全能力發揮

謹内州識品赫式會社
東京都品川塵大井寺下町一四二一番

電話大森(06)2464.2465.2466番
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AMASYA

－－船名
" IJ－－

IMPARMPA

CHRISTOS
A.MASYA-CALTEXMEDAN

103･42m

96.00m

14.20m

7580m

5.85m

2,900噸

3,500砿

16.5節

沌賀ズルツアー

ヂーゼル機関×1

3,500B.H･P.

AB.

30－5－12

30－8－22

30－12－12

DENiZCiLiK

BANKASIT.A.O

ｊ
ｊ
ｊ

長
垂
型
型
水
数
麓
力
機

く
ｌ
く

噸
唾

全
長
柵
深
吃
総
峨
速
主

145.00m

19.40m

上甲板堂で12.45m

（計画満職) 9.20m

9,922.29噸

ユ4,641.67英噸

(試運il医最大）17.52節

日立B&W排気ターボ

給気式ヂーゼル駿關xl

6,250B.H,P･

LR,

30－1－22

30－7－9

30-11－29

SEGURHDADCO-

MPANIANAVI-

ERAS.A.(Panama)

円支着船株式会斌

桜島エ場

82.30m

13E72m

6.25m

（計画浦載) 5.01m

2,150噸

3,400砿

（滿蔽定格） 10.8節

アメリカ･ゼネラルモー
タース社製ヂーゼル磯
"x2

800B.H.P・X2

AB.

30－5－6

30－9－19

30－1]－25

I

力
級
工
水
工
主

出
船
起
進
竣
船 オランダ･バシフィヅク・

タンカー会祗

佐野安船渠株式曾紅圓壷浩船株式会冠

因島エ場
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日本鐡祷株式会祗・観見造船所
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遮浪甲板船として 平甲板贈として

145,00m ''

19.40m ′′

(遮浪甲板裳で) 12.45m "

(上甲板室で) 9.60m "

(計画滿峨） 8.23m 9.28m

約7,100噸 約9,900噸

約11,500英噸約14,100英噸

(試迩伝最大〉 17節

日立B&W排気ターボ給気式ヂーゼル磯関

6,250B.H.P.
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9UETヂーゼル機関完成

三菱浩船長崎造船所で
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三菱造船長崎造船所では防衞庁Z型警賭鑑「

し､かづち」 （川崎重工柴で建造中）用主磯「三

菱艮崎ヂーゼル9UET44/55型ヂーゼル機関」
を製作中であったが昨年11ﾉ1完成，公試運転に
引っ,づし、て耐久力迩転試験を行し､100%ロード
6f0O0軸馬力で100時間逆転し，優秀な成綴彰示
ジンである。〔写真は公試運転中の同楼関）した○本機はUEC機関と同じくスーパーチヤージヤ付新型純国産エンジンである。〔与皇I頼公識哩窪●'●彰一‘,.』…

要 目

名 称 排気ターポチヤージャー付自己 平均右効圧力 9.44kg!cmg
逆転式2サイクル単動無気噴油 燃料消費茂 160gr/ljHPI.hr
式トランク・ピストン型・ヂー 童 篭 約65トン
ゼル機関 馬力当り竃駄 11kg

出 力 6,000B.H.P>c380RPM 寸 法全長（クラッチを含む)9.5m
機関台坂の帆気筒径 440粍 1.5m

9 ""=g 3.3m気筒数 9 3．3m
気筒行程 550粍
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客船高千融丸.(照国海述所右， 1.070.49トン，旋蒋定員

326名）は昨年8月末二義造船下関造船所で竣工以来，

わが国最南端の奄美群烏と日本内地（鹿児島）を結ぶ

唯一の定期航路に活期してし､ろ。

写真上 航行中の高千穂丸

〃中 2等エントランス

〃下左食堂

〃下白 3等客室

－詳細は本文142頁参照一
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新型直流揚貨機
ⅢlIIlIIlⅡⅡlⅡ111ⅡlⅡIⅡlⅡIIlllIIⅡl lIIIlIlIlIlMⅡⅡIIlIIIlⅡlⅡⅡ11Ⅱ111ⅡlIlllⅡlⅡ11ⅢlⅡIⅡ11

迎織省船舶局では昨年来造船研究協会を通じて，新型I直

流揚貨磯の試作および総討證つづけて来たが，この縄三菱

魑機と東洋翫賎の試作磯が完成した命

このウインチは獣洲ひ,トリーケ社等で卿造している歯車

切換装斑式のコストの低脈な掲聞磯にI型敵寸-ろもので, 1Mi

役能率を低下せL">-j二にコスi､面からの国際競争力の亜化

と船舶の経済性の向上を214らつたものであ番。※

DL31－A型直流甑動ウインチ（東洋電機）

仕椴3Tx30m/min

馬力 25

砥動機 直流複巻

蹴圧 220V

極数 4

型式 全閉水密型

定格 蕊時間

調流 98A

回転数 1000r/m

機瀞 C-302745

重量（本体) 2550kg

'.、

HSB型直読禰動揚貨機【三菱屯機）

仕様3Tx30m/min(1､5Tx60m/min)

馬力 25 飼流 102A

電動機 複巻 回転数〔定格) 750rp｣n

謡圧 220V 制御装掻方式遠隔制動巻下制御

型式全閉水密型 軍赴(本体) 2630kg

定格 苑時間

※なお造船研究協会では．運輸省からの補助金をうけて

三菱電機，東洋髄機，富士電機三社に．別記の仕様で試作

を依頼してし､ろが， これと平行して郵船の中西工務部長を

主査とする関係者よりなる委員会を結成し， これ等ウイン

チの性能の橡査，普及の方法等を研究中である。
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同本添加剤工業株式会示士
本牡東京都板橘区志村前野l111. 884稀地泄話板橘(96) 1733|番
麦 店大阪市西匡江戸堀北通1 J. I110爵地日ぞ会館ビル電話士佐堀(44)5551～5冊
荷置場芝浦，横浜， 神戸， 瞳締． ‐ド関，若松
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罐外盧理は⑫②⑲④⑦⑰⑮で
罐内虚理はカルゴンで
＃ イオン交換樹脂アンパーライトを使用し
’、 オルカノ式舶用純水装置と満剤椛カルゴ
＃は内外総多数の御採用を頂…,まず
★リーズ。アンド．ノースラップ誠の計測器も販売してたp

米国ローム｡アンド。"､－ス社アンバーライト
米国カルゴンインコーボレーテツド日

米国リーズ．アンド・ノースラツブ社

臓式
日血ｵﾙガﾉ谷耐

本祗束京都文京曙菊坂町8 TEL(92)118
麦紅〃大阪市北区梅田町47断阪神ピル502号室

TEL(92)118

●IDganO
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f
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古河の
納用電線，塩化ビニール電線

ポリエチレン電線，ボリスチロール電線

テレビ愛像用.電線， レーク霞一用導波管

軽合金アルミ板，管，棒，各種階段金具

ビニール電線

ボリスチロール電線

． _ ，､信 に卿寺脚r2『!P壁

＄ 芯線とヶ－プル

各轍仲錨製品
宇ルミ ・アルミ合金圧延及鯛物

ダイガ宝卜.硝密卸詰
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日本ヴィクトリッケ株式会社
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１
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販費總代理

淺野物産｡株式会社
東京都中央区日本橋小舟町

二丁目 （小倉ピル）
冠潴茅娚町(66)代表0181～9

代表7531～5

大阪支店
門司支店
札幌支店
支 店
出亜所

大阪市東区瓦町二丁目瓦町三和ピル
門司市極僑迩一郵船ピル
札幌市南一條西二丁目一八番地
枇演･名古屋･稗戸
閥島･高松･稲岡･八幡
長崎･照本･仙台･釧路
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製作所臺明石t
三三三三

三二二

東京郁品川区東品川五丁目一臺
寵話大崎（49）8146（代表）8147.8148.8149

菫大阪市北区絹笠町五○堂ピル六一一号
〕電話（36）3815（直通）。1141（堂ピル代表）＝＝＝＝＝＝＝三

株式会耐

本社・工場

一一

大阪出張所
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有馬敏彦
片桐道男
横河認践製ｲ|iFfr*W'器研究寮

醗化リテウムによる潔度測定法

粉末等に含まれている水分も全て液温性であるから，こ
れ等は含永避と認せられ漂産ともいうべきさなし､、これ
等の定義は時冬混乱して使用されているようであるが．
ここでは潔慶と含水垂とははっきり別なものとして定義
する．すなわち漂鹿とは氣魑中に含まれる水蒸氣の量を
以って単位の韮準とする．

さて水と大氣と接した境界表面に起っている現象を考
えると．水は絶えず氣化してその調菌から大氣中に放散
しようとしている，いわゆる“蒸發，'の現象である．
しかしこの,蒸溌は決して無制限に進行する課香はな

い．密詮をした洩中の水は永逹に減らなし､が，盛の水は
何時の間にかなくなることをわ承われは經験している．
これを鞍哩的に解鰯するならば，大氣中腫含ま恥る水蒸
氣の量は一定の限界があり，その限界値は大氣蕊には無
關係に温庭によってのみ決まる．密隆した瓶中の水はあ
る程庇氣化すれば，その温幽z皇對職した限界値で鮮謹が
止ま箱し，もし温庭力延下すjT,ぱそ恥に郵腫して永蒸蕊
になったり液化したりしている．だから瓶中の水は永謹
になくならない.物理的にはこのような状態を平復誠態
といい大氣は水蒸氣で飽和されたといっている．盛の永
の表面でも同じようなことが起っている．しかしその表
面は鴬に風にさらされあるいは識充の影雲をうけるので
索化した水蒸氣は水の表面に停滞してし､ることはない．
従ってその水の表面は絶えず飽和ずることなくどこか
に持ちさられてしまうので，水は絶えず類化して途i二は
なくなってしまう．この場合でも大氣が完全に飽和して
いれば水は瓶中の場合と同じようになくならないであろ
う．さて大氣中の水蒸氣はいうまでもなくその垂に比例
した蒸氣鯉を持っている．飽和に達したときの驫氣鯉を
飽和揮莱錘という．陀荊献態にある大氣はその温度およ
びそれ以下では飽和蕪氣塗以上の水蕪氣を含むことは出
来なし､、從って温鹿が下れば水蒸氣の一部ば液化してし
まう．いわゆる‘露,,を結ぶ罪である．そこでこの飽和
状態にある時の温庭を露鮎温腫といってし､る．飽和.鷺氣
"a{)と蕊貼温鹿(es)との間i=Magnusはの憧錐式
(2.1〉式の闘係がある．

7A4両？ （2.1）
es=4.525×10壺蒔宛一

(mmHg)

水鷲氣の雛力が飽和蒸氣塵より低い状態は不世和とい
うがこの不飽和蒸氣1型を(e)とすれば(eﾉe』〉×ユ00%

1．緒 言

われわれが日稚經験している現象に“漂氣”という問

題があるが“暑い，'‘‘寒い,’という温陛の現象に比べる

と雌り正確な概念は持たれていない．日勝の生活の中に

温庇計はあっても灘度計まで用意されて､､ないことも原

因があろうし，馴礎,潔庇という現象は簡躯恒は測定し

にくいのである．しかし微力逢えるとか腐敗Lずるとかい

うことは全て潔庇が關係したこと･であり，噛譲日播生活

に綴が深いにもかか』つらず，溌氣の問題は兎角疎んじら

れて来た．しかし潟度計の進歩も著しく最近では工業上

の目的には潟庇計は充分作働が保諺されるようになっ

た．工場の作業室，倉庫，あるいは溌鐸,全て漂庇調

整を行って製品の品覧樹理；あるいは貯蔵品の品賀保持
の|_Eに莫大な利益を牧めている例は枚畢に暇がない

フ･イル.z､工場，紡談工場楽器工場あるいば電話の

交換器室，等は全て温庭および潔腫を湖筋して品硬の保

證およひ郡品の保守の上に役立っている．更に最近では

温庭や潔庇の麹との激しい船倉の温潔庭調整にも順用さ

･れる顔向になって来た，き』酸船倉の温潔庭調整が出来れ
ば,.荷物の温箕保證ば相當維持されるであろう．錐者が

經験した小さな例でも，擬迩から鍵られたf磁薊計器の木
箱が潔氣のために膨脹して破損し，内部に徴が生えてい
たことがあった．そこでこの厄介な潔氣を上手に人工的

に諏整することは近代工業の溌職となったが，従来使用
されている乾漁球型の溌庭計は保守の上からは必ずしも

簡単とはいえなかった．従って船舶用としては長期間無
保守で運鱒する目的に沿わなかったが最近では，鋼上ﾘ
ﾁｳﾑの吸漁性を利用した測定方鋤錯案され,擢造も
保守も簡単であるために;|鋼ﾐ性のある潟度計であるここ

が，賞證されて来た，元蓉米画において考案されたもの
であるが，本邦でも己に船舶に取り付げて成果麓得てい
る．そこでこの新しい溌陛計についてDewcelｴ》と濡せ
られる露鮎温度計を中心にし．て詳細を紹介する．

2．溌度の概念

溌度計について述べる前に漁産に閲する概念を述べ乞
錘く必要がある潔鹿には大氣中に含まれている氣腿状
の水分すなわち，水撚氣の壁を以って測定単位の基準
としてし､る．水分と潟氣とは一段には混凱しやすいが，

液職伏のものはそれが大氣中に浮淋している場合“潔
度の定義からは除外される．勿論木材や紙あるいは
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している．

すなわち溶鴻式その組成と温函こよって一定の蕊氣醒

を持っていて溶液が大黛と接している表面では絶えず水

分の出入が行われていろ．大獄中の水羅須溌がその涛液

のその温庭にお汁る飽和熊氣嘩より高いときはその溶液

は大氣中より吸潔し，反對に認庇溌胞和蕊氣唾より低L、

ときは溶液は水蒸氣を溺没する．

そこでもし，溶液が水分と發敢して行く場合に逆に，
この温度を下げるような操作があると遂にはある温庭で

溶液の水分蒸發が止まり，更に温度が下恥ぱ逆に溶液は

吸潟し始める．吸潔し始わたときにば前とは逆に温庇が
上るような方向に鋤いたとすると，吸潔を止める方向に

作用する．従ってもしこのような（温唾j－(吸潔燕謹）

の關係があれば,ある温庇の所で,この物理現象ば平衡し

なければならない．この平胸状態は大禰中の蒸氣の分睡
に鯉じて正しく肋作する．しかもこの關系ば全く大獄中

の水蒸氣の分延と溶液の磯庇と溶液の温睦との三者の間
に成立す-る平臆關係であるから，この温庇を測澄するこ

とによって大氣中の水蒸氣溌力を求めることが出来る．

勿論この温庇は露鮎温庭そのものGはない．そこで露

鮎温度との關係を罐かじめ知っていれば，それによって

直接露馳温庇を知ることも可能になる．溶液として鯉化

リチウムのある濃旋のものを使用したときに得られる露
酷温庇とDewcel温産鱈液温鹿】との關系ば第3-1表

に示す値からおかる,

きてDewcelは以上のような自己平阿陛迄物理杓に

猛境するために次のような樺迭と物理1勺駿聡を持ってい

る． ／

感温エレメンI､を納めた細長いポポンの上にカラェゥ

ールを燈芯のようにまきつ称その上に悪こ2本の平行鍵

線をスパイラルに捲いて，その線調隠士1nTInに保た
れているこのカラスウール澄芯には“瞳化リチウム,，

が諺ませてある．蝋化ﾘ､チウムの祗氣鮮導逆.蛍その獲庇

に比例するので鯉化リチウムが灘っていれば竃氣博導

慶力塙く，逆に乾燥していれば導恥性ｳ§ない．従っても

し2本の髄極1剛に一定砥睡が印加してあれば，蕊化リチ

ウムの濃庇によってそこを流れる電流が蕊る．電流が異

なれば．發熱堂が異うので,そ恥に伴う温聖鍵化が起る．

今醗化リチウムが吸撫して行くと砥氣傳導蕊ｳ雫し職充

が珊加しその結果潔庇が上昇し始める．

温度が上昇すれば吸潔作用を弱わようとする方向iご働

くことは先述した通りである．逆iこ盤化リチウムが水分

を蒸發して行く崎こは温度が降下する方向に作用するこ

とは容易に理騨さいると思う．このような自己zF斯待性

をもって關係潔度と呼んでいる．すなわち潔産10J%と

いうのは温度に無關係に飽和状態を意珠することにな

る．

純理論的に論ずるときは1mβの大氣中に合まtl,る水

蒸氣の質量を瓦数で表わしてこれを絶對潔産と蕪し一段

にDで表わす，飽和状態におけるDをDsとすれば

(D/Ds)×100%は勿論關係漂度と同じ値になる．

絶對混産(D),水蒸鈍醒(e),および温産(6｡C)の

間には理論的に（2.2）式を得る、

D=1W3:71 （2.2）

（2.2）式をみると0.003670く1ごあるから

2.2式は D-1.058.eと考えてよい.すなわち温座
eが蘂化しても水蒸氣の量りが一定の間は蒸氣唾もま
た一定と考えてよい．しかるに(2.1)式から器つかる通り
温庇(8)が下るとそれに對鯉した飽和蕪氣唾(eJ)も
急激に低下する．そこ竃今もしある温度0,で蕊氣嘩el

が不飽和であるとき，温度0ｪから次第に冷却して行く
とeェは鍵化．Lない．更に冷却して02になったときそ
の温度に對懸号-る飽和蒸氣座が丁度el iこ等し<なる職

種がある課で，この02が露鮎温度である．露を結ぶ現
象は露の出来る表面の状態や附近の氣流仁よっても影響
されるので，露鮎温睡の測定は賀際には容易でない。し

かしelを飽和蕪氣嘩とする温1垂，すなわち露賎0里を
知れば．最初の温産01との關係によって, 02における

e,/esを求めることは簡蝿である．勿論e'/e卦を直鐵旨
示するような乾潔球型の潔産計もある．從來多く使用さ

れているのはこの型である．しかし一段iこ潔鹿の調整の
場合は同時iこ温度も測定しなければならないの暦，露黙
温度と周函温産を同時に測定す-ることは關係漂吏を直接
指示したい場合にも適用出来るし，更iこまた關孫潔墜に
は無關係に露黙温産だけを直接知りたい場合にはなお更

有効なことである．この目的のために種蓉の露鮎温産計
が考えられているが， ここでは工業的に最も信弧出来
る． “蟻化リチウム,’による測定を基にしたDewcell)

が， どのよう注原理で露黙温庭琵測定するかを以下に述

べる．

3 璽化リチウムによる露黙温度測定

(Dewcelの原理）

蕊貼温産を測定して撫度を測定することは熱力學約に

は正しし､ことであるが，溌際には困難なことであった‐

Dewcelはこの困難を全く解決した新し､､方法であるこ

のDewcelの原理は』鯉的な自己季術性によって溶液

濃産とDewcel温庭と熟氣睡との平衡性を保つように
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4 DeWcelの柵造と使用方法
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’

錨3－1表(b)Dewcel湛庇と露鮎温1E(Dewpoint)の鮒係。C
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についてはすでに多数の文献勤もあるのでここではの

べない．

Dewcelを賞際取付けて使用するためには種煮の補助

設備力泌要である．漁庇のように温度や翰燈表面やその

他菰冬の條件による影淫をうけやすい現象に對しては種

なの注意をはらって遥かなければDewcelは十分その

機能を發揮することが出来ない

まず風速の影響を考えると大略50feet/min (約15

米/分)の風は影響がないが，こrL以上では誤差になるか

ら，もしそのような雲滝におかれるときは4-5画の当う

な遮蔽をして風速を下げればよい．また屋外に取付ける

原因になる 4－2画中の電源回路にバラスI､ランプ30

V,50W.atIsを持っていて，スイッチを入れたときある

し､は温匪の急激な塗化が現われたときに起る髄流のラッ

シュを防止Pす-るようになっている迩儲の使用状態では

ラムフ･は消えている． 4-3岡はその電源装睡の外捌であ

る．

Dewcelと測温ブリッヂ鮨よびfE手管自働平衡胃燃詮

使用して指示記録とするときの概略を第4-4{団に示す．

もし露黙温度と周困温座とを同時に測定する必要のあ

るときは二雛切替えて同じ測定器で述織記録ず湯ことが

可能である電子管自働平衡訂器による温鴎旨示記錬計
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李
》 E【【 第4－5画風速が激し

い場合のミールド
－L－斗－し一・ﾛ.一0－L－斗－し一・ﾛ.一

灘圭 "壜食鶏寵鰭鰯襲二!≦
tingRangel内渥入る 策4-6岡屋外で使用

する鶏合
ようにしなげればなら

ないそれ詮5～10feet/min(1.5～3m/分）位の早き

で吸引して試料室に入れる．この場合冷却して露黙温産

以下iこなってLまわないようにしなければならない．こ

の場合の測定の例詮第4-7剛に示す

錐4－2EI Dewcel締線回

考秘壷畠〆繊7 ｕ
８
Ｉ
０
ｌ
Ⅱ
即
即
刷
剛
即
酎
Ｉ
側
Ⅱ
Ｉ

』、

？"‐

’E7

廷

’
隼4-3EI Dewcel加熱(】趣源

上－9－．－－ﾊーーーー
第4－7岡サムフ･リングに測定する鋤合

測温施蹴東
Dewcelを使用する場合芝の急所は“騨化リ缶ウ

ム”にあるのでこの塗布の仕方は愼重にやらなければな
らない裳ず-稀最初の“甑化リチウム”の塗り方Iごつ
いて述べる．すなわち,､4－'側に示されている餓盤管を
とり． スポィI,でカラスゥールノ端j､ら端まで彦掌せ
る．除分の‘蝿化リチウム,'は吸いとっておく，除り大
量に附汁ておくと耀初に耐源を入れたとき蹴流がラッシ
ュして危嶮であるこのようにFす．れぱ保護奇を再びかげ
て地附出来たことになる一段の使用條件であれば,こ
のまま蝋化リチウムは5～6ケ月の使用に耐えるが，そ
れ以上に亙るときは､鯉化リチウム'，を注入しな詣ざな
ければならない．二度脚の操作のときは最初のときより
少し手鯉がかかる．すなわち古い液を完全に没撫してし
ま十)ないと.折角“蝋化リチウム，’を新しく渦下しても

ACIOOV

I

隼4-4図冠子締自鋤平衡計器による

鱒鮎温鹿肥鋒計

,ときは風雨の彩響や水分凝譜を避けるために4-6図のよ

ちな帽子を被せて使用する。あるいはまた測定しようと

する露黙温庭の脆函では温鹿が高すぎる場合には，適當
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Dewcelが十分な磯能を發揮せず，腫答が悪くなったり

謬建を生じたりずるからである,同様な意味で雛り濃厚

な液は適當でない．そこで6ケ月後の“鋼ヒリチゥム，，

の再注入は次のような順序でやらなければならない．

1） まず遡源を全部切る．

2) Dewcelを取りはずす。

3）保護管を取り除く（この場合銀線には絶對溺れな

し､ようにFj-ること）

4）感潔部を水平に保持し，細い弱い水流で銀諜の捲

芳向に沿って端から順によく洗う．

あるいは水の中につけて掻きまわじてもよいが，

いずれの場合でも端末のペークライI,を浸さなし、
も

ように注意しなければならなL､、

5）同じような方法で蒸瀧水で洗う

6）洗瀧が十分であるかどうかをチェックするために

は次のようにすればよし､.Dewcelの感潔部を洗

瀧後直ちに電源スイッチを入れると始めバラス'、

ラムフ・力鐇燈するが5分位ずると消える．計器の

温鹿指示は同隷に始めは上歩けるがやがて降下す

る．平衡に達したら加熱用fIZ源スイッチを切る・

そのときもし洗淋が完全であれば温鱈指示は塗ら

ないはずである．もし不完全ならば指示は次第に

下る．不完全なときは没飛を繰返さなければなら

ない．

7）完全流條後＝レメンI､を乾燥す．ろ

8） スポイI､を使って‘&礎化リチウム，’

組成の關係から測定範i別に或る限界がある．その限界は

第5.1岡に示ずようにハブチングした部分がDewCeIの

使用可3誠函である．關係潔庇と露酷温庇および蕪氣嘩
の關係は第5-2表(a) (b)に示されている． これ等の
データからわかるようにDewcelの使用温函奄函は

-50oF～220.F(-45｡C～104.4.C)のI斑範囲に亙って

おり特iご低温側では更に低い温度にさらさiT,ても破損
することばない．關係無産を換雛したいときは露鰯温陸
と周函温産を求めて5-1表により求めることが出来る．

この表からもわかるようI己術温60｡F(約15.5｡C)以
ヒユ00.位まで12～'00％關係潔産の測定が可能電ある．
しかし－50'F,-45.5｡C)にな41，ぱﾕ0ｺ％潟度しか測定
出来ないこともわかる．

0．c以下の表は氷上の蒸氣砿で定義するのと過冷却
さ恥た水の士の蒸氣砥と二つの定義があるその間には

氷上の露蟠温庇 水上の露鮎湿睡
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を

を滴下する．この操作は一番最初の

ときと同じ方法でやればよい．

9）再び元の測定黙に坂付げて配線すれ

ば準肺が出来たわけである．

以上の通り，騨化リチウ.2，は迩撒の使用

状態では6ケ月の謡命があり，水を使用す

る乾潔球型潔度計の如く頻繁に水を崎合す‐

る世話もなく，カーゼの交換のような手數

を要したし､．すなわち長期速敏使用上の利

総を備えてし､る．
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5． Dewcelの性能

Dewcelに使用している測温ニレメンI、

の抵抗と温度の關係ほ5－1表に示す･値で

あるが，これと先に示した3－1表(a)(b)

とより，抵抗プリブヂの雫術畿力､ら直ちに

震識温庭を求めることが出来る．理論的に

はこのような物理平蒟は相歯髄い範幽に亙

って成立するはずごあるが，変際は溶液の

!．_f6

茸協に仁

J汐.“鐸

露臭温度○F 関総退度％

錐5-IImDewcelの使可限界特捗
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前頁の表に示す如く若干の差がある．

しかし下業I宅は氷上の蒸氣で定義する方が煙利なの舌

ここで使川している表の中氷黙以下の瞳は全て氷上の蕪

氣砿を韮準にしている．

Dewcelの精度は蒸氣盤の測定に使って2%位の精庭

を期待出来る．変際問題として温産の検定は愛驍上の操

作に困難な鮎が多いが, -1-分注意した蛮験でアースマン

の乾灘球潔庇計と比較してその偏差が催ぽ1％以下であ

ることが砿かめられている、

遜源は103V50c/s(または60c/s)の電篭電源で

Dewcel戦豊で消費電力1.5wattに､すぎない．電源砥
睡鍵miの影響は110V±15Vに對しフルスケールのQ1%
以下にすぎない．
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6. DeWcel使用上の條件

すでに種盈のデータを示したので使用條件はぼぽ判断
出来たと思うがDewcelを適用するときに必要な種奇
の條件を以下にまとめて参考にしよう．

1）周函温産

Dewcelは温庇に使用限界がある．殊に高温側に
注意して十220･F(104.4｡C)以上にならないよう
にしなければならなし、更にまた5-1岡に示した

如く使用限界曲線内に入るように温産を保持しな
ければならなし､．従ってもし使刑條件の範函琶越
えているときは迩営な冷却室と蕊料室力泌要であ
る．使用可能な範閥は-50DF～十220･F(-45.6
°C～+104.4｡C)であり、關係潔鹿15～100箔の

漉困で測定しようとすれば温度は÷32｡F-140oF
(OoC～60oC)の範園で使用出来る．勿論0．C以
下でも測定は可能であるが關係潔度の施函は狭ぱ
められる．

2）周閏の風速

風速は50feet/min(15米/分）以下のこと．従
ってそ恥以上の風速のときは4-5岡のようなミー
ルド､を設汁る．

3）周函の砿力

高嘩，高蕊室の状態で使用しても差支えなし､．た
だし高墾は600psi (42kg/cmg)以下のこと．

4）周函のカスに對する影響

Dewcelは一般に大氣中で使用され』るか同探に
NgCOgHg0sJ天然カス等の雰悶氣でも使用出来
る．

H2SCSさ等が存在するときは銀電極力蛎蝕する
ので，金線を使用する．このときは5～25p.p.m.の
HsSCS雪が存在しても差支えないがそれ以上は
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問題がある．

SO2SO:;NH:Bカス中ではこれ等のカスが水蒸氣

と結びつくので鍵貼温度に誤差を生ずる．2エチ

レンーグリーール(diethyleneglycole)あるい

は3ニタノールーアミン(triethano1amine)等

のカス中でばDewcelは測泥な働作をしな､､. ．

4）その他

屋外で大氣潟度を測定するときは雨や風をよける

ために帽子が必要である．例を4-6岡に示す．

復具用POlひ己ノー咋立

きは髄源設倫は識の大きいものを使剛する．そ

のたあに6-1岡のような堆源設術がある．

7．結 語

以上．新しい漁庇計の原理について詳述したが，この，

菰の潔匪計はM鋼ﾐ多く使用されると考える．こ恥と従来

庇く使われて､､る乾潔球潔庇計との利海についてはここ

ではふれないが，以上の競明から露鮎温度計は愛用性の‘

鮎で非常に優れていることが解ると思う．

また参考にしたデータ$)の關係さ，表中にF･とc・

とが使用されていて，混凱したかも知れない．換弊した

端数を示すよりも解り易いと考えたからである． しかし

もし換算するときは7-1式を使用すればよい．

oF=÷｡'C+32
(7-1)

｡C=号(･F-32)

これ等のデーダが鴻蹴Iﾘ定の参考になれI灌謄である．

"1) Dewcelとは米図Foxbovo砥の商品編であ
る．

2）枇河逸機型錐ListNo.BF-C-117, その他

3) FoxbovoTechnicallnformation5A-22a

〃 T19-A-30a

" T19-B-30a

FoxbovoBulletin 3-313
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嬢6－－1回6鮎用透源設備

測定黙は1黙から6難まで可能であり，多黙のと

近 刊 案 内

| ”"｡航計器第’零
波多野浩著 A5判上製350頁溌慨700m(〒50EI)

この第1巻ば航海計器の分野の概硬と，推測繊濡僻の一部渥ついて述べたちの唇，第2巷第3巻
とをあわせ職く航海計器を繼系づけ、系統的な取扱いへ前進せしめんとするものGある．航悔宥，學生，
關係者に好適の書．

菫 な 内 容

第1編航海計器概溌 第1紫磁氣＝ンパスの概読
第1章航海計器の分野とその分類 第2章磁氣＝ンパメの種類と排迭
第2章航海計器の護達 第3章地球磁氣と磁氣コンパス
第3章浄岸航海計器慨説 第4章船燈磁氣と磁氣コンパ衆
第4章推測航海計器概説 第5章目差の性質
第5章遜波航海計器慨説 第6章目差の測定と方位測定具
第6章天文航海詞器概説 第7章目差修正法
第7章氣象，海象用計器および推測磯能指示 第8章目差の詳細な理論

計器 第9章磁氣コンパスの總括

第2編推測航海計器前編 第10章磁氣コンパスパイロッI、

内 容

第1紫磁氣＝ンパスの概読
第2章磁氣＝ンパメの種類と排迭
第3章地球磁氣と磁氣コンパス
第4章船燈磁氣と磁氣コンパ巽
第5章目差の性質
第6章目差の測定と方位測定具
第7章目差修正法
第8章目蓋の詳細な理論
第9章磁氣コンパスの總括

第10章磁氣コンパスパイロッI、
◇一

武患E患繋黎囎馬84
１
１

◇ ◇
然東京邦文京風向岡彌生町3 天
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加藤金一郎
範熱T2難台技蛎部憂新しい船舶用電線

性を生かしているようである．童た錯被の代りにインパ

ーピアスシースが用いられている． インパーピァスシー

スにはビニルまたはポリクロロフ・レンカ報いられて↓、

る･ビニルまたはポリクロ画ブレンの耐油性,耐燃性.耐

振動挫塞利期した線でありまた鈴に比して非識二睡愛の

線が出來る．また媛近は．週讓ゴムを絶識とした瞳綴が
汽蹴室用耐熱電線として蝉つれることになっている．

すなわち鯛舶用魁線として新しし､電線（今日に鐺いて

は己に新し味が薄くなってはいるがが）出現したのであ

って’そ恥らについて概硬せんとするのであるが，その

前に新材料の主なものについて概説することとする

2新しい縄縁およびシース用材料

戦後ビニル，ポリエチレン．ナイロンクロロフ・レン，

遇讓ゴム等識亜の優秀なる絶畿材料が該鳧として出現し
これが趣溌に懸川せられつつ為るは，前述の如くである

が，これらの誰材･科の諸性詣を表記すると第1表の通り
である．表中天然ゴムは比較の基準となるものであるか

ら，比較のために記載した．天然ゴム以外ばすべて人蓬
のものである．この中ビニル．鑑リニチレン，ナイロン

は， 蕊河塑性物質（サーモプラスチックス.Thermo-
plaStics)迫總秘され， クロロフ･レン.珪素ゴム，テフ官

ン等は人遥ゴム叉はサーモセッチング物質(Thermo-
settingmaterial) とも穂せられる． このサーモブヲ
スチックおよびサーモセッチングは， これを用いた電線

を狸避し，拳よびこれを使用する上に，重大なる一段性

能であるので毒考のために詮明することとずる・
サーモブラスチックは，讃んで字の如くサーモ（加熱）

せられるとi脚こしてﾌﾟラスチック（可塑性ノ となるので
その状態で押出機(Extruder)で押し出して熱量上;二
被覆して綻溌となりまた絶識した線心の上に被覆してシ
ースとなる．その被謹されたものが繕温に堂電冷却ざ湿
れば，そのままビニル被覆としての陸誰を具術するもの
で，製法は，それで濟むのごある．加熱，押出，冷却iご
際して，化學塗化は，殆んど起きていないのである．従
って，絶綴またはシース被毅は．再ひ郷熱せら軍ると差
た軟化して可塑性となるのである．従ってこれiこて被悪
した砥線には，自ら使用温幽二固有の限界力茎Iぎずる
次にサーモセッチング物質は，サーモ（加熱） ；こより．

セツI、 （安定）するものの謂で． この物質は僅かi二加熱
した恢態で（若干加熱して若干欺くなり被饗し易い状態
で）被悪し被悪後更に迩歯な温鴎二加蕊して迩當の時

1はしがき

維戦後絶識阯線の絶終披概および保謹シーズ被覆とし
て誌諏の優秀なる新しい材料が出現し，こｵLを雁用ずる

ことによりまた諸菰の新しい優秀な祗線が出現し鯉線

界に一大饗貌を招來するに到った．例えば感化ビニル

（近来ビニールといわずビニルといわれるに到る．例え

lfJIS規格等にて）の出現は晒燈用コードの大半（特

に細いもので）をゴム絶維のコードをピニルーードとし

た． （吊下燈＝－ドにはピールコードは許されて､､な

い.）また配線用の600Vゴム絶識睡線の相岱壷をビニ

ル遜線で壁き換えた．その他從來ゴム絶識を施されてお

った電線は，その程度に差こそ弱れ，殆んどすべてビニ

ル電線が代替しつつある．代替の傾向は年詩珊加してい

るので，近､､將來にはゴム維普抵線の大部分がビニル睡

雛で代替されることになると思う． ビニルは絶議ゴムに

比して，泄氣的性能はやや劣るも， ．'乱絶縁では、到底

望み得ざる鱸加生，耐職性等が優秀であるので，耐油性

耐燃性等の要求のある珊線に對しては必須不可峡のもの

である．ゴム絶識でも配合物な､､し加硫の方辮こより若

干の耐油性または耐撚性は賦與することに努められてい

るが，天然ｺﾞ望､その物が油に對しては無抵抗のものであ

り，よく燃える性質のもので為るので，後天的というべ

き加工によってはその性詣壁左程著しく鍵更し得ないの
である．

上述の如くビニルはｺﾞ÷絶線に比して，特に耐油性お

よび耐燃性力譜しく優れる如く，戦後出現した新材料の
中iこは，ポリエチレンの如く高周波性箔が非鴬によく特
に誘遜率損失力訓輔に小さい(tan6, 3～5x10-')こと

は他の絶綴物の追随を許さなし､所であり，また珪素.,ム
は-50oCなv､L200oCで総用し得るもので，耐寒性
鏥よび耐熱性が異怖に優れているもので，これまた他の

追從し得ざるものである.このようiこ優秀な性詣を有す
る新材料はその特徴を認められて，漸次その月j途の範囲
が披大さ恥つつある.

以上は一腰陸上用砥線についての記述であるが，船舶

用の噛線についても，その特殊の用途は考職されなけれ

ばならないが，一段には，その特徴力窪かされつつ，そ

の新材料を月Iいた髄線が漸次採用されつつある珊俄であ

る例えば．配遜盤用踊線としてサーモプラスチックア

スベス1､難<STWP)が月]いられている．サーモフ｡ラス

チックとしてはビニルが用いられている． ビニルの耐燃
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画イド規賂，米國規格および鋼船規搭に用いられてい

る．

1サーモプラスチックアスベスト電線

この電熱は，サーモブラスチック（ビニル）およびア．

スペスI､を絶識とし．こ郡に綿糸蒜細を施し，繕沮には．

耐熱性＝ンパウンドを施した電線であって，耐然性を主

眼とした髄課である． ビニルが耐燃性であり髪たアスベ

ストほ，更に耐職性である．米國規格では，アスベス1、

の代りに硝子糸絶識も許されている．愛隙澗題として’

ビニルは，耐黙性ではあるが，遜烈な火難に畷毒され”

ぼ，綏慢な燃嬢と､､うか，分解して愛愛す．るのである．

従って，火災等に際しては，あるいはビニルは分解する
こともあり得るが，更にアスベス1､または賄子糸絶鑑が

残れば，これが一・雁の絶諜物の用琵なすのである．すな

わちビニルは而i水性組織物であって，麺､の絶識性を保

持し，多少の加熱または琴Fの焔に弱れても，損傷しな

いが，またもし亜烈な焔Iご聡されて自牙は分解してもな

おアスベス1､が一應の絶織物となり，一睡の使用には耐

え，腫念の修理に態ずるまでは，その用に耐え得るので

ある．配砥盤用賦線として蕊全の備えを鍵うものという

べきである．その構造としては，第2表および第3表に

示してある、第2表のものは可髪性電あって，可動部に

用いられ，第3表のものは，固定して使用するに用いら

れる．その差は，単に挙鰹が可僥性であるか，可僥性澤

あらざるかによるのみである．純鑑およひ静扇組はすべてﾞ

同じである

本蹴線の耐焔試験としては鋼線規則としては次の如く

規定されているが，製法宜しきを得た遜線は本試識に悠

冬合格するものである．

間保ち，化學壁化を起さしめた(set) ものである，従

って，サーモセッチング物質は，セツI､した後には．加

熱しても，サーモフ･ラスチックの如く著しく鯛bしない

の毎ある．從って使用時の温庇も比較的高く出来るので

ある．

天然..ムは，人迭.･ムではないがサーモセッチングで

ある．天然ゴムは硫黄または硫化化合物を含む配合剤

を加え，被鞍後加熱硫化し､硫黄とゴ､ﾑを化合せしめた

､､わゆる硫化ゴムとすることは周知のことである．サー

モセッチング物賀である・

ビニルは陸上用髄線には庇く用いられていることは前

述の通りであるが，現在新舶用雌諜としては，配硴盤用

砥線としてサーモフ･ラスチックアスベスI,課の絶織物キ

ャンブリック齢よびゴム絶綴姶被鎧装線の鉛被の代りに

用し､られている．その他配線用脳線としても’汽雛室等

温度の商い所は別として，漸次使創つれるようになること

と思われる．耐油性および耐燃性の狸大なることは譜舶

用蹴練被捜物として・非常に優れた性能であるからであ

る．

ポリニチレンは、固有絶識抵抗力割ド髄に高く，高周波

絶綴損失が小さいことおよび吸水性力琲稚に小さいこと

等のために商周波通信やテレビ關係の魁線には専ら，こ

通が使用せられている．辮舶朋砥雛（主として臨燈電力

または電話通信線を指す）には規格には決められておら

ないが，船舶の商周波通信關係機器には庇く使われてい
る．

クロロフ･レンは物理性能が優れているとともに耐油
性.耐燃性が優秀であるの壱専ら砥線の保謹被護たるシ
ースとして用いられている．從來の天然ゴムのシースに

ｨ雷して,盛に用いられている’船舶用珊線には． インパ
ーピァスシースと-して錯被iごｲ鱈して用いられている．

珪素ゴムは遜氣的幽昌が良好ごある以外に耐熱性が優
ｵしているのが最も特徴である． また耐寒性も優iT｣てお

り，愛用使用温嘩は, -50～200｡Cであって, m撰蝿

線としては，不可峡の材料であって’船舶にお↓､ても’
汽雛用蹴線に溌適のものである

テフロンは避柔ゴムに比して更#こ砿騨性が優れている

のであるが，加工が困難さあるので未だ睡線被遜として

使用されておらないが，いずれ使われる蝿mも来ること
と思う．渡用温度範函は笈に-60～300oCである．

3船舶用電線

前述の如き新しい絶縁およびシース剛材料が出現し
て，譜舶用醗線に測歓睡用せられているが’これを用い
た船舶用庵線について，簡略に記述することとする．

第2表サーモフ・ラスチックアスベスIY猛線(STWP)

配逮盤用可鍵耐焔電線
画 一一－－－－
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第3表サーモフ･ラ兵チックアスペスI､冠線(ST,W)

配冠盤剛固定配線用耐焔逓線
下唇なければなら注‘､．

この遜線ほ，始めAB規格およびNK規辮こ操姻せち

れておったものご為るが,昭和27年;こ磁諜業者より画

イド本部に採用方を願い出て，許可に芯り，現在i童画イ
ド規勝諾にも使用せられている．

2インパーピアスシース電線

従来緒舶用舩線の防水K"11等のたあの外被として端ま
たは鉛合金力沽くより庇く使用されておったものである
が，鉛は比重が11‘37唇あって非総に正くなって取扱い
が不便であること外傷を受汁易いこと壹危使期中振動こ
より鎚裂を生ずる恐れ等のために，その代りに別の材料
が研究されておった．米図では天然ゴム混和物と綿テー
プを交互に被秘した袖鰻ゴム鞘(ReinforcedRubber

Sheath)が考案され，使用されて割､るが．製迭が相鐡
に面倒ごあるその後シース胴材料として合成鮒脂およ
び合成ゴムが出現した．船舶用咽線の錯被に代替するも
のとして，合成樹脂ではビニル（サーモフ･ラスチソク〕

合成ゴムとしては，クロロフ･レンカ錘ばれることになっ

た．これらの材料は防水防油等の他に錯被の峡鮎とい
うべき重量の大なる鮎外傷壁受け易き黙振動の影響あ
る鮎等をすべて除いているものであり．なお耐燃性が充
分ごあることは，譜舶用晒總被擬"料として理織二近い
ものとし､うべきである比重はビニルで1.3～1.4でクロ

ロフ･レンで1.6であり鉛の約8分の1に織るので，電線

全瞭としての重量も非維に鞭逓となる．鈴被鐡装線とイ
ンパーピアスシース鐙装線との重近を比較すると第4表

ないし第7表の如くで線の種顔と太さにもよるが‘ イン
パーピアス鎧装線の方の重量は鉛被鎧装線の約竺Iﾐ分であ
る．訓い線の方が域少の程産は大きくなる．細い程遜線
全燈の重量の中錯被の占める重量の劉合が大きいから域
少の程庭もまた大きくなる課である．第6表の4000C
Mでは43％となってし.る

インパーピアスシーメの材料としてはサーモプラスチ

ックまたは合成.･ムとL,うことiこなっており，規格に拳
いては，その性姥を規定しており．サーモブラスチック

および合成ゴムの中の何を使うべしとは鋸還してないが

サーモブラ兵チックとしては，一段に，ビニルが悪用せ

られており，合成ゴ聖､としてはクロ画う診レンが専用せら
れて叩､る．

ビニルの崎Eは，前述サーモプラズチツクアスベス'、

電綴の頚iこ規定された通りであり， クロロフ．レンの性指
は次記の如くである．

引張湿さ 1.26kg/mmg以上

モヂーLラス(200%伸長)Q35kg/mm2以上

導体大言|率歎， 誕糠物の摩這 ｜聴臓蕊唾mm)

('oncm)|贄驚,装寓｡ｸrべ蕊約 (kg/(mm)l km)
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導体

サーモフ°ラスチック（ビニル）

アスデミスi、

綿糸綱認および耐燃コンパウン1さ

完成品から遮麓の長さの試料をとり，アノンーールラン

プまたはプンゼンバーナーの酸化焔中に15秒間常てて

から坂出し.15秒後仁再び｡5秒湖焔に繕て，かかる操作

を5回繰り返したとき，延澆したりまたは1分間以上燃

えつづけることのないことを確認しなければならなし､．

この蹴線に用いられるサーモブラ案チックは一般に

ビニルが用し､られているものであり，その挫娼は次の如

く罐せられて､､る・

引張弧さ 1.05kg/mmg以上

伸（誤貼距離50mm) 100%以上

耐老化性 100oCf1oCの篁索中に120時

間放遥したのち坂出して糟温に鮨いて

試験した場合,引張弧さの低下率は15％

以下また仲の低下率は40%以下でなけ

ればならない

耐油性 70oC±1.Cの漏走された油(SA

E20相営品)の中に4時淵溌減したのち

坂出してその表面を乾燥し16ないし43

時間放遜した後常温におし､て試験した場

合引張狸さおよび仲の低下率は15％以

110
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鋪4表軍心ケーブルの寸法および亜猛比職表
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順
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も
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２
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６
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２
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お
お
記
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記
拓
お
れ

●
●
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血
卑
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４
．
１
４
．
８
１
６
４
．
３
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コ
－
２
２
１
１
１

０
０
０
０
１
０
０
０

１
Ｓ
９
８
４
２
３
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０
８
【
。
Ｑ
〆
０
６
４
・
《
．

３

３

，

９

７

９
４
３
１
１

８
８
８
８
８
。
〆
９
９

１
７
３
－
コ
９
５
５
５

の
曲
凸
早
甲
●
●
■

３
ワ
ー
２
２
１
１
１
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９
４
，
－
フ
９
７
９
４
‐
ワ
ー

５
一
○
６
５
盧
壷
５
５
５I

ｲﾝﾐｰビｱｽタース
ミ

一

q

d--L--p---ゅ 錨被

皿心．･ム絶雑インパーピアスシース鎧装線(SR江､）

単心ゴユ､絶維鉛被鎧装線(SRL)

鐺5表2心ケーブルの寸法および重迂比賊表

鉛被鎧装線'8溌）

獺|鱗| (鱸’
ｲﾝパｰビｱ寡ｼ一案(器）錐装 線

シース 蛾大仕撫算
厚さ 上外径重鍾
(mm) (mm) (kg/km)

’ 重危比較

淵/:藍
（％）

燕体の
大きさ

(IO3cm)

ゴムまたは
VCの厚さ

(mm)

｜
嘩
率
諏
姻
皿
唖
封

－
７
６
５
３
３
２
２

０
０
０
０
０
０
ｎ
Ｊ

８
６
６
７
１
１
８

【
コ
ラ
弓
３
４
０
－
Ｊ

・
伊
７
３
９
Ｊ
３

９
７
４
２
１
１

600

500

250

106

52

26

l6

2.78

2.38

2.58

1.98

1．59

1．59

1.59

肥
旧
沌
鵡
蛇
鮨
弱

０
争
句
■
Ｃ
●
●

３
３
ワ
】
２
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０

４
４
５
８
０
８
８

８
７
５
８
０
２
６

Ｊ
７
Ｊ
Ｊ
ｊ
〃
了

５
３
８
４
３
２
１

１
１

１

８
８
８
８
８
８
９

６
６
２
８
４
．
４
０

申
早
●
■
●
。
色

３
３
３
２
２
２
２

５
８
７
１
３
７
７

ラ
鐸
、
１
８
０
℃
－
３

兆
貝
ａ
ａ
。
ａ
且

７
６
５
３
３
２
ワ
ー

９
Ｆ
フ
３
９
７
４
一
○

う
５
戸
フ
４
凸
４
．
今
４

ウ

’ ｜

’

イ＞ﾊ兜上'‘アスシース
ミ イソfピ'アスシース

蟻

’

一

2心ゴム絶繰インパーピアスシース鎧装線(DRI)

…盲

2心ゴム絶雑鉛被鎧装線(DRL)
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鐺6表3心ケーブルの寸法および丞迂比較表

，

鉢
迂
哩

Ｉ
″

皿
沌
撫
惑
健
一

亜
璽
ｌ
｜

線
伍
径
型

》
畷

被
厚
１
－

錯
被
》
一

一
鉛
ｒ
ゞ

鎧裟線ｲﾝバｰピｱ桑ｼｰｽ|謡）

編|識| ‘豊島

亜元比較導体の
大きさ

(I03Cm)

ゴム皇たば
VCの厚さ

(mm)

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｖ

Ｔ
密
リ

ノ
／
％

Ｉ
Ｉ
く

Ｒ
ｖ
Ｔ
Ｔ

600

500

250

106

52

26

16

4

蛎
加
釘
加
鮨
妬
の
石
一

遍
、
聚
釦
《
泌
璽
灘
喝
一

12,670

10.610

d,030

2,890

1,800

1,250

940

510

露
命
完
副
完
招
妙
躯

お
記
犯
罪
弱
弱
弱
⑲

●
ｑ
●
●
■
●
■
●

２
２
２
１
１
１
１
１

3.18

乳18

2.78

2.38

1.98

1.|98

1.59

1.59

19,600

16)930

10,340

5ｼ690

3,430

2,590

1ｼ920

1 ,180

鈴
銘
墾
謁
把
妃
叩
的
一

●
■
ｅ
Ｇ
ｅ
Ｄ
０
ｄ

３
３
３
２
２
２
２
２

１
１
１

輻
、
守
加
鮨
龍
の
汚

祗
、
弱
弘
塁
双
識
嘔

錨椴
ヤ

s心ゴム絶織鉛被鎧装線(TRL)
イ＞ﾉP－上''7スシース

一-一．弓…蜜

｝

I

勘… ． ｝一-－－．

3心。．当絶繰インパーピアスシース鎧装線(TRI)

仲 （標酷距離50mm)300%以上

永久伸噸灘距離50mmを3倍に伸長し1
分間放置した後)9.5mm以下

耐老化性

イ）温庭70oCi1.Cの空氣中に7日間

旋遥したのち坂出して常温において

試駿した場合

引張遜さ エ.12kg/mmg以上

伸 250% 以上

ロ）睡力21kg/cm曾温庭70oC*1oCの

竣潅中に96噸剛放遜したのち坂出し

て艤温におし､て試験した場合

引張遜さ 1.12kg/mm2以上

伸 250％ 以上

耐油性

120oCL2oCの油(ASTM2銃相

営品）の中に18時間溌漬したのち総

温におし､て試験した場合．引張扱さ

輯よび伸の低下率は40%以下唇なけ

れぱならない．

3珪素ゴム絶縁密線

汽馳室等高温庇の場所に使用するに耐熱電線として，

珪素ゴム絶縁樋線力鑓営で為つ色．NKでも採用さぃん‘

としている．

絶綴には‘第1表に掲げてある珪誰ゴ.ﾑを用いてある．

珪素ゴムは，饗用使用温産の範閥が-50.Cな､､し200°

Cと､､うので，耐熱性絶繰材料とLては，最も適醤せる

ものである．

保謹被彊としてはガラス編組の場合と鉛被鎧装の場合

とある・ガラス編組の場合の使用温庇は180oCj鉛被鎧

装の場合の使用温庇は120oCである．鉛被の場合は錯

被で使用温庇が限定せられるのである．

4そ の 他

以上の如くサーモプラスチックまたは合成ゴムを剛い

た脳雛以外に，最近使用されんとしているものにワニス
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鱗7蕊鋪内通傭ヶ，-．う・ルの寸法おJ:ぴ愈舜比1陵表

鐸
一
“
唾
一

上
／
｜

滝
画
／
／
一

重

煉
迂
”

Ｉ ｊ

ｋｊ鷲

唾
概
重
陛

↓
〈
Ｉ

鉛被錐装線(ICL) ( ’ 唾
蕪
上
／

インノf－

蝿 膿賎

一シ『
〈
線

導
火
作の
きき

鉛披彫｜
(mm) '

大仕
外径
mInl

雌大化 帳 算
上外樫 垂 癒
(mm) (kgﾉkm)

13.46 1 610

21．86 1y530

27.60 2,460

31.77 3,090

36．02 1 今.0，0
38.61 4,469

シーズ厚

(mm)

1．69

2．09

2．43

2.招

2．89

2．89

1.19

1.59

1.98

1.98

2.”

2.39

ｌ
ｆ

Ｊ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

９
３
８
３
２
５

２
７
１
５
９
１

，
９
Ｊ
Ｊ

●

Ｉ

凸

ｅ

Ｉ

Ｌ

●

■

ロ

ム

ｎ

戸

一

弼
鮨
把
知
守
把

ワ
』
０
０
０
０
４

１
２
３
４
４

13.46

21_86

27-60

31.77

36.02

38.61

錨柵
↓

…:， 〈

船内通信川．'ム絶縁鉛被鎧装線(ICL)

》
畢
叱

－－船内通‘院ﾉ11ゴニ､絶維鉛被鎧盤線(ICL)

イソW－ﾋﾟ，スシース
-ス

、

船内通信用ゴム絶繰インパーピ
ァスシース鎧装線(ICI)

策8表耶心ケーブルの寸法および重冠
一一

外被 の 形 式

’｜章
導体の
大 さ

(l0ncm)

鉛被
厚 さ

(mm)

。Pム
ごり

ご

ガラス

糊 紐
厚 さ

rmm)

鉛披外装ガラス網組

海 笄
重 猛
(kg/km)

媛大
f上上外径
(mm)塔癖|;""<¥m)

l

q ０
０
０

２
６
１

６
５
５

10.4

6．53

4bl l

６
二
ｂ
５

●
■
。

５
５
５

２
２
２

ａ
ｑ
ｑ

ワ
】
ワ
】
ワ
《

Ｌ
Ｌ
Ｌ

7．94

7.31

6.83

３
５
０

０
９
６

１ 12．5

11．8

11．3

１
１
Ｉ

｜

錨，表2心ケーブルの寸法および麺歳

外 砿 の 形

’ ’
《

ユ

の
さ

体 珪紫ゴム
厚 さ

披
き

鉛
厚

津
・
べ

勺
争
さ
●
二

ガラス

鯛 組
厚 さ

(mm)

0．25

0．25

0．25

錨被外装

朧上外患｜醤 鴬
(mm) I (kg/km)

細誕

概 妹
承 玩
(kg/km)

ス
ー
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

号
一
大
坐
唖
暉
脚
岨

ヵ
｜
溌
仕
Ｉ’(10$cm)

10．4

6．53

4.1 1

型
β
β
灯

伽
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１
１
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１１

６
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ｎ
Ｌ
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Ｌ

ｍく
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５
５
５

７
９
２

３
ワ
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ワ
』
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AIEEでは栂迭について罐してないがj lECで

は概浩についての標準を掲げている．その一部を摘記す

れば鋪11表の通りである．

カラス絶鴇斜孟線と典曹幾絶諜ケーブルがある．

a) 17=スカラス純綴電線

これは純鑑物としてワニスカラステーフ・を§蝿に纒巻

したものであって，最高温!"123'Cまでに噸いられる．

N.K. で採用せんとしてし､る．秘迭は次の如くごある．
錐11表無機組織ケーブル

經
識
、

外
貯
ｍ

樫

、

外

ｍ

ｌ
さ
雑
’

一
一
》
諦
皿

シ
一
潤
到

維
さ淳
ｍｍ州

繍
認
》

錐10表躯心ワニスガラス絶縁鉛披鎧装遮線

零体のガラス’
六 さ絶縁

厚さ
(103cm) (mm)

鐘大仕．
上ﾀH里概妹威這

(mm).(kg/km)

ガラス

編組
厚さ
(mm)

鉛被
厚さ

(mm)

帳
１

１

５
６
６

Ｌ
Ｌ
Ｌ

眼心ケープル10|.斗

6．53

4_11

５
５
５

２
２
２
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■
申

０
０
０

12．5

11．8

11．3

０
０
０

ワ
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’

一
，
５
５ １２６

０
５
賑
諺
０
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０

Ｌ
上
２
２
１
ａ
金
幾
畳
５
０

1
1．

2．

3．

金9】
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2.57

5.”
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〃

Ｉ 画
β
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃

０
０
０
０

１
１
ヲ
５

３
８
２
８
４
９
４
９
４

具
員
ｑ
ｑ
Ｚ
Ｚ
ａ
ａ
Ｑ

２
５

２
１
３
５
８
０
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１
１
２

･1 .0.3

.1-0

－0

絶諜抵抗は15.5°Cにおいて1”メグオーム/kmで

ある．

b)無機絶織ケーブル

無稜絶織ケーブルは，戦前において己に本邦において

も一部製迭ざれ愛用に供されたものごあるがJAIEE

（1955） ・己も，この電線を使用することにしたし，また

I.E.Cでも船舶溌氣設倫標準の草案中にも本電線を織

り込んである．いずれ近い將來には本邦でも用うること

となると思われる．

無機絶織電線は導遥の周函に竜グネシヤの如き無機絶

総があり，その外側に金風シースがある・普通のものは

導魁もシースも銅または銅合金であり，時津は，導攪も

シースもアルミであることもあり，差た導鐙が銅でシー

スがアルミのこと龍よびその反對のこともあり得る．ま

－0．15

１
１
Ｉ

″
″
〃

2心ケ プノレー
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2.01I 1.6

3.1412.0

08
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-卜0．4
－1．0多心課では導繼は並たいずれの場合にも多心線があり・

行している．

この電線は最初ピロテナ(pyrol

て紫つたが無嬢絶縁iこマグネシ・
グネシヤ電畷，また絶繰が撫幾物・

電線とも呼ばれた.AIEEおよ1

InsulatedMetalSheatheaCabl

(pyrot

絶縁iこマグネシヤて紫ったが無識

グネシヤ電畷，まナ

電線とも呼ばれた．

InSulatedMetal

物で

EEおよび

l

enax) 電線と呼ばれ
4心ケープル

を用いていたので守

insulatedCable

と呼ぶこととした．

この電線は，絶留この電線は，絶織

I

’
あるの。で，無嬢絶識 0．85

0．9

1．0

9．5

10．6

12．1２
暑

１
２
３ 雑’

1.4う

〃

〃

つ
」①

０
０

一
一

＋0．4
.1-0IECではMineral

e またはMiney･21

と呼んでいるので無機絶識ケーブル
5心ケープノレ

物が無機物であり，葦たその無機物

は耐火性のものを耐うることになっているので，高温に

も絶對安全である以前に海鑪では汽瀦室の水面計照明

用燈電線には本電線を用いることになっていた．

1．131 132

2．01 1．6

1.4510.951 -0
〃 1.051-0．2 |M:

1

2

＋0．4
＋0

(以上〕
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電動ウ 前田這生

諄欝蕊曾群欝電
てイ ンチにつ b、

ひ

ている．

時世が良ければこれらの交流ウィンチほどLどL脚光

を浴びて･世に出ている筈であるが，船便低滅の叫ばれる

今日においては蕪氣ウインチあるいは低速直流ウインチ

の蕨に蔽いかくされているのは誠仁止むを得ない時勢で

あぉ．

1．慨 説

茂物譜においてウインチは最も亜要な諭擬.きあって能

率的に郷*なく荷役がliI来るか否かは船の採蝉:上極めて

飛要な問題である,

船雛の袖獅ご電力力撫用される前iこは撚氣ウインチが

服く採用されていたのであるが，船の推謹溌淵としてデ

ィゼルーンヂンが探剛され袖椴が電化きれるiこおよび，

ウインチも次第に舩化され欧米においては大腿1920年

（大正10年）以来、 ガっが國渥おいては大正15年以来祗

動ウィンチが使用さ．れるようになった・

晒勤ウィンチの利鮴とする庭は甲板上の多遼の熟氣祥

の除去.園瀞の少いこ坐,操作の襟易なこと,綱識の
滅少および清潔でサッパリした船で荷役能率の優れてい

ること等である，

しかL乍ら蕪氣ウインチと・しても製迭原佃の喪いこ

と，操縦の漆易なこと，修理の簡単なこと簿の利蛾があ

り．特に製迭暉似の安いこと力鍛近の經濟界において弧
ぃ要講となり郷びかなり多くの葬氣ウインチが使われる

ようになった．

昭和29年までは咽動ウインチは殆んど直流であった．

これはその特性が定出力すなわち竃荷璽の場合には低
速，鯉荷頑の時には商速になるという蒸氣ウインチiこ似
た荷役に適した特性を持っていたからである．

船舶にお汁る晒氣装睡の珊大とあらゆる方面に極めて
多くの電動淡が使川されるようになった結果，直流篭動
機以上に簡蝿で經濟的な交流電動賎の長所が職く考えら
れ船舶の交淑bが長年叫ばれて来たがその大きな障需は
ウィンチであった．ずなわち交流電動麗電は大禮におい

て定速庇特性を有しウインチに適した定出力特性を持た
せようとすることが簡照に行かないためであった．

近年米國に記いて交流レオナード方式あるいは極戦鍵
換方式のウィンチが愛用化されるようになった．わが図
においても数年前よりこれらの獄作が齢うれ昭和29年
3月較工した大同海迩高典丸には交流レオナード方式ウ

ィンチ琵搭戦して木幡的貨物船交流化の第一歩を踏孝出
L就抗笈綴も極めて湖足すべき状態である．

極数鍵換式ウインチも3T4蕊を昭和3)年5月竣工L

た日本郵辮脳岐丸にレオナード式に伍して搭戦し優秀な

賛綾を示Lている．

また交流整流子方式も試作を終り賞用期に入ろうとL

’
2．踵動ウィンチの愛遷

わが國に初めて電動ウィンチカ迦作されたのは極

15年である．

以前は船の主椴がレシブロまたはタービンであったの

が減E14年長埼遼辮所建迭の大阪商譜貨客船さんとす

丸に初めてSulzerDies[1Engineが織成され，主溌

が不用となったのでこれに麺詞のLaurenceScott.

赴製慰動ウインチが搭戦割て,た．その姉妹船らぷらた九
およびもんてぴで詣丸Iご長埼遥譜所瀦よび三菱電擬の

合作でra'1renceScott ウインヂを手本とL亡次の要
目の祗動ウインチを製作して搭載した．

これが1つ力掴にお汁る砥勤ウインチ製作の積矢であ
る．

らぷらた丸用三菱電動ウインチの要同

2T×135ER/分（虹米/分)28HP.DC220V11IA

初めの内は水防ﾌ髭分､，電磁接鯛子の溶着，遜磁ブレ
ーキの作動不良等幾多の困難に遭遇したが，良くこれを
克服して改良に改良を加えて今日ふるような何等不安の
ない＄の力迦作されるようになった．

三菱髄鰻の電動ウインチの年代別製作賀讃を表に示せ
ば第1表の如くである．

三菱電磯の製作蔓数変綴は試作磯を除き戦前1296蕊
戦御沼和30年藍で878蕊合計2174蕊に鐸している．
第1表より電動ウィンチ力握も多く使われたのは昭和

12,年の227蕊，戦後に齢も､ては昭和26年279蕊であっ
て時世を反映してU､て興味深‘､志のがある・

以前ば制御器がﾂｲﾝﾁﾓｰﾀｰの上に戦っていてワ
インチが必ず1選に1人宛付.､ごいる直接操作式であっ
たが，昭和25年第5次船の少し前比島河輪出譜Dona
Alicia錨が初廼でのAB入級諾でAIEEのウインチ
の頚に動力制動待性を持だせるように要求があったため
本船より2蕊のウィンチを1人で操作ずる謹方操作式す
なわちOneMRTlContrOl式とLた． この方式では制

’
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’錐1表三菱逓動ウィンチ･製作寒數表 縮2表嵩士描動ウィンチ製作変識表
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にこの方式力撫川せられて本格的にjif物辮交流化を溌足

させた.三菱近磯においてもこの方式のものを昭和29

年試作し前述の日本亜{辮儲岐丸に搭戦して優秀な性猫を

發揮Lている．

交洗盤沈子方式ウ征ンチは昭和26年東洋泄磯におい

て初めて試作され2蕊宛大阪商船の貨物諾iこ試駿的‘こ緬

赦さ恥4回の蔵作を經て漸く大阪商船第11次船の3T

ウィンチに全面的に採用される諜走であったが諾慨低減

のため瀧氣ウィンチ採剛に愛更きれた由ごある．

第ﾕ0次新より船慨鰯成が強く要請され製迭厘慨の安

い蒸無ウインチが:非徽に多く川いらぃており，また輸鵬

船等.ご低速度の直流ウ‘ンチカ製作され､また歯車をス

パーにして歯車の切換により二段迩庇とし髄勤醗のliuj

を小さくLたものが試作されていた．

3．直流ウィンチ

前述の如く直溌電動淡はその特挫力鑓出力であると1J、

う鮎でウインチに適していたため氣動堂髄動,こ鍵えるの

に便利･であった戦前においてはツインチといえば専ら

直流f式の1人舞蕊であった．能率中および戦後は船側

低減その他の理由で蒸氣ウインチが相岱版く川いられる

ようiこなり，また交流'ﾝインチの出現によって直流蝋捌

のウィンチとLては愈為その範困を狭められて来jg. L

かL欧洲方面.唇は保守的であって依然として直流式が多

くまたデンマークのTHRIGE献の低速迩洗ウインチか

非湘こ安悩に輸入出来る凡溢Lがつき，これiこ對抗する

ためにわが園でも駁近安悩な低速ウインチが製作き“て

いるまた以前はウォームギヤーカ遜雷が少ﾝ便くこれが

大部分.ごあったが前述の如くメパーギヤーを使用Lて擬

械約に2段速度に切換えて小馬力のモ一致～で糠く安く

作る方式も製作されてL､る．

（戦争により

製作さ恥ず〕
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iF1:接操作式遼方操作式渡流式交流式

御器塗ハッチの入口に2蕊据えてハラテの中の荷物の状

況を見乍ら巻揚げ巻卸Lが旧来るのと，喧嘩巻をユ人で

やることが出来るので荷役能率力乳上り，またウインチマ

ンが半數で濟おので經濟的である.從って爾来直流ウイ
ンチ･でも交流ウインチでもすべてこの遠方操作式力輔識

となった．

一方富士電磯:こおいては昭和4年iこ3T2蕊を試作し

て繊演迭船所へ納入してし､る・

第2表は富士甑謹の製作渡談である．

交流ウインチi二ついては昭和11年關蕃迩絲船金剛丸

に極戦鍵換方式のものを三菱竃儀こて製作搭戦L,その

後も謝乍研究を素ね前述の如く昭和30年竣工の日本郵

WM岐丸'ご搭戦してその滋用性を識明Lでいる

また交漉レオナードガ式ウインチは昭和27年富士砺

磯にて識作し昭和29年凌工の大同海運商典丸fこ全面的

116



I此流'ンインチの利鮎および蝿沓を翠げれぱ

利鋤

1. EIH力特性のため椴迭簡単で{!尚撚峨細盤が容易

.Gある.

2． 制御回路痢鋼iのため噛磁接弱器，晒磁ブレーキ

等の作動がIm1洲である．

3檎制器がウインチ本綴と一鰻であるため搬装が梁

である．

伽I鯉i

l・ 整流子およひ刷子を要するた保守手入を要す．

2．低砿のため晒流が大きく接鯛子の獅み方が大き
し、．

葡辻の現在製作中の代表的世流ウインチを比較す恥ぱ

節3表の如L､いずれもDC220Vである

あって寵源蹴雌に輿える衝動ま極めて少なく，通産持性
の熱では繊細な連座調整も出来て極めて優れたものであ
る．

利鮎および峡鮎逹繋げれば次の如し．
利鮎

’ 操作が回淵で迩庇特性は趣めて優秀である.従っ
て荷役能率がよ､､、

2．荷役時逝覗への突入湛流による電睡降下を考慰す
る必要がない．
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代表的特性曲線を第1個～第6間に示す．

4．交流レオナードウインチ

交流ウインチとしては股も安全な方式であって交流遜

動賎により面流發逝磯を廻しこれによって直流ウィンチ

を操作する方法である識こ迂遠で高侭ではある力漣鹿

特性は極めて礎れ操作も側滑でウインチとLては最高級

の方式である．

普通2蕊のウィンチに對Lて1壷の交琉電動淡で願動

渉る2蕊の直流發遡機鈴より瓶ｳ磁穣を有L直流側の溌遜

機および恥動儀の界磁電流を制御することにより"柾意の

速庭が得られる． 吻苛ンチとしての作励泳極めて圃滑､唇

言~壷7弱３
－一

Ｐノ

庭
”

3

港下
御

隼2岡5Tx麺米直流ウインチ
塒性Im線（三蕊冠機製）
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荷壷〈ﾄﾝ）

錐41a3Tx36米直流ウイン･チ特性曲線

（富士睡盤製）

3.荷役中は大遜流を接断しないため接鯛器の蒲み方

が少い,

4．暴露甲板には電氣部分は電動機および制御器のみ

を涯き荷役中には遥風口を開ける手数を省くこと

が出来る．

峡難

1．高偵である．

2．複雑である．整流子および刷子を有す．

3ウインチ休止中にも髄動菱近磯ば廻って無駄な剛

力を必要とする（1壷につき2.5～4kW)

”

”

f"

錐6Im3/1.5Tx3O/60米直流ゥfンチ
時性曲線(I､リケ製） ′

4. 脇励鐘電機および管制器盤を装術する部屋を必要

とするLかLこれらは防滴型とするこどが出来

るため保守黙撤が容易である利鮎もある．

各泣の現在製作中のレオナードウインチを比較すれば

118

咄



蛎牛表 交流レオブー ー ドウ イ ンチー礎表
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る場合には各ウィンチの入力合計の潅を坂私ぱ従来の箕

溌より充分である．

交流レオブ.一Fウインチの場合にも同様に計算するの

である力鐘流泄動淡1選でウィンチ2臺を躍動す．るので

少L計蝉が複雑である．

高典丸の愛例につき計算方法を示せば第5表の如L.

全ハッチで全力荷役中は上記計算の如く298.92KWを

要することとなる．変際漣は3Tウインチを装備Lた

全ハッチの荷物は3Tで, 5Tウインチを装陥した全ハ

ッチの荷物は5Tで荷役を同時:こやるという溺合はま･ず
ないと考えてよいので渡際には發寵機容壁は計蝉腫より
少<決定Lて差支えなし､．

､ずれもAC440Vで

剛に示ず． 癒詣ウィ

鋪4表の如し．滋源唯睡は､

代表的特性曲級を第7～9

ある．

ンドジ

ィンチスおよび』､アリングウインチ用の畦励發魁磯はウインチ

用と鉱月iする，

米國においては職鍵蕊んに交流レオナードウインチが

製作されているようである．W趾においては25坐の

c－4型高迩焚物船に錐10個1の如き特性のレガ･ナードウ

インチを供給L,GE牡に準いてはMaxspeedCargo

Winchの名解で25坐のMariner型高逮貨物船，客船

UnitedState説その他に第11岡の如き特性のし剴.ナー

ドウインチを供給Lている.W献およびGE社のウイ

ンチモーターは50HPを使用している．

5． 交流レオナードウインチを使用する船

の發唖機容量決定法と査統

捗る媛狗苛役をや高典丸のニューヨーク第1次航iこ詣汁る嬢詞苛
ったのは昭和29年5月4日ニューヨークiこおける排貨
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色

隼9iml 3Tx36米交流レオナード

ウィンチ特性曲線（三蕊髄機製）

6． 寺弥顧敷奉猫箙劃侭動ウインチ

交流砥動溌の特長とす.る庭は椛迭力鍛も簡恥ご顔丈ご

儒披性があり， ］反扱並び』こ保守が移錫でLかも安価秘難

であるという職にある． この重撤な特長のために旗く陸

上において使川され涯船においても変硫化Lようとする

間然の要求力迷れて来るのである．

この膿も櫛遥の簡雌な緬型祗動濃とりインチにも利ﾉIJ

Lたいと↓､う慾求が岱然生れて来る． レオブーード､ゥ,fン

チは’菰の直流ウインチであり，交流整流子ウィンチは

直流と交流の中間にあるもので，この流型近動鐡方式が

純梓の交洗ウインチで股も經濟的な電動ウインチである

ので"焼が進んで庇く一般に使用されるようになるもの

と思われた．

茄型服動議そのままでは一定回純であるので固定子i二

2種の巻線を入れその切換により2段なし､L4礎こ極數
を鍵喚Lて回漣殴を愛え低速全通商速を出さぜるように

する．更に定出力特性を持たせるために回轆子に抵抗を

持たせて亜荷遮の時iこは低越輕荷亜の埒には高述にな

るようにL,また同時に起励遜流を抑えるとともに起鋤

回輔力を珊大させる．

わが図における最初の試牟は前述の如く昭和]1年建

迭の關釜迩絲船金剛丸および典安丸に搭赦した三菱電椴

製3T各2蕊および2T各2蕊であるが試作研究不足

のため回純子の甑性モーメン1．が大きくまた起動堪流が

大きくLかも時間が長かったため顔繁な荷役には成功c

はなかった．すなわち巻線が過熱し焼損辨故を起した

へ
喉
緬
進
画
鎖
艮
，
１
口

珂
銅
ｌ
鋼
１
割
判
ｌ
掴
獅
鰯
獅
”

二二 3

一

"10回交誰レォナードゥインチ

緋1生曲線(Wmt)

の荷役で，この時のウインチ使用状況は, 3Tウざンチ

10", 5Tウ,fンチ4蕊．MGは全部蓮鱒していて賞際

のウインチの最大遼力は191.95kWであった． この状

態で計擁す-れぱ〃謹遜力は241.19kWとなり2剣以上

の鯲裕のある計算となる．
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雛5表 尚典丸交沈ウインチ電力制･蝉表

MG I籾の
入力kW

eiil･極力kWウィンチ稼動舩態

全負荷無食荷 魅動愛猫秘

38.2×4=152.8

。、一一 38.2e島 rl
～夕3T1ンインヅ･ 12"
ー

L

12楽×薙=4"12蕊×悪=4*c蕊×労=4X

’
０

6.5×2=I3.26．｡

12燕×灘=4*

全負荷無位利

c蕊×鑑＝2来

6.24 62.4×2=124,8
5Tウィンチ6斑

ー

6Zf×芳=2X6寒×悪=2¥ 3!蕊×諾=2*

◎－－C①二、－

⑥一一J

8_I2xI=8_12al2

6斑×発＝2蕊 3蕊×難=I"

’ ｜ 合計 ’ 2，"2

り，接鯛子の焼損が盤だLかつたりLたため， ラィI･フ

ック0.5T120米は使ﾉﾛ不能とL1.5T6J米3T30米

詣よび15米の3段述凌で使用している．

しかしこの熾誕な經験によって試作研究を稜み漸く前

述の如く昭和30年5月竣工した日本郵鼎縦岐丸にこの

方式のもの3T4豪を搭載し種冬の試験並びに就航笈戦
より充分使用に堪える凡透しが出来た、

この方式で股も注意を要するのはノッチ毎に護生する
突入髄流により發砿機髄離が降下し班燈にチラッキを生

ずる黙である．これにはチラツキがあっては困る場所の
電燈を髄動舞E機から供砥するようにして解決すること

が出来る直流ウインチでもこのタッチ毎の突入砺洗を

抵抗を入恥．ご抑えて‘､るがそれでも透電機避睡の鍵勅ま
かなりある．髄型湛動磯では普通5～6倍の突入電流が

流れる．縦岐丸に搭載した髄型ウインチでは回輔子の導

鵬の先に抵抗を接散して廷動遊洗を約2倍に抑えた

識岐丸に襟戦した3Tx36米/分および月下試作中の

3/1.5Tx30/60米/分の極敷鍵換式ウインチの要目を示

せば第6表の如L ,電雛はAC440Vである．

特性曲線を第12および第13岡に,W社のを第14個に

刀;了､。

極戦鍵煥式ウインチ使用による電睡降下を職岐丸にお
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鋪6表三菱極數錘換式ウインチ要目表

3T×3j*/分 S/1.うTx30/60*/分
、

、'1'ﾂﾁ'2'翼ﾁ'3'ヅチ|'''ﾁ|』'ヅテ'3ﾉｯヱ
’ 8 4
18.61 18．6

ゞ

’

５
５

◆

４
３
１
６
８
ａ
Ｉ

２
５
０
８
６

１

極

出力

負

髄

起動魅

力奉

能率

全童迂

15

10．5
局

。

4ワ
ムー

75

64

51

8

23

3

61

】31

74b5

l 67

3775

1‘

9．3

3/1．5

31．5

74

57

68

ｗ
Ｆ
Ａ
Ａ
％
％
昭

数
Ｋ
荷
沈
流
１

1

1

3260

いて確率計算並びに迩徽6時卸の変際荷役試識を行った

結果は第ﾕ5回の如くであって計塊値より愛測値の方が

除程少く出ている。

識岐丸の就航愛績によっても除程注意.しなけtI'ぱ電燈

のチラツキは分らない位であったそうであるから普通大

きく5～6％の電座降下であったものと思われる念の

ために居住歴電燭目として25kWの電動謹聴機を装附

したがこれは磯想通り不要であった

3T16蕊を全部極數鍵喚式とした場合椎賛際こはｴ0%

前後の砥雛降下が起るものと思3つ恥電燈のチラツキは力．

’
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"12Im 3T36米交沈極数鍵換式ウィンチ

僻性曲線（三菱睡磯製）

恋
“
鐙
“
刃

“
“
“
〃
“

ｆ
四
謹
選
頚
ド
ー
ロ

"14Imi 3T×47米交流極歎誕換式

ウインチ感性曲線(W舩製）

、
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謎
一

、
、
一
一
一

2．荷役中は邊風にIを開け冷j11朋詮風溌(%HP)を

蓮灘する』哩冬がある．””』 '

”〃

〃
7．交流整流子甑動ウインチ）

交流整流子電動溌はその回純子が大濯直流機の回縛子

と同機の構迭をしている交流電源でリァクータを使用し

て直流電動識に似た溌な速鹿制御が出来るものである．

これを利用したツインチは前述の如く東洋脳機におい

て研究試作きれたもので再三試作を經て愈尭世用期に入

らんとする虚である．

その利貼およびf職は次の如くである．

利鮎

・1．掘動陵の力率が良く'90～100%である．従って入

力電流が非艤に少ない．

2．起動電流が少さ・く（1.5倍以下）起動回鱒力が大

きい（1.5倍)．

3． レオナード式より安佃である．

峡職

1整流手およ銅ﾘ子を必要とする．

2．回路が複雑で保守鮎険に手数を要す。

3寵動機に弧制遥風を必要とする･々

諸要目を示せば第7表の如くで特性曲線は第16個の

如くである．甑睡はAC440Vである．
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簾13園3/1.5T×30/LO米交洗極数鍵換式

ウインチ特性曲線（三変掘謹製）

なり目立つものと思われる．この場合には前述の如く滋

燈用電動發電磯を睡けぱなんら不便なく充分使用に堪え

るものと信じている．

利鮎諸よび鋏鰡を述べれば次の如L・ ‐

利難

1．躍動方法殿も簡単壷ある．

2祷遥が樋単頑丈で保守鮎橡が容易である．

3．整流子，刷子，渦動愛,抵抗器等を要Lない．

4．便格が電動ウインチ中最低である．

峡鮎

1． ノッヂ毎の突入髄流による電嘩降下を考慮する必

要がある.

8．結 密

以上で鼠剛ウインチにつきその概要を述べた次第､ごあ
るが,現状は蒸氣ウインチ，低速直流ウインチ，各種交
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巻下

インチ特性曲線交流整流子ウ
(東洋漣機製）

"16mi

多くの船を建遥しようとLて少しでも製遥原慣の安い船
とするため，勢い蒸氣ウインチが多く使用されてし､る
が,氣動では蹴動廷比して燃料費および船員費の増嵩,・
補助雛装備IこよるDWの域少のための運賃激等により經
常蟹は相當多くなり，設備没の差額は約10年ないし13

諾

年間で償却可能といわれている．
その上髄動ウインチは清潔で騒香少く操作容易で荷没

能率の優れている等の利鮎があって必ず電動の時代が来
るのでわれわれ電氣技術者は更に醤起して研究努力を重
ね最も良き電動ウィンチを何時に莚も供給出来る態勢に
持って行くべきであると信ずる．

終りに本穂のために資料を御提供に預つた三菱電棲，

密士躍椴および東洋電機の方奄の御好意に對し深些の謝

意を表するとともに更に一層御研溌を斬る次第である．

鰯

〃

罫 卓 さ 〃一方－秀一素お感
電塵降下％

一
〃

■ ■ヨー

”夛'

鋪15岡極數鍵換式ウインチによる
礎雌降下の確率

流ウ証ンチと戦後の混沌とした世相を反映していずれと
もその歸趨を明かにしていない状況である．

錐7表．交流盤沈子ウインチ喪目表

「船舶」の購讃
r船舶Jは買切制ですから前もって聲店に溌約購

譲を御申込みおき下さい．なお，直接弊而士へ前金
1年 1,5ｺ0回（邊料共）

学年 800回（ 〃 ）

お梯込みによる月極購讃の場合は，増頁その他の
特侭の場合にも差額は頂戴いたしません。

3⑱×3‘米/分l 5rx36米/分
22 37

41 68

700 700

3800|4800

kW

A

r/m

kg

閃力

魅流

回卿數

重冠

’

船舶合本

昭和28年分（12肌う
Igi,800m(E80m)

溌擶瀞t塁蝿）
ク画一ス装上製

昭和30年分(12刑う

騨四蝿(識凰！

Ⅱ

I 巻
巻
巻

６
７
８

２
２
２

第
第
第

Lかるに世の中力轄蒲きを取戻し復興して文化が向上

するに從いウインチも自然と落蒲く魔に向い，過去の歴

史にみる如く再び電動が大勢を支配する時代が必ず来る

ものと思う．

現在では政府の財政融賓の限られた枠の中で1隻でも

１
１

ﾕ23



舶用電動操舵装置 太田勝治郎
涜士睡1噌型犠膝式臼牡

1．緒 言

大型船舶の主磯關涯ディーゼノン溌關がW1iされるよう

になってから操舵装涯の遮化が問題となり，各諏の方式

総迭のものが研究され－時}"I舗な溌逹をすることとな

った．

一般;ご電機操舵装涯というと純砥氣的装遜腫よる操舵
装置と解鶴Lているが，淡い意味においては汕睡装睡を
介して操舵する方式も含まるべきものである．この内純
磁氣酌操舵装睡･色わが函の大形雑に銅I1きれたのは昭和
3年営時の昭和商船K4K.幸和九が般初である．この装
侭は遜氣的追尾装睡が設伽ざれ好成齪で通航ざ証，燃料
消賀辻も億少で斯界の注目をあびたものである．この後
に諸いて､､ろし､ろな砿氣操舵装遜が現ｵっ恥たのである

が，なお永年使い馴れた汕嬢ポンプ･式が主洗を占め純稚

氣的のものが少かつた．こｵLは別#こ峡鮎の有無や濟經的
の事由ではなく俄脅こ韮くもので純地氣操舵装睡は欧米
では盛んiこ利胴きれた．勿論わが國においても中，イ形
船には隣<設備ざ恥30年近くも通航Lて今なお現在使
剛L好成篭のものがある．

純電氣的操舵装遥は豫附操舵裟睡への切換が簡単かつ

瞬時約であり幾多の特長を有するものである、本文にお

いてはこれ等噛動蕊舵装澄の種斌と懲附操舵装遥等iこつ

し､て－腰坂纏め説明す為ものである

2， 舵坂機關の種類

蕊舵装置中舵板を回動世しむる壌職部にも霊ぐあるが

原理的に大別すると次の4種§二礎分される．

2-1．舵柄師式（クオドラン1.式）

舵柄弧式は第2岡および第3価に示すように舵獅こ扇

錐2脇1 "3i"i

錐4間ラフ，ソスライド式操舵蝿1藩

鋪5園､

"11副クガ－ 1ざ､ヅンI･式燥舵機脇 隼⑤i酬
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殆んどこの形が利川されていたとし､うことである．
2-4． ねじ棒式

ねじWWは蹴士砥溺こて新Lく開凌ざれた形でラフ・ソ
ンスラ"fド式の特長とネピヤンスクリュ式の特長を活か
Lた椛迭である．すなわち第ﾕ0剛に示す如くｭじ棒J
を回雛すると朔動子Lが左右に動き舵柄内を前後i二粥
勅する．この摺動子は誘導部Ki二よって，ねじ部i二は

形歯車あるいは扇形両一う・受を有す為形で，盟動紮舵方

式として艇く利刑されるもので，その内第3間は直接手

動梁舵にも川いられぁ形である．この形は一般に機關の

1!浦ナろ面磯が犬で，全燈の軍量も比較的正くなる峡鮎

がある．また小形鋸では扇形ウォーム歯車とL)それに

面接ウャームが戦み合う小形輕量の形があるが据付i二雌

勤を癒す．ろ．

2-2． ラフ､ソスライド式

この方式は不平胸舵および半平衡舵に謝して利ﾉli.する

と隈動力が小となる塒長があり古くから利朋さ恥た形で

ある．乳'雌ポンプ､によりシリン〆に汕砿を邊り操舵する

汕雌式も殆んどこの厘理に雑くもので，（第5岡）また

は第6I鋤こ示すものはⅧ動.農iこより鋼索あるいは銅鎖を

介Lて操舵する形である←この方式の特長は比較的小形

かつ1睡溌であることなのである．

2-3． 木ピヤンスクリュ式

この方式はねじ棒隈跡こよる操舵嬢で髄動のみ駈らず

’
鋪9両紅じ棒式操舵盤捌

屈1I11力がまったく働かずラフ･ソンヱラ‘F原理ミニなあよ
うi墓したもので，小鮨力で良く，占有面俄および重意が
小となって､､る．操雛機とLて苛酷な捕鯨船等iご装附さ
鯉好成綴を納めている.

3． 錠坂電勵繼の制御方式

汕睡ポンプ･を介して操舵する方式では騒動電動磯は轍
に定速度で回鯉するのみであるから起動器を附闘するiこ
過ぎない．操舵の隙は油嘩弁の開閉によるかある､､は腫
馳麓の賦斜によって行うのであるが，電動鱗にて直接舵
塗動J武す方式では，電動蕊の直接制御方式iこよるか’ し
房1.ナード方式準よるかのこつiこ瞳分することが出来jる・
直接制御方式では電動議用肖動可逆起動器(第12岡)を
必要とする，一段に自動起動謡というと故弾が起り易し、
ものとの通念があるが，舵坂用のものは特別の設計製謹
によるもので為jるため經數を有する會斌の製品繧諮いて
は3〕年の永きに亙り蕊故皆無で譜海寵潜水遥胴はす・べ
てこの方式であり，小形力甑Jとして推奨出来る方式であ
る．また近時船舶が交茄化され舵収用電動蕊とLて交瀧
踊励･農を採用の機運が盛り上りつつあるこの場合レオ
ゾ.一F方式を用うると直流砿源の場合より輕童となる．
またifr接制御式では二次経線電動蕊が迩繼である.こ奴
を制閥lする遊磁接鯛器も研究が進み，直流の場合より長
森命のものか出来てし､為から，直流電源の場合一同溌な

'1

錐7回ネピアンスクリユ式操舵盤翻

手動11として数多く使用された形である．第8剛に示す
如く中央のねじ棒iこは中心の前後種左右異なるねじを切
りこれiこブｰﾂ1､が戦み合い突癩こよって舵柄詮回動させ

るものである．この牢擁ゐものである．この突搾

の勅き距離は左右共河一

であるべきもの力迩1諭的

には一致せず従って軸

受部に間隙を必婆とする

の･で舵板からの衝螺iこよ

り，ねじ部が掛罷し易い

倣黙を有するLかしな

がら坂付面俄がZ,でかつ

輕逓であるため特殊な船

例えば溝永幡の主舵には

I考え諸持つことが鯛瑛る.

3-1．操舵開閉器式

第14"iこ示す如く舵輪を有する開閉器をボー!､ある
い{まスタポード側涯廻』'すと開閉器が閉路Lこの間舵取
閑動獲が掴1城し〃耀角Iこ達Lた暗戻す方式で最も簡潔な

一J

隼8卿
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’ 微ご多数使月Jされ30年通航を段

けている船力吟日馳存し厭洲でも

盛んに利用されつつある．

3-2.抑釦式

鋪18岡および錨19岡に示す如

く前項の舵輪を使用する代りに抑

釦原閉器を使町す･るもの‘で昭和の
初期から厭洲，特に擬乙で盛んに

利用され2茂屯以上の船にも使剛

された．第19岡は舵中央戻しの

釦を有する形である．

酎士髄椴におし､ては昭和10年

前から製法L幾多の糾紬こ護附し
た所非僻に扱い良いとの好評を得

た．この式によると操舵鰊こ舵角

指示器をみるを要す.るとの概念が

あるけれど，こｵI』は躯なる想傑で

通輔士は数時間の練習で舵角指示

器をみることなLに釦を押す時間

により迩溌の舵角證坂るこ聖が出

来る，この方式はいうまでもなく

簡取かつ蛎逓ｲ形.Gおるため漣海

軍iこおいては全潜水艦をこの方式

にす､ることに決定された經駿莚有
するものである．また一瞬変異し

て可擬式のﾉI形とすると漁船難の

操舵制御器

侶恐砥源
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舵取歴動機

舵仮

第10岡通じ棒式極動手醐操舵装姪陳珂園

’
1

I

卜･ 早一一画4 国一一 F壷－－

’
己

１
１ "12EI D.C､220V20HPm可逆I訂朔起醐器

場合淵!Iなどをみながら操舵可能となり，非常な特長を

持つこととなる．

3－3自動遁進式

操舵制側l器の舵輪をある角度回軸'すると，舵もその角

庇まで回動して自励杓に停止するいわゆる自動.圏尾方式

は汕睡テレモークー式の観念に一致するもので，大形餅

においてはこの方式を特に要望されたものである．純電

氣式としてこの方式を最初にわ掴iこて探剛さ恥たのは

"11回紅じ棒操舵機

方式である．第15岡は第14画に示す開閉器に舵を自動
的に中央種戻す接駿蓬併設した形で舵輪を中央価遜に過
くと舵中央開閉器EIE2によって自動間に中央に戻る
擁遥である． この形式は中，小形船および淋水播顎こ非
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この方式惟A.E､G禽就の發案になるもので3つが國

でも数社がこの方式を採用L相讃歎使用された遮溌があ
る．その原理は鰯20岡の如く操舵制御器内と舵頭に結

"13回操舵開Iﾘ]器

鰻
"16同押釦式操舵開閉謡

｡

I 憩急‘“
鼎患翻蕊惑＃ 巴

函

､

霧
■

§
ギ
ざ蝿
､db函呑

釧酎．

錐14岡

Er

！ 1

ご■詞44

"I7側抑鈍式操舵開閉器

"15岡

昭和3年で（3-3-2参照）これ以来各種の方式とともに
わが國に盛んに利用された，電氣的追雷:を人別すると
次の租麺となる．

3-3=1． 爾氣ブリッヂ式 錐18回

127
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奉一
十

"21E

宮

錐【，閲

合きれた露個の可鍵抵抗器があり，これが一つの竃氣ブ

リッヂを形成している．舵嚇こより發偏側の鞠充を0角

／､Uﾐ、
尹

誰
・‐ 0

－ P－

'

"20"1

分鍵化さすとし竜.ブ･－ド發逝擬Gが逝灘を蕊にし舵取

電動機が運鯉喜れ，舵を回動些しめ，これがe角動き操

舵制御器の角度と一致した時,發電擬が無勵磁となって

舵が停止する溌迭である．

3-3-2セルシン電動賎式

この方式は溌士電機で開涯され獅ジーメンスもこれを

操剛Lたもので，小は100屯級から大形諾に至るまで魔

範函に使用された愛繊を有する構迭である．その原理は

舵輪をある角慶回動すると接黙が閉じ，渡電權を勵磁し

て縦が回動する，艇の回動ばセルシン發髄橇の回越とな

り，操舵制御通約の七ルシン電動磯がこれと同期的に回

錘して舵力城定位遇に達すると制御器内の開閉器が開蹄

せしめられるようにした孵迭である．

3-3-3.選澤スイッチ式

この方式は爽在濁乙で使用されつつある方式であって

纈士電機‘こ語し､ても『|下製作中である．その構迭は操舵

制御器内i二は鋤えば舵角09)2.5｡,5｡,10o, 15｡,20｡,35'

と､､う程度の接鮎詮有,j･る開閉器の形こし，舵蜘逗はこ

れ‘こ合致，する受ｲi1開閉器を結合Lて遥き，かつ操舵制御

器と受信開閉懇の各對睡'する開閉器を互に電線にて銭鎖

して壁く，鐙〉喋舵制御器を左10°へ廻したとするとこの

接鮎と受信器内の接鮎とを通じし乳･ナード發泄機力鋤滋

され舵坂電動磯力麺越し，受儒器が左10ｺに達ずるとそ

の開閉器の開路渥て舵が10。にて停止･する形で，勿論花

坂電動磯の直接制御にも應用出来あ．かかる方式は操船

上何等不便なく原理簡駆かつ保守iこ便利である．一見多

錐22岡セルンン砥勤挫式操舵制御器

敷の開閉器群があるため船橘と舵暇機謹間の晒線戦が塀

大するようiこ兄倣されるか他の方式と差のない髄線勤こ

する考案が篤され蟻装上の複雑性ぱなし､・

3-3-4擬賊的遡尾方式

この方式は第10mliこ示すように(3-3-2)の-ヒルンン

の代りに例えば舵頭から軸によって操舵制御器に回鍵が
仰わり，操舵制御器内の開閉器を戻す稚篭である，この

場合機賊的遥尾機鰐iこ詑角指示装遥を附加ﾀｰる聖織こ正

十

十

鋪23岡
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確な餅角指示を行うし，この遁尾軸を迩街な魁臆こする

と岡に示す．ように切換装趾を介して同一縦輪iこより直接

手動梁舵を行うことが出来る．すなつち懸念操舵が話橘

にて行うことが出来る．従ってこの蛙遜は特殊な高速度

船，消防艇とかあるいは一段J形離郷に好適な方式であ

る．現在米図並びにわが國におし､て相憎敷使用ざれ好評

である．一般に溌辨19遡尾授轆の撮付汁にて紙装上反對

す為向もあるが, 11200屯以上の船にしかも船橘と舵坂

機室間の軸の長さが50米以上に達するものも淵醗なく

好評の変綴がある．

4．瀕像操舵方式

懸念手動操舵は一般に知られている通り．ご今更述べる

までもないが純晒氣的操舵方式においては諜鮒操舵装涯

と主装歴との切換が非諦こ樋蠣であるので，いろいろの

諜術操舵方式が採用され－例として一締こて6種の操舵

方法を設伽した場合がある．すなわち遡源から舵機室へ

の逝線を2組として切換開閉器によりいずれの組にても

蓮“出来る零が一つの例である．これ等の鍾施例から分

類すると次の通りで為為．なおかか惑澱肺装置は従来の

經験によるとただ安心感のためかあるいは操舵場"rの移

動目的によるもので故障による必要性からではない．

4-1．舵販機關の燕術

第24岡はその一例であって岡ではクォドラン,､ギf，

に羅励装睡が2組設附され1側が常に使用されるその

取外しは顕動装匠啄反付蕊上を移動世しめて行う．油砿
裟睡を介して隈動余る場合は一方の油灘弁を開放して切
り離すものである

42． 電動機の識鮒

第25岡は一例で躯動磯孵香あるウオ一望､軸の両端に
髄動議を据付け，’個の寵動磯の速結を外し，他方の電
動機のみで運鱒する方式である．一般に溌附操舵竃動溌
は別個に保管し故陣時これを持ち出し使用するものでぁ
為が，この場合より一歩進んだ方式といえる．しかしな

がら永いわれわれの使用溌織から霞動溌の故障ば絶無で
あるのでわが図ではこのような懸備方式は未だみない．
4－3． レオブーード方式における燕備電源

レオナード方式に輻ける舵坂電動磯の埖源である直洗

發電援に對してこの豫陥として船内遡源へ即念に切換え
得る切換装澄が使用される．第24個および第25剛は船

内電源力埴茄であぉ場合の例であって"RC''は手動可

逆起動器かあるいは強方操作自動可逆起動瀞で，これを
介して船内電源にて操舵を行うものである．この方式で
は電動發"機装置の手入れ等の齢ども操舵を鎖行するこ
とが出来る．

4-4． テレモーダーの強附

鱗24回

／、

、ノ

I錐25画

テレモーダー装歴は譜橘から舵戚穣室までを油躍管か

あるいは逝雛にて接識するためこれ等述絡途中の難故が
起り得る．この場合これ等を2組設置Lて切換可能とす
ることが多い．この場合甑氣的テレモーターは切換が敏
速でたとえ辨故力起ってもその影審は殆んど受けないが
油睡テレモー.グーの切換えには多少時間を要し，一時鮮
船等の必要力韮じる．また自動追尾装遥關儒二何等か事
故發生の場合，押釦式等の除姉の護方操作装遜(第2鯛i
および第29岡）を設遥し運航の安全性を確保するよう

にLているのが普通である．

5．舵取盟動機の定格

舵取溢動饅の定格出力の決定は舵の捻力率と操舵回数
によって定めるべきであるが，この捻力率わ瞥逓状婚二
おける値については各種文献半があってこれによって決
定することが出来る．しかるに賞際の錯舶においては荒
天あるし､は推進綴の水流形燈によって正確に決定するこ
と困難であるため過去の經鐵こよって多少修正して定め
られているようである．

一段に不平衡舵あるいは半平衡舵のI-ルクは舵角Oを

中心としてV形の形を取っているが，平茄舵において

は第28岡に示す如き蛮測値で特異な形となる．いずれ

にしてもこれ等の舵角と】､ルクとの曲線が基礎となって

甑動鰻のI､ルクカ窪まる．次に操舵回数であ､る漆一磯的

＊部舶Vb1.28,No.1,p.70．昭和30年1月.小野
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"28 igl 舵角と極動拠I,ルクとの鰡雛
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鋪27岡

に､､うと小角度の操舵は割合に頻繁であるが，一杯操議

の回数は少い. Lかし起り得る最大回盤二おいても故障

あるいは焼損が起っては船の生命に關するのでiつれわれ

は軍用艦艇の場合iこおいて空興あるいは魚雷追喋を受散

たような場合捕鯨船の捕鯨畷こもこのような獅似状態

が起り得る）を想定して定めている、 ．i.なおち，約75秒

に1回のHo-Hpの操縦力畷大である･ dすなわち平

衡舵にて縦取電動溌二かかる負荷は第29剛のような負
荷力謎談的にかかるとじている． （これは不平衡,花の場
合と大差がない）この場合舵の最大1､ルクの時に電動賎

にはそめ定烙服ルグの150％に相當するものがかかると

慨ﾂ萱す．る．第29岡の平均約の使用率(ED)は

2LIt,+2Lgtg+EL"+9･．ニュユ=45%ED
必t

となる．一段に舵坂電mh震の時間走絡は一際罰である

が，これを使用率に換算すると，電励蕊の型iこよってい

ろいろであるか45%EDより大なる使用率iご稲えるか

ら上記のように舵の最大1，ルクの場合仁電動機定絡l､ル
クの150%がかかると･ﾀ→ると合理的であるここが到る・

所が潅尺等iこおける瞬間的の舵のI､ルクにつし､での正し
し､數値は不明である．この黙は永年の使用愛読から，祗

動磯過負荷'50％瞬時’00％30秒で良L､という結果が
出ている．この理由から

1）舵坂電動磯の走路I､ルク

舵の最大I､ルクの67～70％1二相営せしめる

2）時間定格1時間，あるし､は使用率45～50%ED

3J 起醐画鱒力走裕1,ルクの200%以上

ガ
ﾛ■ ■■

＃

“

麺ロ
I 一蒔角

ｰ

隼29画舵収地動擬瞳荷～Mfliilllll"

4）過負荷 同上の100%30秒

同上の150％瞬時

となるのごある上記中過負荷は岻動擬設引.上の問題ご

熱容逓的には問題とならない､、このような決め方は迩侮
軍iこおける舵取通勤強として定わられ,数千蕊の使朋結果

Iｷ良好であったことが刈った．
6．緒 言

純電氣的操舵装歴は油雛制御かああいは他の礫舵機こ

比して能率良く簡単かつ取扱上各諏の便益があるにかか、

わらず比較的微をたる普及状態である．その理由の一は

船舶には悩習ということが近要覗きれ古くから使用され

ている英國式削1I灘装澄が依然として強く根莚下している

ためと考えられる，

厭米とも既に港氣操舵が霊んに利荊さ恥つつあること

を思う時'やがてわが跡こも大いIこ普及されるべきと考

えられる｡、特こ現在船舶の地化,否や交流化が盛んi二な

り電化iこ關心の深い折において一厨感ずる次第である．

以上甚だ簡単ながら髄動巣舵装遜について大要を記し

たが,これがこの方面發展の一助i己もならぱ幸進とする

所である． （完）
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:要＝ 辻 罠夫、遮羅衝雛騒踊検丘制哩課 ・ ；唾．ご
･ C

O 勺 一

中8

I.E､C.は陳約､さなし､力．ら迩制力はないかも知れ'な

いがこ私逓受fj入れに場合i二は遁懲的な責任が生鼓る

ことは勿論である． ．

従って3つが函の識郷6氣設術のあり方が今後どのよう

でなければならないかということを兵剥に考えねばなら

ないと思う．

I1.船舶電氣股備の燈系

私は船舶近奴設冊iを"f究ｳｰろiこ密りこれ詮睦上の例i二
ならって鰯系獅こ考え.なけ都ぱならないと思う・今大墜
における髄氣工學の課程詮参照としてみよう．すなわち
逝氣理論を除くと次のように大別できる.

1．渡愛磁所

2．逢配雌

3．通氣椴器

4．氾力應川

これに鋤して舟紬日の芯氣設脳ま規模使朋縢件等i亭大
きな州異があるけれどもﾌﾞｽ鋼においてはあまり異るとこ

ろがないと思う.そこで砥は次のような織系を鍵案する。
1．總論 ・ ‘

2．竃源

3．配電

4噸氣利筋設陥 、

11．1糖 論

わnJ，れは船舶というものをf魑氣岬こみた場合他の部
門iこ較べて多くの特殊性を發励;-る．ごあろう．例をあげ
よう．

わ江われが電氣的事故についてまず連想するのば火災
と感近である．鼎耀が電氣の良壊澄であること，船内は
汕の使用が多く儲に引火の危燐こさらき恥亡いることは
それだけでも-r分3こ特殊性があるのである

ところが譜舶においては更iご重大な事故の形態を老え
なけiLぱたらない今かりi匡發竃椴が止つ元と考えよ
う．すると主汽縦用給水，冷却水ポンプ．，ダーピン脇潤
鋤,,ポンプ｡，操鈍磯等は忽ちその機詣を停止･して譜の運
航は不可能になるであろうあるいはまた航縦錘の砿球
が切れたために緬突沈没のような大事故を生ずることも
あるで為ろう．

さて船は補に潮風iこさらさ恥ている． ローリング，ピ
ッチングがあり溌水のおそれがある．一睡出航したなら
ば相猶期間補給と修理は望むことが遥きない

大船舶電氣!設・･備の

I. (* Lが． き

船舶v二おいて泄無の占める位涯が念遮二珊大しつつあ

ることは鎧7．更多言を剛いる必要もないであろう．禰確や

荷役機械の髄化，照明，迩傭，熊Ⅱにおける珊氣の利ﾉIJ

岻投銃法の發達等を耐氣を除L､て新い､船を語ることは

･憲さ左いとし､っても捌言ではなかろう．

さて， このよう左岻氣の疋要性は一段にかなりよく腿

識されては来たものの，しから(湖僻舶fu氣設伽はどのよ

うな内容と範閣をもち，どのような法的認側の下にお刀、

れてし､る-ごあろうかと､､うi二，遡憾ながら未だはっきり

した鰡系化はなされて､､なL､

これ仁對して.図際泄氣工蕊委員倉.(International
E1ectrotechnicalCcmmi農豊ion)では"船舶における遊

氣設術(ElectricallnstallationsonShips) ''を立案
して各國に配布した．この案は矧一ラン〆が主になって船

舶遮氣設備の標準を定めよ旬とするものであってわが副

iこもこの原案が邊付零れて来た．

一方米図に龍､､てもA.1.E.E. i二おいて鮴舶遜氣設

伽二關う-る標準が洋細に示されておりA.B.も大瞭こ
れi己準擁して諮る･ようである．

2つが函におL､ては戦後い,ち早くNKが座活してAB

と提塊しA. I E.E を華『こし鋼譜規則の中に迩氣装遜
の一編を加え数年を經に今日でば業界もようやくこの方

式iこ似れて来たように思われる．しかしながらNK規
則も未だ傭んとうの意味で譜舶電氣設備を避系化したも
のでな､､のでABこの提擁の切れるの遼機倉iこ全股的

な再橡討を必要とする段職こ達しているようiご魁う．
さて上述の1．E.C.によって提案された鯉案はLR

によってit表されるヨーロゾパ系満二尉する方式であ
る．従ってわが閏に行わ恥ている米図系統の方式とは根

本的iご遮M､をみせている．その最も著しい例が甑線と髄
熱幾器であるすなわちI.EBC.原案では寵線が660*
ルI､ﾉIjとしでの規播であるのiこ對してNKでは603ボ
ルトで勘jる．またその鵺謹方式もポリクロロプレーンシ

ース（合成ゴ冬､）に謝してインパービアスシース（ビニ

ール)．スパイラルがい装に對してあじろがい装些いう

ように大きな趣､をみせている遜氣機器においても

I.E.C.が周園温度を45｡Cと>55｡cとして設計難
準とするのに謝してNK･では40oC) 50｡Cが韮準と
なっている．

’
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このように過尋な條件下iごあってJ1輔に狭く限られた

室間に精確な作動童要求される電堀設陥は．どのような

ものでなければなる左いか．

このような船舶の電氣設備の特列牲と論ずる場合を總

論としよう．

112嘘 源

zつれわれはまず最悪の斗睡にあたっても耕舶の推進安

全に必要な最小限度の港源容量を決進しなければならな
し、．

すなわち全發電機の蕊數と大きさ，使用時逗おけ-るそ

の組合せ，補助發寵磯，更;こ必要とあれI剰輔髄源の容

逓を決めなければなら詮し､．

さてこれらの發逝機としてはどのような特性のものを

選ぶべきか，その電胤鍵動準，逃腱溌鋤霧は何パーセン

1､に牧めるべきであるかそしてそのためにはどのよう

な原亜職を採用Lな沙れぱならないか．

これらのことをこの項ご論ずることとしようなお鍵

睡器蓄電池も電源の一部としてここに龍し､て論ずるのが
便利である．

11．3配 霞

雷画幾關士は固蝿盤を監覗ずぁこと了二よって船内のあ

らゆる睡氣設備を蹄に把掻できなければならない．

すなわち發電綴および負荷を制御し全系統のM蔀ばの

有無を検し，操縦磯の作動状態を知ることができなけれ

ばならない．譜の配電鐙はこのような意味において考え

られなければならない．

酉E線工事は船舶郷間の方法がとられている．陸上にお

ける架線工蕊，屋内工窯あるいは地中工事などと異った

全く特殊のエ事方式が行われるのである．非箭に狭い場

所に數本あるいは徴十本のケーブルを布設するにはどう

したらよいか．絶えざる船の振動に鋤してはどのように

固定したならばよいか．そうしてそのような目的のため

にはいかなる溜談薊のケーブルを使ノガしたらよいか．水密

隔壁を擬漣する部分りこはどんな器具を使用したらよい
力込．

配醗こおいてほこ恥らのことを械討しよう．

11･4髄氣利用設備

船舶の電氣利用設伽は次の6麺に大別しよう．

エ動力設儲

2電熱設陥等

3照明設備

4船内通信および信競設附

5航海計器

6無線電信

これらはその一つ一つが特闘牲を持った重要な問題塗

含んでいる．例だぱ動力iこしでも，諾舶僅寄諏の速鯉塗

化とI､ルクの鍵励蚤要求するものは他に領をみないで苫〉
ろう．

通信設附や航海計謡二あっては鋸舶以外.二は蒲んど利

用されないものが普通ごある。

従ってわれわれはこの分野においては全く郷自の立場

から開拓して行かなければならない．勿論現在i二おいて

既涯各種の樋器の形態や概念は打立てられてはいる. L

かしながらこれらは葡時代の所産と考えられるものが多

く新しい技術的發展の前淀両目を一新すべきものも少く

ないと考えられる．

111.關係法規および規則

111．1陸上における湾氣法規との關係

髄氣は危瞼をともなうものであ為ため法蝿二よって規

定されねばならない．陸上においてはr遜氣に關する臨

時描歴iご開する法律の規定」に蝿､て各種の認置力淀め

られている．－ざ方海上i二おいては謝舶安全法があってこ

れに基く各種の溌道力淀められている. Lからぱこの雨

者iこはどのような關係があぉか，あるいはまたいかなお，

類似性があるかにつし､て検討Lてみよう．

陸上の鍵遣の中砥力馴喋に開するもの以外につし､ては

r自家剛電氣工作物施設規則（以下「自施規則」と群

す) 1こよることになっている．しかしてこの第1朧に詣，

いては船舶には適用し左いことが規定されている．従っ

て船舶の遜氣設術には陸上法規のことを老職する必要は

ない．ただし郭線あるいは水中ケーブル等で陸上より給

髄されるもの（例えば淡喋譜セメ･ンI､タンカー)，あ

るし､は逆に邊遮ずるもの（例えば外國の電氣推進）には

雨方の對淀を適用されるわけである．

さて渡施規則は次の二つの亜要な要素をもっている．

一つは技術基準であり，他の一つは取扱者に閲するも.の

である．すなわち技術蕊準iこ･つ､､ては磁氣工作物規程に

よることどし，涙扱者は主任技術者または相當の經験者

を施設の規模iこ態じてそれぞれ定めている．

船舶の場合をこれに比較してみると技術幽嘩について

は船舶設備規程（鋼船熊迭規礎にも群'二含まれてL,る.）

がある力娠扱考については特に定められていない．これ．

を睡いてあげれば船舶職員法であろう．しかしながらこ

れは諾舶機關士の試験課目（告示で定められる）に髄氣

が入っているというだけであって前述の疫施規則に較べ

れば問題淀ならない程低いものぎある．側えば500トン

未浦の鋼製漁船が100kWの發電設附をもって､､るとず

ると乙溌一等棲關士が乘船しなければならないが，この・

試験課目は直流についてのみ行われる， （諾舶職員法率
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務坂扱規髭》

これi二封して100ItW以上の癖lt設術をもつ自家用畑

斌施設では鮪3稲主柾按術考が蛍任琵持たなければなら

ないことになっている．

I1【･2有線晦氣迩鱈法との膿係

一昨巻年有耕蝿氣迦信法が制定されて陸上の有線迩傭

に鋤う､る規制がなきれることになった．これ匡對して船

舶は髄氣的;こ燭立したものであるから，信法施行令（政

令）により除外して船舶設嫌規程第4蹟第4章船内信號

および通信投踊遼鋸蓮されることとなった．

111･3廼波法との綱係

船紬交全法第4僻己おいて脇白;ま無線晒信をもつこと．

を要求されている。そしてこの#1熱珊儒は髄漉淡によ’る
ものでなければならなし､ことになっている．これを受げ

て趣波法第13嫌2項iま義務諾舶局を道義Lている.ずぶ

＋>ち安全法第4條iご該譜する船舶の無級局が蕊務船舶局

ごおって，任溌こ無謀髄侭産もっている船,紬の無謀局蔵

船舶局である．

さて安全法第4條におﾚ､てr遜波法による無線魅備と

あるのは技確上運用上の規定iこついてのみをいうので

あるか，それとも更i巳免許についてまで考えているので

あるかについては疑問があるけれども，もL免許までも
含めていると考えるならば雌諾した外國譜の無課局を日
本の免許i己切り換えることを迩要され葛こととなり不合
理を生ずる‘従ってここ香は技砿上，運用上の鮎につし、
てのみをいっておるのであって免許のことまでも含まな

いと考えるのが妥階であろう．
船舶設附規塁においては更に次の各種の無棋装睡を持

つことを規壁している．
i)第1級發動鱒付救命鋤]鱸綱i傭（第36if)
ii)救命艇用持ち通び式#馴堀信（第35朧の2'
iii)無線方位測定稜（第146條，
ところがこれらの無線装涯は救命設附あるいは航海用

具と考えられているのであって本船の無線髄信とは別個
i二とり扱われている・
一方職皮法上は船舶局}ボー船i逗對して一局しかないと
の建前j､ら(i)-(iii)の裟置は船舶局の一部であるとし
て取扱っている．この酷迄ついては疑問もあること看あ
るが現在では一懸噸慥法の技術基準こ合絡したものをも
由っことになっている．

III･4船舶安全法と樋気設擶

船舶安全法'こは各諏の省令があって遜氣に開する規造
は各脈二分散されてL､る．その中一職轆件1こつ‘､ては
船舶設肺規毘第6細祗氣設術i己規定きれている堵の他
圭なものを梁げ恥13鋼緋職遥規薩第26*I1I撫織19"

砥筑装遥，設陥規陛第4編漿舵設揃挙詩んどずべての規

定に関聯堺項が含まれている．

111･5船級と髄氣設備・

日本海馴峨倉(N.K.)は船舶安全法第8條涯より設

立されているが’その撤査項則は宏全法第2蝶に掲げら

れている項F1の中，船懇，機關尅氣設術‘荷役設備等
である．従って髄氣護"一般と荷役剛醗氣設嚇こついて

はNK耕破の諾舶（雄客譜を除く）に封して管海官嬉
の椴益は行われない力敬命設嚇こ關添のある設附，船内
僧銑および通侭設肺瀬こ謝しては誉海官醗の繊査が行わ
れる．

LR,AB等の外國船級;こ封しては上記のような特鋤
のないことは勿諭でおる．

IV.船舶電氣没茄の問題黙

1V技術上の問題黙

エ）砥 鯉

一瞬こ譜繍二使用きれる暖高圃i鯉は直流250ポルI-交
流450ポノンi･でああ． しかしなヵ”譜舶設備鐇塁でば直
琉は5”ボル1､謨・で認めらnており，交琉レオナードウ

インチの直流回路では既に直流450ボル1､が使用されて
､､る．また米國におし､ては交流550ボルトの使用i二､つl‘や
て研究されているといわれる．オつれわれの像用する舶用
誼繰が6jOポル1､規浩であり600ポル1､までは使用可龍
であるから，この範函でできるだず高塗琶使用するのが
得策であるのiまいうまでもない．陸上でiま直流603ボル
I､.または1,500軍ル,卜が銃に使用さrI,ていあのであるか
ら海上においてもこの方向に向って更に研究する必要が
ぬる．

2）髄氣方式

船舶の電氣方式:は船舶投附規這‘こより次の6通りの方
式が認められてぃ藷．

i)直流二級式

ii)直流三線式

iii)交流単相二線式

ivj交諭単相三線式

v)交號三相三線式

vi)交雑三無i四級式

この中.i) ii)iii)およびv)がN.K.の標準方式と
して一般iこ採附されてい,る陰_ところでiv)はAB.で
認められvi)はL.R. ､で認められているがﾖつが函では
未だこのような方式力撫用された例がないと思う. iv)
の方式はさて35きvi)の三相四線式症英國のLE.E..
ShmsR2gulationにおいてもユ9野隼11月の改正の際
多癒電雛"として蝋棚哩VO1t-240Volt,三相415Volt

’
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そ蛍つなものであるたみ平均して1年で全配線を交換し

てし､る認炭である.4型譜，特に木浩辮士振肋が烈しい

ため鈴被i己は蝿裂が生じやすくかつ漁船などきば海水を．

かぶるため鎧裟(N､K.規絡のもの）はずく・験化してぽ

ろぽろになるといわれる，そのため最近では630ポルI、

ビニール遡線をそのまま配線している粥が珊加してう

る．これは正大な問題であるため一刻も早くゴ坐､シーメ

ケープルまたはビニールシースケーフ･ルを規倍化すあ必

要がある．

6） 鼎鶴の胸蝕

船舶で使川ずる魅力が墹加するにつれて大きく浮び上

って来た間迦に船脇あるいは推趣M1等の胸ﾖ.がある．す

なわち使ﾉ11碓力が珊加する程船内の迷走地流も増加す

ると．考えられる．この迷走遮洗は船形によって災り，非

総腫複雑なものであるため解析することは困難であるか

次の例に示すように相雷大きな被害をもたらすものであ

る. 3001､ン位の漁船が新造後間もなく急激な臓蝕を生

じ牛年後には部分的に70％位の板厚となってしまった．

このため各菰の専門家が集って括れぞれの立場から諦査

研究したが決定的な解襟ま趣に得られなかった．

韮考もこの闘査に参加する機愈を得たが私見によれば

いわゆる泄蝕であろうど思われる．その理由を列祭する

と．

i)腐蝕場"『が吃水郷付近において最も多く深くなる

に従って少くなりごルヂキールの下側あるいは船底に

おいては全くみられない．このことは迩蝕による發生

ガスの逃げ場がない部分では平緬状態となってある程

鹿以上髄蝕力弛童ないこどを窓味する．

ii)突起部分程腐蝕が多い． このことはIMI率41≧礎の小

さい部分に電荷密庇が高くなるという遜蝕状態を示
す．

iii)"fE機の絶綴が著しく低下して遂には火花を出

して絶縁が破壊していた．また前部にあるラインホー

ラ，およびその髄線の絶綴が非轍に少くなって（殆ん

ど零に近かしったように記臆す為）いた．しかしてライ

ンホーラ附近より前部，發髄磯より後部の外板は殆ん

ど腐蝕がない．

iv)同穰の條件，同種の材料，同一ペインI･の他の

船がこのような腐蝕を生じていない．従って竃蝕以外
に決め手が考えられない．

以上は筆者の經駿した一例に過ぎないがその他逝機推

進の船ではボイラーが腐り易いとか木迭紺で空中線のア

ースを磯關にとったらボルトが水品のようにざくざくに

なったということはよく呼にすることごある．

黒し購って運輸省では醗腺接地式および餓三応発の

が漂準とき恥ること漣なった．

このことほ歎洲;二おいてこの方式が卿11さXT,っっある

ことを示す.ものであるからわが蹴二おいてもこの黙こつ

し､て研究ずる必要があるようiこ恩わぃる．

3）交流か直流か

この問題については内外iこおいて多くの諭凝がかわさ

べT,てし､る．しかし最も一段的な結論は未だでてし､ないよ

う縄思う．一方鐵迩二拳いても交流化の研究力霊'こ行ｵつ

れていあのであるから，この方河の研究総果も船舳こ雁

町できるのではない力･と老えち堀る．

4）竃源涛露

最近譜侭蛎鍼の立場から遜源の大きさiこつし､て秤橡封

すべきであると考えられてし､る．すなわち必要以上に大

きな謹電磯を設肺し航海中は効率の低い低負荷.で逆鱒し

ている場合力窪し､というのである原因ぱ負荷の解析iこ

疑問があると思う．現在一段i二行』)恥てし､るのはN･K

規則にあるい』つゆるWj力謝査秦二よっているようであ

る．多くの例iこついてこの表をみると各電動蕊は走硲の

80%位で使用するようになっている．この電動:麹独裁

進格の場合には過負荷が25％まで可鱈ごあ為．従って

電動磯は更に定格に近い黙（例えば9J%以上）で使ﾉ11･

すれば効率が向上して各負荷の"罐電力を数パーセン'、

下げることが可能となろう．

また断捜負荷に對してはピルジ鱸ンﾌ｡，甲板磯城等を

総合して不等率を定めているが， こ恥は朧りにも大ざっ
ぱすぎるの竃はなかろうか．瞳縦負荷渥ついても性幡の

棚似した數種麺に分類してそれぞれの不等率を研究了~べ

きであると思う．

さてこのようiこして航海，碇泊，出入港,荷役の各時

期において"露f瞳力が決定された場合發fぜ磯をどのよう

な組合せにして(2蕊にするかお為いは補賎の小さいもの

をもつ力等）稀にこの"力を供紛できるようにするか橡
討するのであるか，この鮎についても従来は樋単に割切
って考え過ぎたように思卦，恥るので再考の除地がある．
5）溌 線

船舶用の電線が特殊なものでなければならないことは
雷然である．しかしながら現在の配線工曾'『は必要以上に
高識なものを使剛しているように思う．例えば居住唾等
には鉛被線または鯖被鎧装線を使、しているが，これIこ
代るものとしてピニールシーエケーブル，あるいはゴム
（ネ乱.ﾌ.レーン）シースケープル等でもって代用できる
の管はないかと老えら郡る漁船ﾉ1iとしてこの種の堀線
を使用することは特に意義があると思う．現在漁船に使
ハ,されている迩線は鐇被線が大部分であるが’錆被線と
いってもNK.の規格に比してとてもおよびもせぬお

134



日本め紺舶用烈秘砥信は非瀞iご高侭定おってその原因

は遜波法の技術基準が條約より相倦径庭が高いたあゼと

いわれている．今その著しい例を次の3鰭i己ついて鐙明
してみよう．

i)條約暦は現存貨物譜および160)GT未滿の新

迭貨物諾の袖助設附は非附受信藤のみを持てばよし､こ

とになっているが遮波法では非儲受信隙，非常邊信嬢
およひﾘ1輪砥源をともに設附しなければならない．

ii)周波数の切換えがごきるだけ速かに行わぃな7ﾅｵじ
ぱならないことになっているのは條約も電波法も同様

であるが條約では必ずしも遠隔操溌までも考怠してし、
ない．これに對して遜波法では謹隔操溌とすべきであ

ると解認されている．これ』主日本の謎易上のハンデイ

キ､.ヅプ鈴よび海岸局國丙通信網の:潅力等も考え合せ
て決走しなければならないがこの謹滿蕊縦のための愛
用が全装登の20～30%に達することを思えば諾値軽
減のためにもなんらかの對棄壁考えねばならない．

iii) 自動馨急受信磯

1947年の人命安全條約Iこおいて自動騒急受信儀證袋
附した船舶jま530Kc/sによる總衷のにめの通信士を
第2菰局甲では2人，第2種局乙では1入まき滅ずろ
ことができること§こなってし､る．

ところでこの譜舶局の種別の立て方が外或で;ま第’
種および第2種局調は大腿において旋客諾とし，貨物
船は全部第2菰局乙以下としている．こ恥1二對して電
波法では3000G.T.以上の旋客譜および5500G.T.
以上の貨物船を第1種局としている．従つくわが函で
は外航船は殆んど全部謹急自動尭信磯の恩認こ浴ざな
いわけである．倣かに近海厘域の第2種局甲，第2種
局乙に相歯する小型諾のみがこれ･と利用できるに過ぎ
ない．耐波監理局においては昨年3回にわたり賓諾に
よる湖査詮してその結果も誤動作および不動作が
1L0%なし､とはいえないまでも拐錘目できる段描で
あると思われるので外國船舶と同じように警毒自動芝
信機の利用iこついて考瞳す-べきである．

IV･2法規上の問題黙

’）船舶安全法の近代化

I11.4に述べたように船舶安全法にお汁る溌氣の規定
は各"『に散在している．またこれらの法規は20数年も
前に制定されたもので.雷時准まだ船舶の遜氣設脆が極
めて低い時代であったので内容湖こも現状iこ卸さなし､も
のとなつている．従って船舶安全法のFFに電氣閲.系を1
本にした新しい規這琶設げる必要が生じて来ている．し
かしてこの新しい規定が國内におする基本として利別ぎ
れるようjこもって行かなければな.うないと思う≦

（141頁へつづく，

中性雛に餅繼を使用する配fIE方式を許可しない方針がと

ら恥ることとなった．

し力・しながら地蝕を防ぐ鐙も大切なことは絶識を常時

測定しておくことであると思われる．ともあれ逝蝕の問

題は船魁部門とも協力して充分に繊討しなければならな

L佃勉である

7）笠全設伽關係

暇近放客船の海捌創F故が棚つし､ご罐生しているのごそ

く3に對j-る對策が望まれる女雛である．これに鋤して迩

雛省を中心にして各部門についての研究がなされている

がゎ恥われも地無難製の立場から研究して駐る必要があ

る・すなつち國際航海に從瑚時る旅客船に封す-る安全に

脇すぉ設伽を再椴討するとともに内海族客船お･よび貨物

船にもある程庇搬張迩ﾉIIする必要があると思う．
~『

i)非術鞭源

J1雑遮源は辮腿池のみの場合と鐙世機および30分の容

逓をもつ蓄泄池（臨時の非難逝源という）より成り立つ

場合がある・後者の甥合發髄機の起動は画際條約によれ
ば自動の必要はないが，米國コース1．ガードでは自動ご

あることを要求して､､る．溌近の邸故に徹して自動とす

る必要があるという意jil,$出てL､る．

またコース'､ガードでは國際航海以外の獅日にもそれ

ぞれの航行鹿域,鋸菰に態じた非術髄源をもつよう規定
してし､る・ オつが園においてもこの鮎iこつき藤餓討寸-る必

要がある．
･ ii)水密戸開閉装睡

最迩は交流船がﾖI輔に多くならたがとめような場合水
蒋戸開閉蝿遥のfK源はどのようにあるべきであろうか．
今膿りに主髄源の交流よりとるとすれI鰯,報遡源（ある
いは臨時の非儲砥源）より直接とることはできぬ: ｡従っ

てMGを介してとるより方法がないか,MGは起動ま
でiこ蒜二iﾕの遅れがある．この遅れ,の時間は緬突後沈没ま
での時跡こ比較して無魂することはできない．このこと

は水密戸開閉装澄には蓄電池より直接給遜しなければな
らなし､ことを意味しないだろうか。換言すれば諦用職臘
より総池する必要がないのではなかろうか．
iii)溌水型ビルジポンブ

1948年國際條約では非儲迩源より緒剛され相歯程庇の

水睡下にあっても十分に磯能を發揮するビルジポンフ.を
要求しているところでこの相営程睡の水難とはどの位
とすればよいか，また占との水堕下で燈際浸水なしに36時

間蓮鱒乙・きるだろうか． =一夫I､カード規則ではこの鮎
について明瞭ではない，特に慰氣工乗會において材料，

栂迭等について研究されることが期待される．
8）無線髄信

’
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三枝守英
石川乃諏工乗除允農靴

遜筑笠計浬長

唐澤康人
石川塒虹工熱線式日吐
冠弧溌叶裡

グラブ渡喋船の電氣的制御につ

いて

巻上迩鹿 70m/min.

巻下速魔 103m/min.

旋回速度 265R・P.M

開閉通勤愛 D.C440V125kW

巻上fli励罷 D.m40V125kW

旋回電動湧 D.C220V40kW

制御法 ワード･レオナード方式

城動溌部

主匝励溌 ヂイー.ピル機閲320BHP2g

巻上發髄溌 D.C41CV150kW 1g

開閉鐵K" D.Cl40V150kW 1g

旋回發fE機 D.C220VEOkW 1x

勵磁兼帥助發『ii" D.C220V50kW 1¥

・ 踊睡鯏整用アンブリ〆イン 3kW 2g

負荷平禰用アンブリ〆イン 0.5kW 1"

スラス荻一通源用堀動交流發""3kVAﾕ蕊

船禮部主要寸法およ〔噸動溌擬調室用,甲板關係術後’
一段f顕については省略する

溌漉室およひ錘鈍室の配砥は第1岡に示､ずこれ力軸

後各4組のローラを持ち､ローラパスの上悲内滑に旋回す

る．船澄部原動溌室と椴擁童の間の鰯氣尚罐繊は特殊の
ベリッフ・リングiこより接識され俊喋綴の激鶏動描に封
してもその接鯛状態は完全に保たれる孵迭ごある.なお
第1掴において①～⑧はｽ.ラス薮一を示し‘のスラスダ

ーは1個でクラッチ⑧,｡を機賊.揃こ通勤している．

蓋た差勤淵閉器とあ.るのは以下述ぺる制卸溌孵の重要な
要驚である制限開閉器力癒ぞ組合されて装肘してありB瀞

1，緒 言

諾舶の電化力錘盈として進まない原因として泄氣品

に封ずる信弧墜操作者の訓練，海舘こあっての修理の

悶雛および憤格の問題等を翠げることが出来るが凌錐諾

は辮舶とは非幣に異なっているので船の脆噸こ入れるこ

とは疑問であるが，その作業目的等を考え合せれぼ思い

切った電化が可能である．以下;こ溌明しているよう;二砥

氣的には複雑ではあるが，操作者泳電氣的の問題を考迩

に入れず樋鱈こ思ったように淡灘作業力拙来るよう計

霊きれている．

今後のこの種淡喋諾に對して、側絡の難を如何に考え

るか.例えば操作員の問題,修理の問題話よび償却等の鮎

より充分嬢討を行い，思い切った電化をして行くべき一

つの漏針と考える．電氣ウインチiこ例をとっても，技砺

的には一臆の解決をみたとはいえ侭格の問題等より未だ

全殴齢の変施をみてし､ない現状であるが，淡潔船の現在

まさの変績より識者の御批判を賜りたい．

2．本船の概要

本船は推進器を持たない，銅製爾譜の上i二波喋磯を術

えこもので360庭旋回型凌繋譜さグラブiごよる波雌は

勿論坑打錘あるいは陣岩雄をグラブの代りにかえれば杭

打船．あるいは阿岩譜としても使用出来るのである．

本法陳船の特徴ほ程上開閉壁從來の1個ドラムにし

て巻上開閉画一ﾌﾟの操作を鰻械狗クラッチiこよらず,絵

上．開閉ドラざ､を別々に設けそれ･詮躍動ずる髄動凝も別

冬の魚のとし，雨者の操作をワードレ矛ナードアンブリ冬のものとし，雨者の傑作をワードレオナー

ダfン方式ご電氣的iこ平循させている．従っ

て純電氣的制御としてそのグラブの揚降，開

閉は自動約に更に旋回の操作も蓮鍵室で主幹

制御器で自由にし力.も能率的に操縦出来為も
のである．

概略の要目

淡淡稜部

グラブ容適ハー･ブ鋲インダイフ、
120mg//Hr自重6.5t

ジブ旋回半經最大エ0m.

波澱深度 水面下ユ6m.

籍上荷重 16t.

施回用制御盤

鐺I園波喋機械室配慨
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ラムの同郷iこ辿動されている．

3． 制御装置

巻上および開閉操作の制御

雀上および開閉操作は第2岡の系纐＃跡こ示す通りワ

ードレ乱・ツーード制卸を行っている．溌賊的關鵠*第3間

の略測のようi二噸ドラ望､ば別鯛の髄動機により躯動さ
れ， ドラ坐.I耐の績合:こはスラ異荻一クラッチがあるがこ

れは自由落下遮轆の場合i二利胴さ恥るのみで迩術の雀
上，巻下操作は識切れの状態となっている・操作ハンド

ルは主神制間l器の’肌のハンドル．ご開閉および巻上雨噛

励蕊撰遥の泌庇制関lを行っている．この制御主充分に行

わさせるたみ1二發泄機勵蛍用として第2側に示すGRE-

A,GRE-Bの3kWのアンブリ〆インおよび耐ドラム

,の迩睦平価（負荷平鰄川としてLBEの0.5kWアン

鱗3岡ク・ラブ辿戯略画

MGA,MC-B力麺に進むと閉方向は逵庇を堀加するが
この場合MC-Bのノッチ運動:こかかわらずMBの支持
電動鰻の迩純は開飴ざれない次にｸ･ラプカ窪速吏で閉
方向に通軸して完全;己閉じる寸前こ制限開閉器が鋤き
Fｴ巻級の加速艇電器は自動杓にノッチバックして閉方向
運動う狼低避こなり， ク･ラブの急激な閉運轌二よる匁先
の損傷を防止して鄭､る．このようにしてグラブが完全に
閉じ経毒と次の制限開閉器が助きMBの支持窓動溌
の系統のGREBアンプ･リ鐸インのF1巻線の勵謹が行
！つれGBの支持罐甑穣が電離を透生し・支持電動震が
起動し，ここで始めて耐蹴動饗ば主幹制御誇二示さぇT'た
ノツチの逵産堂で加速し；

安定な運純を縦けることに
なるこの場合アンプ･リ兵

イン莚使用することにより

その加速i､ルクは常に設定

した全I､ルクで加速され－

段の時浪加速器，あるいは

迩琉制限加速器等の他の型

式のもの筵比べその加速状

態は何等の凸凹を生ずるこ

手
斗
争
ナ
チ

漕
手
娯
宮
上

１

１
争
う
今
チ

鐺2闘椎上, 1咽間制御回路略飼

ﾌ･リダインな使用している．主幹制御器ばH型を用い
その制御ノツチの方向は第4湖に示.す象眼をもって，自
動猫よび手動かどちらの操作iこも簡剛に切替えられる柵
遥のもの･である．
自動軍漣の場合iこつ､､てグラブ全開の状態より雀上迩

鱈こ入る場合を第2剛こつい述べるとまずMC-A,MC-
Bで示される主幹制御器澄雀上ﾉﾂﾁに取ると,開閉電

動磯系統のアンブリダ証ンGRE-AのF』巻磯が勵磁
されGAの開閉鐵圃機力篭難を發生L・輩たMAの
開閉電動渡およびMBの支持電動麓の界磁は強めちれ
て，震ずMAが低速爵I､ルクで起動譜始める．すなわ
･おグラブが閉の方iilに起動する． （第3間)含i燕制間1器の

となく,圓瀞こしかも最短 矢印の方向に
標1せる。

時淵で規燈速庇までもって隼今回主幹伽御羅ノツチ
行かれるのである．巻上

行程中に主幹制御器を零ノシチに戻すと,Fl巻線への勵
磁は先と逆の順序を經て擦止する．この場合主幹制御器
詮如何に念麟こもどしても後述する負荷平徳装置iこより
耐躍動濃系統の時造敷および回鱒彊のGD2の影響己よ
る速庭の震異は生じないよう考えられている．
次iこ主幹制剣器を巻下方向iご入敢,ろと，巻上の場合と
類似の作動を經七MA髄動霞が開方向韓起動'する．グ
ラブが歪開の状態になれば制限開閉器の接鱗動作:こより
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MBの支持電動磯が巻下方向に起動し,MC-A,MC-B

のノソチの位澄1こ雁じた迩轄を行う．この場合巻下げの

4ノッチは雨電動懐の界磁は弱められ加速を行い蒲床時

のクーラプの琴先の喰込み力を新大するよう考恵さ恥てい

る．巻下行程中iこ主幹制却器蜜零ノツチ;こもどした場合

も先と同穰に間滑:二停止する．

手動の位遥に室弾卜制御器を倒すと， この場合は各ノツ

チi二對してMAおよびMBの禰髄動議はその開閉およ

び巻上,下の間の相對的な關速はなくなり,I司時に起動と

行いそのノッチに鯉じた迩域iこ入るのである．すなわち

グラブ開ならば開のまま，閉ならば閑の蓑ま巻下したり

または巻上げたりする必要がある場合のためである．

今かりi二自動運越で巻上げている時:こ高く巻上げ･ずぎ

たら巻下は自動蓮鍵渥そのノッチを入れず，手動遮純廷

主輔制御器のハン1鯵ルを倒すと，閉のまま，巻下げが行

われ必要な高さになってハンドルを自動迩鍾廷もどせば

グラブは開きその後渥巻下迩鱒二入ることか脳来る．ど

の他庭グラブが把掴時に諾床等を掴んだ場合にもこの操

作が必要であろう．

淡喋作業中にグラブの着床力を更に強くするため3こ逝

動巻下をせずに自由落下を必要とするときは，主幹制御

器のハンド.ルを巻下5ノプチを取れば開閉lやラムと騒動

電動霞および謹上ドラ坐､と驍動電動綴はそれぞ恥繰切れ

前述の通り開閉章よび支持ドラムは述結されて一艦とた

って回鱒するこのことは第3岡渥示ずようグラプカ逢

開のまま保持して巻下がきき電氣的な雨ドラムの回鈍平

極は勿論必要としなし､わけである．この蓮轆は自励およ

び手動のどちらでも出来るがその場合の縢件はグラブが

全開のときにのみ毛き中開き等の場合は念停止してｸ．ラ

ブの着床の時の面躍による破損を防止ずるよう制御開閉

器;こより保護されている．

GBの遮畷を上外さ世馬方i恥こもって行く． この作ﾉlilt

一種のI;I動砿蛎調整器と考えら恥． i砿鋤･識の謹産およ

び装遊磯の外部時性の埜異による蝿哩鍔I具唾の概遮をな
くし同時:こ一定の瑚離を維持する役F1をする

過fif流緬整･…･…この鰄魯:ま館2岡iこ示すようiニブン

フ・リ〆インのF::巻藻と回路の‘”I抵抗SRおよびj,喋準

泄雌（定趣哩回路のRHの髄蕊降下）の三行‘こよ’〕 1.1動

的に調整されている．第5間1こつ､､て砿〃jするとMA"

よびMBの回路の直列抵抗A1-A型の泄轆峠下はその

龍流値に比例･する．このA1A雪間の迩轆二比校抵抗

(RH)であるX-Y,Y-2間の泄礎とを乾式M鋤i器RCT

を介して比較し，その笠の魎流をもってF;8を勵逃す
る.このRCT(f

X-Y"またはY-2

間の逝睡がAl-Ag

間の遊離よりも小

である場合1このみ

F:; i墓泄洗が流艇．

この逆の場合は

F:;への髄流は肌

N

止される．すな#〕 姉5剛過睡流荊張略洲

ち晒助泄流のときはF::巷諜iこ迩流が流れ昂ことiこより

發泄擬fum&を降下するように，阿生芯流‘こおいては發堪
機樋蕊を上ﾅ狩るようiこ作川してそれぞ私過逝流を抑制
する．このことはアンブリダインの懸勅遮産が纒恥てい

ぉことと相笑ってグラブ↓こ過負荷がかかつだときはモ恥

琵防止することは勿論主幹別御器を如何i二乱暴に作動善

せても逝勁逝流または回生髄流は設定鯉流i'in二謎し側滞
iこ迩裁約に制即され超勤鮮止力誕迩ご行!>iZるのごあ
る．第5間中賛線矢印は髄動髄流の方i句を，また黙線矢
印は回生遡洸の方向を示す．

負荷平衡鯛盤.．……前述のよう漣グラブの開閉堆氣系
統と稚上掘氣系統蔵全巻別個のものであり，しかもク・ラ

ブは開閉支持の雨ロープによりI÷I動的iご開閉巻上の動作
を行う必要がある．木ｸ・ラブ装涯否一癖問題となった

鮎である．二裟澄の原励賎の負荷一速鯉待性,"fli"

のW鯉一負荷特性, flim膜の出力一連庇特性もそれぞれ

すべての負荷状況（本装睡の場合は負荷状態が後述す

るがe負荷よりe負荷になる) iこ對し榊こ一致させるこ

とは不可楯のことであるこのことはグラブが開閉およ

び雀上，巻下の途上思わぬときiこ開L､たり閉じたりず
る詰果を招くことになる．また念こ＃:止した場合iこ閉じ
たグラブが開いたりすることになる．このようなことか

ら免れるためiこ・この負荷平衡調整装睡が必要となる．
このfl ifのため;ご第2間に示したLBEのアンプ･リ愛ィ

4． 自動調整

本装睡渥は種冬の自動爾整が組合せられているが特'こ

興味あるものについて述べる．

電嘩調嬢．…･････開閉および支持雨電鯉幾回路のf""

整用の．アンプリダインは第2固の通りその界滋巻線は5

種類からなっている.F1巻練ば主幹制御器のノプチに鯉

じた方向と値の基準勵磁を行い,Fg巻綴は發髄機の鍵I皇

電座によりF1に對して常iこ差動杓に勵避を行う．これ

ltF1の勵磁淀よりアンプ･リ〆イン琵經て發遜機漣識し

その電睡が急激;こ發生すると恥力逝;こ脇滋されて術↓こ

F1の励磁を弱める方向に働くことi己なりGAおよび

GBの發噸幾電塵が不必要1己上外することを抑制する．

輩た逆の場合はF1がF曾より弧<作用してGAおよび
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謹庇iこ鋤し必要な限鴎二抑え，したがって泄流も最熈限
鴎二抑えら秘て迩韓を行うその他‘起動逮越鯵止の過
庇状態においでも髄洗方向が鍵化する場合も回路の整流
器,抵抗器の組合せが,LF1,LF脅の各巻線に對する方iAl
および値を目動的iこ撰澤することi二なっている・
観調防止･････…･塒鯛産の高いしかも懸動速度の早いこ
の菰癖u機を使附すればその制御方法は一段と容易；こか
つ姥奉的になるが,ぞの識噺鯛をともなうのik･･1分考
えらぃる．これを防止‘す-るため0=GRE-A,GRE-B,LBE
の各ﾌﾞﾝﾌ･リダインに封して第2I,跡二も示す通りF罰あ
る､､はLBEのLF;;の巻線が加えてあり蹴調の位相
證逆相匡加えることiこより制動ずるよう考瞳さ恥くい
る．

旋回操作の制御

旋匝l操作は旋回發龍擬電躍を1伽の主幹制御器ご制御
し、加速は限時挺電器iこより主幹制閏l器のノツチ操作ら
遜遡こかかわらず一定の時間をもって行われる．
以上グラブの主巻關係の砥鎮的制御の概蹄を述べたが
この他のジブの縮仰，辞岩等の操作があるがこれは省雌
する．なお髄氣的制鋤こあたり種鳧の安全装匪すな』つ七，
系統の非総停止零と含す棡限開閉器の装附は最悪の割¥態
を溌想して施さｵ1，ていぁ．

5． 回生電流の原動機におよぼす影響

荷役あるいは建設磯械の中このよう;二電動糧下を行う
ものはその逝動議が負祢こより起朔時の逝動遜流の状態
から念逃に回生電流に鍵化する．この回生湛流の中戚肋
機に吸收される量と制勤砥抗ﾐﾆ吸牧される量とを分け万
ため;二第2岡に示す繼電器RPA9RPAA,RPB,RPBBが
設けら恥設定された値以上;二なるとDBRで示される制
動避抗が負荷される．更iこ商速巻1ざしをずる場合は
3DBA3DBBが入り制動躯流の抵抗i二消斐される黄を

ンが使用されているLBEの出力はGRE-A,GRE-B
の,F4巻縦こ直列に接談され相互#こは差動となるように

憲綴されている.ずなわちLBEの出力砿灘によりGRE
-Aに和動となればGRE-B;ごは麓動となり，この遮こ
もな為よう'二接談されている. LBEのう'ンブリ〆イン

の制御稚線は四菰域あり．LF,巻線はMAの主回路晒
流に比例した勵逃作用を行いLF2巻線ばMBのそれ‘
i己相歯した作月jを行う．このLF1巻綴とLF!2巻線とは
立に差動となるよう藷線されているそれ故;ごLF1と
LF苫の巻線の＃功磁が平衡すればLBEアンブリダインの
出力髄睡は零となり，雨者間iご差を生ず恥ぱ堵の差の方
向i二泄雛を發生す為．

これを具燈的にｸ．ラブ操作の一鋤こついていえば‘グ
ラブが全閉雀上の場合，開閉砥動炭の泄流をI『』とし，
支持迩助磯のfl職をI1【とす･堀ぱグラブが開かないため
には辮二I,を11Iに識し，等しいか幾分多､､めに制御
すればよいことi二なる．これは第6間につし､てLFI"
縦こ對してはRH1,LF留巻諜己鋤してはRH雪を調整し

N

FOR

"61"i fi荷平術識撰略間

１
１

ILF』≧LF翌にすればこれによりGRE-Aを通しGA
の砿嘩は幾分GBの逝懸より高め‘こなり, I( :≧11KのF1

的ヵ錘せられ，グラブは閉の状態を淵騎出来る4〕:十で茜＞
為．またグラブが全開巻下の場合感今鹿は開閉電動蕊
の電流’･を他かな溢動寵流とし， ク．ラブの荷軍は至部
支持fuin蕊二移してII【の電流を1m1生fu流こ･すればよ
い第6卿二ついてI1【が回生fli流こなればこの服琉献
やはり巻上電動電流と胸方河を示すがFORの接鮎が-F
げノッチの場合閉となりLF2は整流雛こより短絡さ加
f‘〃〈鱗二なり,LBEに對してはその11[の剛生髄流の
効果は表われない．すなわちII[はグラブの自重に雌じ
た負荷電流となる．一方LFl経線;こ對してはFORの
作動こよりSRの直列抵抗の全遡礁降下が加柔られ．こ
の繕果繼下甑動電茄と巻下回生fK洗はLBEを通しGA
およびGBはその篭雛を主幹:!Mifil器の′､'チに砿じた

珊力!iさせるようになってし､あ

次iここの回生髄流が生じたときの發電機原動陵のいわ
ゆるe負術こ對する吸收かこつし､て，現在営社で建輩中
の近氣式デイツパードレッヂ1.-耐凌慾磯原肋獅こ．つし、
て行った試識織果蓮もと】こして述べる．

I:dじ荷役機械でも一般貨物船の稲動ウインチの場合;士
一蕊の發砥儲二對し， ウ,fンチの雪錘も-1-數蕊おり’ ブこ
またま數姦のウィンチが逝動雀下の結果回生寵流こ鍵っ
てもこれは他のウィンチその他の負祢こそI”蛸賀さ恥
厘勅蕊こ對し通入力の吸收をそ恥;垂ど期待しなくてもよ
いわけである． ところがこの種建設磯城は一蕊の謹滋識
に對し一壷の魁皿幾が接織れざでいるのでその護電機脈
動蕊二調する負荷の状況は非識二苛酷となり、本船のよ
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「

うに一回のグラブ操作が一分内外のときは負荷ばその間

1二電動砥流である巴負荷より回生砥mlであるe負荷へと

大幅に愛化する．問題はこの場合e負荷であるが踊氣的

に考えれば原動磯がS負荷を十分に吸收してくれれば‘

大漆垂の制動抵抗を小ぎくも出来機器の配睡更i二装附

場所の温度上昇の職からも有利であり，また安全庇も非

諭二高まるわけである．原動菱の吸收力であおが－．雌原

動機の能奉等塗計蛎こ入れて原動賎出力の25％程産の

逆入力i匡對してはその回鱒上昇も毛れぽどにならずした

がって原動蕊の毒命にも影響は少く吸收し得ると考えら

れる． しかしそのガパーナ作動淡態を詳細に検討してみ

ないと明確な結論ば擁しいようである．

特性と考えられFOCで示される燃料切りのiMI諜にほぼ

並行にその立上･りは向いているこの曲線の立上りが始

ったら毛の馳でガバーナは作動を俸止しそれ以上!ま難料

を完全にカツ ’､せずに回鱒iま念に上排す-る結渠を招くの

である．理想油にし､えばどの曲諜も全部F〕cの曲線と

交って完全！こ熟料をカブ ’､するようにカパーブーおよび熱

料ポンプを設計工作すべきであろう．これよりしてこの

種建設淡賊用厘動蕊弐そのカパーツ･の謝整ばf趣噌窒動挙
のために鯛蕊するよりe負尚側の状態を-i-分考えて緬整

する必要がある．なおFOCのill識ま原励幾迂回簿する

に必要な入力を恭しこれは畷鋤蔑の出力側から逆にみた

能率を示すことに燕る．能率の面からみれば嘘勁擬のそ

れが懇いほどFOCの曲線は釜.ぐe負荷11ﾘ‘こず：Lて行き

逆入力の吸較は珊大するが原勁淡間臓の面かみ老えれば

程度問題でこれ等の種巻の條件を議賦に入れてこの亜ﾉII
途に使剛される原動蕊ま瀕芭すべきごあろう．

6．斌駿結果

試験結果iごついてみると第8iml第9剛‘ま開閉遊耽鼬1回1

路および支持砥勅溌回路の主阿路f幽鈍流,泄動幾回鱒

數を記録計により計測したもので各;M1線は託鵬の關策上

同時記錐が出来ず，一回一記錐で．それを識の嶬飼を韮

準に重ね合せたものである．その鮎相互關系壱やや明確

詮峡く鮎があるが上述の制卸特眺の結果を示すものと考

えられる.第8剛については主幹制御器塗急速に4ノッチ

に入れた場合のもの･菅その雌蕊は自動竹にI馴滑に調整さ

れて上外し，グラブが閉る寸洲にノッチパクをして一

旦低速迩韓を行い，それと同時仁支持砥動幾が起動して

いることが分る．第9岡はグラブ開状態の巻下迩縛の各

ノッチに封する髄流の鍵化状態をボし開閉電動識ま起

動後微小溢動砥疏通輔を行い支識“i鍵まそのｸ・ラブの

荷誼を全部負携して回生砥流運縛を行っている4ノッチ

に對してはその揚毘の都合上加速時聞が大部分を占め整

定状態がないためWi"噸は急峻を示している.所蕊時
間は掴み作業菅4ノチを使用し10秒前後でこれに巻上，

旋回， ク・ラブ開,旋回，

,’
戸
坐

I ! "I
毎’

6 ↓

I トヵ‘"，
麺 “ ,“ ‐” -可

写人刀eロ同氏w 徳I
ゴロ … ”榊謬 率

骨BEn＝〃○台巳 ’た

"7I囲睡砿鍵動試騒蒜采

試験の詰果は第7圃の通りで原動護の型式出力，回鱒

數．カバーナの瀧迭等により同一とはいえないが大燈の

傾向はよく現れている.曲線の熱線.変線鎖線は同一原動

嬢に對しそのガパーブーの緬整の異ったものを表わしてい

る．④負荷側のいわゆる髄罐鍵助率特性が悪いもの径e

負荷川の立上りが右握偏し，蟻線についていえば45kW

程庭以上を超えると急激に回軸の上ﾀ肋:始る．また逆に

電鯉鍵動率が良好になればなるほどe負荷川へ立上りが

延びて行く結果となっているがこの場合はガバーナは飢

輌を起して来る．この曲線の立上りはカパーナの一投的

’
’
１
１
－
－

巻下，の合計

間は1分なし、
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秒の結果を得ている．P

電溌
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7． 結 論

髄氣的制御の一例と

して凌喋船の電氣制御

につし､＜述べたが従来

舶用品に識する電機品

癖

ふ」
i二手弓 鶚ﾘ甥

〃

〃

’
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恥より，その制樹1盤艇iこつ晦､て

問題が多く．しかも故陣の大部

分は迩氣的なものより機禰的な

ものが原因する場合が多いよう

毒ある．この戦については勿論

泄淡メーカーとも充分研究し，

現状よりすれば伯用ある一琉メ

ーカーのものを使剛すれば殆ん

ど問迦はないと、､えよう・本船

の場合は一波商絡より振動町鱸

、 、 、 、 ，、 、 、 。~、 、 、 、

トキ塗I篭舞鍔礎熱賀 いI土燕解洞点電馳魁
支将電動揺

Wγ癖
ヤ

…芦…

リノ･4』界止 心
』

〒
坐寺ノ３

皇鍔;
Iノ叩争一 lに

｜
」

”

ーヘヘヘ

は相岱に難しいのGあるが，現 第9剛 グラプ開署巻下行程
に装涯の接鯛子片の政は約400

佃におよぶが全然故陣はなく主要部分の制御は珊掘發遮 の利黙詮盆を伸ばしこれを淡喋船は勿論一渡商船にも現

機を利用することにより制御繩力は微小となりこれ等の 縦にも増して利用すべきであろう．経りに木淡の製作に

理由を併ぜて惣期以上の成謎を納めている．従来の機齪 あたり，維始指導を賜った蓮鰄省關係部局の各位始め竃
的操作のものに比べて，上記のように簡単に作業が行え 機品の設骨鯉作に協力を戴いた東京芝浦甑無株式會赴に

るのは惜然の総論であるが故障の皆無の鮎は一噸の解決對して深く感謝を捧げる． （完）

をみられるも佃絡の鮎について更に研究し，髄氣的制御

（135頁よりつづく）

2）技術者に鋤す、る規定

船舶の泄氣設術に閉すぉ技術者iま

i)雛装工事を行うもの

ii)設伽を通"Iするもの

の爾面より考えねばならない．

ii)については既に111.ユにおいて述べたように船

舶機關士がこれに該糟するのであるがその技術基準は非
術に低いと思われ湯のでこれを向上するような措遥が望
まれる．

ところでi)については苦睦のところ全く法的規則が

行』つれていない．従って漁船などでは工覗が相常に乱雑
を來しているようである．漁船の大型化とその機關士の
砿氣的知識の程庇からみて工琳人の技術を商めるための
法的措置が切望される
IV･3規格の促進
篭氣織器の要目が決まるのは一般にポンプ･等の荊雁の

要目が決定した後であってその要目は補機に支配きれる
ことが大きい。
從って電剰幾器の規絡化を岡るためにはまず術漫の規
Wbを珊進しなければならない． こぃは相常に困難なこ
とであるがひとり袖機のみならず晒氣嬢器への影響も老
噸してできるだけ規概上すること力窪ましい．
電氣穣器の工場における立食椴査はNK,LRともに

大腿100kW以上のものに謝して行われる．これに鋤し
てNKは原則としてすべてのものに識して行』つれるこ
とになっている．似し551p,40kW未滿のものには型式

承認の途があるが愛さいには殆んど行われていない．

J.G.では総堕および安全にi率關係あるものに對しての・

み立食瞼査を笈施しているが大きさによる省略はない．

これらの工錫におげる立蝕査は製造工程において時・

間的に，また睡奏間接没のために相醤の負擴となるこ

とが考えられる．従ってこれを簡略化する方法こして型

式承認制鹿を提案する．このことはすなわち遮剰幾謡払

概上とも密接に關聯し至急對策が誰ぜられることが望ま
しい．

IV･4將來の展望

以上は船舶f顕設備についての概略を述べたのである

が最後にその臘来について考えてみよう．
臓來の船は次第に自動化に向って進むごあろうが毛の．
第一段階として補機の自動操縦すなわち砥化が益令發達
するものと思われる．次に紘海計器の飛躍的進歩がなぎ
れ，最後に主壌翻の自動操碓へ向って前進するごあろ
う．これらの自動脂とし､うことはとりもなおざず遜化と
いうことであって勝来の諾舳ま近代化さ{”ご大發蹴所の．
司令室のような辮橘から全船内の施設を監覗することと
なるであろう．

更iこまた原子力の利用はその制御装遥として一暦複雑
な電氣装廼蓮必要どし，操縦性能の向上のため睡氣推進
もまた収り上げられるようになるかも知rI,ない。

ともあれ悠来の贈舶が今までよりも一暦大きな速産を
もって電化されて行くことは間逢いない事鍵と思う。継
舶避氣設備の綜合的な研究が一暦望まれる次第である．

（終b)･

１
１
’
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三菱造船株式奮斌
下關造船所設計部

て客船高千穂丸につ h，

補助職＝クランーンボジ， ’､型排氣および菰油俳

ノ11 ’華

装岨擾主發泄擬迩琉85kW,221Vディーゼル･漆f脳

擬 2蕊

補助濁世機fiff1OkW,225V " 11E

謹力 試運輔最大 、 17.“肺

滿赦抗海 13．50〃

3．本船の特徴

本船の任務は主として鹿児島と奄美群島との定期述絲

である一般族客の他に内地よりにｼ{葱没,雑覚，牛,馬，車

翻亜等力轄へ猿出さ恥，島よりは砂泌パルプ材，果物甑

が内地に詮ら.れあ．

1． まえがき

わが画の最南端の領土奄美郡島力逢島民21蕊の悲願

力錘成さ恥日本に復蹄したのは昭和28年12月25日で

ある△維戦以来8年間日本内地との交通は殆んど杜絶状

態にあったこ聖とて彼我の交通は復歸とともに奔流の如
く開始きれ従って船舶の需要は念iご商まって来たのであ

る．

照國海逮株式禽祉としても在来船第一照到丸（昭和21

年長埼法譜所建迭〉ユ隻のみでば鯉じ切れずここに新迭

船の建遥を晋I鐙されることになりその蛮現をみたのが高
干謹丸置為る.本錯ほ昨年12月30日當下關迭諾所にお

いて起工され．昨年7月8日進水，8月31日無蕊引渡を

終了したのさあ為．本辮は以下記述ずあ通りまさに南海
の女王であり，また下關避諾所における快心の作の一つ
で爵＞る．

－F‘

蕊
甑
島

_

α
下甑島

2， 三・要迩目

蚕 梢 第1級船近海腫域

船 級 日本海畠l鋤會NS*MNSE
全 蕊 68.94米

長さ（垂課間) 62.00"

幅（型） ．10.60" .

深さ（〃） 4.9コ〃
浦職吃水 3.SO"

總噸数 I,070.49噸

純噸数 535.93〃

職貨電遼 483.50超

戦貨容韻（ベール） 43』.43立方米

（グレーシ） 47986〃 、

燃料油鮪 99.98通

清水鋤 . 99.02"

乗組員 49名

族客.定員特別室 2名

特別2零 9〃

普通2等 37〃

特別3等 69〃

普通3等 209〃

計 326〃

主擾關三菱日本重工6GZ型2サイクルデ3－モル

磯關 1韮

這烙出力2,100BHP,回叫数215R・P.M、

31｡
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３
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０
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１
131 132。128c l29ヨ 130色

商千秘丸航路略岡

木船の儲侭に潜り特に留意した誰鮎を梁げ恥ぱ次の通

りGある．

142

東海

与講
'四A1

機笛島』

§

…

描笛島



イ）充分象る耐波眺を保持すること

本納の就航海域:ま俗i二台風銀座とも云ﾖつれ日本近海で

の難所として有名で力>る."!IIは殆んど毎日20米程度

の北西風が吹き篭くりこれに抗して黒剰力到上流し島と島

との水迩には局部潮洗力逵じこれらの相互作用により海

上には三角波が立ち騒ぎ船舶の航行を阻むのであるこ

の雌所を峡航せずに湾Ⅲ船としての係務を完途するには

船舶として十二分の耐波性力婆求さ池るのである．幸い

f”rは永年の漁鞘の越迭の經験から小型船の耐波性に對

しては班岱なる疫料を持っているそこで本船の船型は

充分な耐漉性と有する遼洋漁船の船型を収入れ、同時iこ

客船としての繼美さを尖1つな､､よう殻計したのである．

すなわち吃水を深くして水課下側面領を大きくす為とと

もに上部孵迭物をなるべく少なくして風睡而俄を域少せ

しめ客船としての迩営なる初期幽厩力を維持するよう

船幅を定あ船の長さの83％以上におよぶ船椣のための

溌附浮力により充分なる動覚原力の碓保に努めたのであ
る．

またノルマルI､リ.zs (龍′冊傾斜）を附して船尾喧水を

深くし荒天時の推進器の空韓を防止し船首頂部に充分
なフレアーを附して波狼の甲板上への打上げを避けるこ
ととしたなお上甲板下の舷側開口(舷窓,カーゴポーI､）

’は全駁して,船の髪全性を測るとともに笠光鐙の利用,荷
役刑エレベーダーの設涯により舷側開口全駿の不利不便
を解消することが出来た．
p）航海速力の砿保

水船の計喪航海速力は13.5節である．しかLこの趣力

ば定期船としての航海速力である本船の航路の主要座間
である鹿兒島市,名瀬市間215浬を天候を問わず船底の汚
狽にかかわらず16瞭瑚以内で耐鐘に走破するには13.5
節Iこ封して相當の餘裕を考えて遥かねばならない．上記
感也から本船の船型並びに主磯馬力の撰走について本社
技術部船型試験場の協力を得て槙重に蛾討を加え，その
結果虚女航海において鹿兒島名瀬間琵'4吟聞で走破し
木航路の新記録を樹ゴビすることが出来たのである.
，､）船臘振動の防止

近時紺離榊造の熔接施園擴大に韮因する船龍振勅がし
ばしば問題にされるに鑑み木船の栂成部材の殻計に営つ
ては充分注意しまた梁柱鋼壁の船内配遥並びに重量輕波
の原則を著しく阻鴇しない範閣内でなるべく墹設する方
針を探ることとした．また§雛との同調辰動と確変に避
けるため，主機メーカーの三隻日本璽工猫演造船所と協

議の上主磯關の走絡回韓数225を215に落すこととした
､のである．

二）居住室の換氣

本船の航路は高温多雨な亜熱帯海域であるため唇住室

の換氣は特に充分にする必要がある．居住室の中でも雑

居室ほ多人数の鴨淵禮臭のためにその換氣については一

層闇意せねばならない．そこ暦本船の雑苫の客室脆びに

船員室には睡力な機動通風装遥を施し換氣の完塗孟期し

たのである．その結果舷側開口のない上甲板下の3等客

室もパンカーループルより吹き出す凉風は身を遊歩甲板

上にあるの思い鐙させる程の効果を義"す-ることが出来
た．

な龍本船は鋪勢に雌じて航路を阪卿方面まで延ばす場
合も老通しサーモ鋲ンクの設陥も設けている．

*）その他

本船が鹿兒島港を出港して維蒲港の與論島茶花識こ至
る叢での寄港地は7カ所であるが,いずれの港も本辨径庭
の船舶を繋留する岸壁設術がなくすべて沖がかりにせね
ばならない.すなわち船客の乗り降り,貨物の荷役は波窃
に動誌する本船と艀船の間で行われるのである.その悶
難な作業に支陣のないようカーゴ銀－1､を庭いて雨弦に
小荷物荷役用エレベーターを設附し，前後のデリツク装
置はいずれも喧嘩港として動揺中ブームの辰廻しを避汁
また雨舷2カ所宛の船客昇降口を鮒えた次第である．
また授描地の海底はいずれもサンコ礁であるため錨が

下手にこれに喰い込めば猫の爪が折れるか，ざもなげiT,
ぱ錨鎖が切断するの他なく，そこで本船の諭鎮は鋸暹の
ものより上段の鋳鋼錨鎖を使用ずることとした．

以上は本船の稚珠事浦に對して老慾した議餓であるが
雄客船としての一股的な事項につし､てもその蕊全を期し
たことは勿論である．

4．族客設備

特別室,特別2等3室は遊歩甲板上に,普通2等5室講
よび特別3等1室は上甲板上に普通3等2霊ま上甲板下
に剛歴し，特別室および特別2等室には裳蕊を設測-その
他は雑居室になっている．床および通路には周函の明る
い色彩と湖和した色物のリノリュームを敷き雑苦客室の
床には必殴きの上にそれぞれの級に噸じた絨鉦を敷き詰
めている．

特別室および特別2零室は船燈の上部.己位し,かつ牧携
人員も室の大きに比し極めて少い故通風は自然通風によ
り換氣し,なお室内には扇風儀を術え付け,また鞭氣ラジ
ニーターを設け･冬期の室内暖房を行うこととし輝．普通
2等室以下の雑居客室には給氣式機賊邇風装詮を設汁電
動フアンは3馬力および･1馬力のもの各2蕊宛備え1,ラ
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代理を努ぬることが出来るようになっている．

7．機關部概要

本船の主補鰻は充分信弧性のある…一流メーカー品を採

用しまた取扱いを股も便とし本船の柾務に即懸した性詣

を充分震郷するように装鮒した．ずなｫつち2～3の例を

梁げ遍と次の通りである．

イ）本船はサンゴ礁地帯を航行するので砿一潤滑JI1

Fし.ンダンクのある船底を損傷.しても非諦装甦を施しな

お航行可能の如くした

ンク並びにパンカーループルを通じて各室に給氣し，な

お舞靭に術えサーモダンクを装附i談ることとした．

各室の照明にはいずれも交流整光麓を使用し特に無窓

の上甲板下3等室の照明については充分溜意し室内の爽

快性を保つことに鍔ゐた．また各窒にはスピーカー呼鈴

を備えている．

階段出入口．並びに通路の中はな･るべく礎く探り乗降

時の混雑を避けることとした．

便所，没面所は床はダイル張りとし蕊光照明を行い，

また特励室に率剛の浴室を殻げた．

賄室は上甲板上中央部に配遥し400名分の賊を同時に

出来るよううざス涙イラー，璽汕焚和洋式カマド，蒸氣

湯沸器．冷却管付な型冷戦庫等を完術し、また蒐馬力排

氣式電動亜風儀により室内の換氣を行っている．

船底に容"11立方米の冷職庫を設汁, 3馬力フレオン

冷凍磯にて冷却され，煮たアイスキャンデーの製造設怖

を備えている．豪華詮サロンを始わ壷店ジ配捲室を迩紅

配置して乗客の便を固っている．船橘頂部に褐げたrた

かちほ丸Jの船名標示燈ほ本船の外観を一段と引き立
ててし、る．
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ロ）本船は島蓉に寄航するので主磯起動用筌氣の，

消費通が多いので大型の室氣雌縮機2蕊を袖磯に言グ黍

チッククラッチにて直結し筌氣充艇を様易にした．

~季)本船は暑氣酷Lい南方航路に從矧"-るため犠翰
部員の疲努を防ぐために’充分容壷の大きな通勤通風嬢
2蕊を設汁換氣装遜に細心の注意を桃つた．

8． 復原．性能

本船の設計上最も重勤的に老職した復腫姓鮨は工剖F完

成後の重心査定試騒施行の結果別圃に示す弓通り至極減足
'すべき結果窪得ることが出来た．

従来船舶の復原性能に關する規則なく．そのため劇誠
船舶の中で復原性能の悪い譜も見受けぢれ，た震た茨遮
絡船等の相次ぐ・遡難M1F件に鑑み政府は朝野の學融麺験者．

5．荷役装置および甲板磯城

前記の通り本継の荷役は端んど沖がかりで行われるた

め荷役装冠はこれに適す･るよう設附きれてし､る．

前後に4唾および1.5T,デリックプームをそれぞれ

2本宛術え，これに3趣捲および過睡捲髄動湯貨磯を2

蕊宛配して錫貨駿のみの操作にて安全に荷没が出来る‐

また手荷物およびその他の小舞物は爾弦に設けられた

＝レベーターにより迅速詳易にかつ雨天の際にも濡れる

ことなく荷役出来る．

本エレベーターの要目は次の通りである．

塗 數 2談

容 麺 500麹×25米/分 、
誼動幾馬力 5馬力

ケージの大さ 縦0.94米×縦].30米×高1.10米

揚錐機30馬力電動式，操舵磯は5馬力ヂヤンネー型

通勤油嘩式（テレモーダー付）ごある．

I

I

“

』
頃讃総餓態蝿鍜，

旬

へ

、蝿“態録罵,”

今
塑
野
冊
○
Ｐ

鄙

”“”＝”

圃鰹上の押哩ｼﾜｰ〃研t(GM)栄

商千秘丸復朧性能岡

の協力を得て客船の保持すべき復原性能の判定雄準を定
め通く変施の運びとなった．

ガ綱はその判定基準値に對する本船の度原性能の比睦
間である．

なお本船は摸原性龍が-卜分であると同時iこ繊動縮周期' i

は11-12秒程庇で客船としての乘心地は良好である．

（完）

6．航海計器および無線装壷 、

特殊航海計器としては次のものを装雌している．

レー変一 RCACR-105A型iO吋32浬1蕊

舵角指示器 セルシン式 1選

電氣測定機械TSK型 1蕊

無轆装睡としては主邊信器250W袖助50Wを備え，

なお警念自動芝織幾（オー'､アラー』､）を設け當直員の

’１
１
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松 浦 弘
松湘露エ麹鋸厩小型旅客船について（績）

板あるいは甲板室雨睡の水平振動に開しては梁柱蓋たは

防膜材の取付等により-1分な對策を老蔵す-る必要があ

る．

2）舷弧に閲しては既成船の蚕料に基いて諾首尾舷弧

をそれぞ私S『およびS:$として，艦長L(米）の藤鯉

としてグラフに理砧してみればFig. (2)の二･とくであ

る．これより繕果的に良好であると思われるものを選び

SrおよびS,の拶雄値を求あてみれば

Sr=1.6L (")….｡.....･･(1)

S_K=0.8L=÷S『 （")…….…･(2)
の如くである．これは赫孜吃水&縄這は定められてい,る

祷難舷弧す･なわち

Sr=1.666L+50.4 (")……････-･(3)

S,,=0.888L+25.2 (")･…:･ ..…<4)

と比較すれば頴衾小さな値となっているが． しかLAI型

客船としてnosheerの場合の為ることおよび歩禄上

舷弧は出来るだけ少ない方力遁}‘､ことより考えれば上式

(]）および（2）にてもなお若干の脳諏をもつことにな

り,nosheerが望ましいよりは予備浮力を持た巷劉京

性を堀大する溌来から考えて最小限この程庭の舷弧をも

、牙店をR

＃1． 序 言

先に本誌29年12月雛に「小狐客船につ､､て」と題し

て主要寸法畦数，速力，復原性等に開して初期昏睡時

たおし､て必要と思われる養料の概略を狸めて公表した

が， その齪きとしてここに小型客船の船型形状9 1､リ

ム，浮力中心位遜等に關し若干の蚕料をまとめたので護

表する次第で茜>る．ここに謹表した資料（グラフ）の中

で，錐考の設計になるものも勿論躍鮎してあるが昭年

の初期に論いで廸迭せられたものもふくまれている．

大正昭和と辿遥せられた船の鍵澄の跡を辿ってみるの

も面白いものがあるように考えられるが，ここでは割愛

することにする．本女はあくまで溌船賛料に韮いたもの

であり.添付の間中にplotした鋤あるいは線が優秀であ

るというより職，むしろ初期討鐙時変蝋こ通､ものを計

錘するに必要な蚕郷を示したに過ぎない従って優劣の

劉走は模型試酸等によらねばならな､､ことは論をまたな
いところであるが,既蓮悲船がほぼ浦足して通航してい
ることに鑑み初期罰遜時に必要な数値は輿えることが出，

来るとともに良好な方向への指針もある程庇與えられる
の歪はないかと考えるも_のであ.る．

’

． §2.船型および形状

’）50總咽ないし'50綱弧程鹿の小型縦客船の船型は船
主の要求ざ恥る事次に韮いてそのｺﾒすり舟は洪走はされるも
のであるが航行職戎・族客牧客力，あるいは夕噸等に
より霧型的には相常麹上がみられるようである．
§鯉を大珊分類してみれば大燈次の如く分けられる

ようである．

すな』つf, (i)平甲板船
(ii)低緒椣付平甲板船

(iji)低船首棚J･長'I混捜船

(iv)全通船削船

(v)船喚甲坂船

乙れらはいずれも遊歩甲板.(または遮陽甲板）を有L
でおり瀞進上特に要求さ恥る場合(端艇甲板として救命
艇の携戯または甲板縦客收客等宝）の外は上甲板(睡力

甲板）下諸慨迭によって船磁弧廃を保持きせれば上部擁
遥は輕嘘輩として差支えないように考えられるけれども
遊歩甲板（または遮陽甲板)の上下摸振動または船甑外

隙
‐

:灘鴎好鮮笠伽
伽

“
艇

１
２

－
》

牙
“

’6

茅
－－－諺/FTZZmZ ‐” －~万〃

Fi質．2.

たせることは是非必蕊であると考えられる.次に梁矢に

關しては迩燕省鋼船鱈蛍舞苣に定められている通りC=

1/50Bとして汐罐するのが最も適歯であると考えらIT′

る・

なお一般撒装掴中央鐡面園，および線掴等を作成す
る場合に沙部筐しなければならなし､基本的事項として船の

主要寸法(LbB.D.&detc.）は別として舷弧梁矢

肋骨，心距等のほかｲ型船に準いて溌芭しなけIfl.ぱなら
’

1哩5



－＝

ぬ問題に計謹縦傾斜(normaltrim)がある．

過去において菟塗せられたものの内計悪喚傾斜を附し

ていたい圖面（蕊線と龍骨線との一致したもの）におい

ては舷弧と縦傾斜とを考慰して諦豊甑傾斜の逓を定め，

こ恥を計謹の場合のI､リム透とし変般の胃騒1,リム丑と

ともにグラフにplotすればFig． (3)の如くである.こ

れより計惑i､リム量(T)の標準蓬求めてみれば

T=1.685-0.0375L(米）

となる．言罐トリム量は麹婆l､リ』､通（迩縦伏態におけ

るトリム量）と一致する如く､ .(御期計怨時において定め

なければならないことは當然であるが笈際には最初の

計霊より竣工までの間に鍵更を加えられることが歴煮あ

ることであって後述のLﾙｴ~-Tpの關爆岡(Figb7)

に示すトリ･2,を有するよう浮力中心位詮と重心位澄の關

係を考慮しつつ1鋤のトリム遥を定めれば輿,､．

次に船底勾配および弩曲部半裡について若干の蚕料に

楚いて調べた綾果を圖示すればそれぞれFig. (4)およ

r)EFig. (5)の如くである．

これより判断ずれ蝿曾底勾配は深きが小さい程大とな

り，鐵曲部半狸は幅が大となる程大となっているよう.で

あるが船型3筵に開し根本的影謡は少いようである、但

し中央職面係数および控形肥海係数汐罐に際し考慮しな

ければならない．なお中央部船底が直談であるものと逆

窒曲部 隼径

Re"qﾉ汀β(〃）〃
１
１
10

薑I
i副匡I

ノ

_鋤述
”

Figb5.

に凹形船底(HollowBottom)であるものとあるけれ

どもこれが諸性能に』‘､かなる程庇影霧して､､るかは撰型

笈識等により比較する以外には優劣の判定け匪雌である

ように考えられる．“皆において非常に迭波抵抗が少い

ように考えられる程廃である

@3浮力中心位歴その他

遊賠の浮力中心位澄をV/1/LをBaselineとし圖

示すればFig.(6)に示す如くである．圖中④の蛾線

で示I需士線の附近の●および×印鮎は基擁と瀧骨線を一

致させて遜いた計笠樅顔斜のない綴圖より排水通曲線岡

を作った場合の浮力中心の位遥であり､○印難は進水後

の疫隙の浮力中心の前後位延を示しおものである．ま走

圖中①，②，③の曲線はそれぞれ比較する意味で船舶

工躍便覧,AYREおよび500G.T・型客船（遥船製

會冬報78銃参照）より純記したものである．これより

みていずれも多少の開きはあるにしても傾向としては類

似しているようであるすなわちvルLの値が犬とな

るに從って1･c･Bの前後位遥も次第に船尾方向に移動
している．

蜜辨の1．リム愛を測り，船長Lとの比をとり

野=赫篝-×100
とし

これを縦軸にとりV/･l/Zを縦軸としてグラフに脚示V/･l/Lを繊軸としてグラフに岡示
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＝

7RIMと耽り開係一一 定されるもの･露>るから、推定さな麓重心位遥が浮力中

心位遥V/1/Lに對寸-るI､リム量ある､､は船尾吃水等

を浦足するよう詮位遥にあるか否かをI､リ望､計算を行っ

て鰔討し，若し一致しない場合にはいずれかの因子を鍵

更するか配遥替えを行うか，あるいはパラストを搭戦す

る等の方法によって"『定の値を得るよう調整す．恥ぱ良
げ

い．この種ｲ型客船の船型決定に際して中央平行部の長
い ．

さは殆んど問題はないようであるこれは中央平行轆
殆んどこの種客船はないからである．工催'二多少なりと
も簡易化する意味からすれば2～3肋骨心距間平行部が

あるのも“､ようである，また抵抗に影響のあるCpの
随を小さくする考えから，また經験上からすればno
parallelカ浬し､のではないかと考えられる．

ゼ4結 語

以上50G.T.～150G.T､径産の刈型客諾仁關して変

総武科に基いて大略氣付'’､た黙を紀述した次第である

が，この種刈型客船の船型決定g性能の向上とい弓鮎に
關してたお相當鹸討しなければならないも一身･おるよ

うに考える．変蕊建迭打合せに喋し.速力の珊大外観

優美設伽の近代化等という鮎に開し，ま幸鍵所定
の定員數礎得鏡儲主の要求される難は充分瀧足し得るよ

う研究しなければならないと同噺こ安全性，復原性等の

相反する性斑をもつ船舶の性能寸法の決定は極めで困難

な問題であると考える．

ﾛ
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Fig.8.

すればFig. (7)の如くである．これよりLが小さい

径またV/1/Lの値力裁となる程'11,の値は大きくなる

ようである．これは船の大きさと主機出力，推進器直通

鎧よび深庇等も多分に關係があるように考えられる．

Fig. (7)によりて得られたI･リム避をもって計遜縦価斜
として初期計遜時の圖面を作成すれば良いわけである
が，こ恥は仲を熟練を要する問題である．

因みに推進器道鯉と艦尾吃水芒の關係をV/1/rを祇
軸に固示すればFig. (8)の如くである．これより初期
講遥時において所要の主機出力および回鱒數に謝する推
進器直径を知iT,ば船尾吃水を推定することが出来,従っ
て平均吃水を知れば所要のvに對する'､リム錘を推定

することが出来る.重心位遥の決定は船型配遥，およ

〔用 語〕

長 さ（無藻間）

幅 （型）

漆 さ（型）

船首舷弧

船尾舷弧

l、 リ ・ム量

浮力中心（前後位壁）

トリムー長さ比

Ｂ●

Ｌ
Ｂ
Ｄ
針
ａ
Ｔ
睡
鋤

米
米
米
糎
糎
米

％

び收容力等によりまた舟繧の菰冬の要求もあってほぼ決 速 力 V 随

一一

毒
へ 然 斌刊

一

船舶の寓眞と要目天然牡編 第3集（1955年版）

B5判函入上型220頁篤眞特アート紙定侭630a(〒50m)

昭和28年發行「船舶の鰯眞と要目』第2集（1953年版）撮職以後より30年8月
でに竣工の銀製500噸以上の船舶，約130隻の全嘉眞と要目．
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コフイン給水ポンプDE型の特徴について 北垣靜彌士

ボイラ給水韻ンﾌﾞ・特iこ舶川として世界的1こ使附き恥
ている米國＝フイン社のF型CG型に次いご設計ざ
れ同祗の會心作ともL､うべきDE型の稚迭上の特徴を

本誌の御好意により櫛測り:こ述べさせて頂く．
本機はポンプ輻よびタービンともに一段ごあり， ダー
ビ･ン戸一グーとイムペラーは．同一刺1に装附されこ恥が

特種な球入軸受にて支持されておるのて鍼速製麺は不用
である．銀シブは迩職の約2倍の速庇（約8501RPM)

て錘鍵されるので，示量容俄がその發揮するポンプ紫斌

に比して朧少ご為【)次のような椛迭上大なる侭聯眺を右

する．

1．－般祇造

(a)容易なパイピングを念頭に設計割も，ポンプ･の分解
が全くパイピングに手を着けずに可能篭あぁ．

(b)ポンプ室油室〈ベアリング案）鋲一ピン霊ともにそ

れぞれの鋳鋼の一想物で，分離式のケーシングに較パ

狸度が大きいまた各室とも一切カエケ.γ1，類を使用
していない．金闘面直接の結合宮ある．

(c)雨端いずれからも組立I{j來あ栂迭で．液ンﾌ･側ダー

ビン側ともにそれぞれのカバーを外すことにより各パ

ーツガ嘘出せる．常然シャフ1､は雨端いずれからも坂

出し得為．
(d)シャク1，は1本で2箇のローラー主軸承に支持きれ

第3軸承と･して2筒1組のボール軸承がポンプ側尖端
に茜>ってスラス1､軸承を蛾ねているが，このため芯出

しの必要がなし､

(e)汕室は主軸承室を錘るだけご内部に機能部品を全く

赦しないため，約22立の汕を梁に保有し得る．
(f)カパナー類は全部ポンプ本綴の外側に坂付られてお

り黙橡調躍が容易である．カパナー堺鋤月噛車その他

バンキング用スリーブ等功:シャフI､と一侭物さはなく

交換性のあることはシrフI､の命数を延ぽずことにな

る．

(9)各軸承は〃油溜り〃を有しているのため始動髄に
′､ンドボンプによる給油を必要とせず，即時始動が可

能である．

(h)シャフ1，はポンプ側タービン側とも不誘銅のスリー
ブ｡ご保護されてし､る．

(i)ポンプ側タービン側ともに各隔壁額はラペツI･ (Ra-
betted)結合であるからシム等使凧しなくともI畠I然に
芯出しが出來る．

<j)敏感な吐出睡力調整装磁（これは同時に過大吐睡制
限装睡でもあるが）が韻ンﾌﾞ本瞬と一鵺の設計で砿fl･
けられている．

2． ボンプ側

(a)耐側吸込みのインペラ（不銃鋼）を使用しているた
必，低､、NPSHを得るとともにバランスが完全電

ある.

(b) I止出川にヂイフユーザーを入in･, これの水密には吐

I職こよぁ目封作月Iを輿えてし､るため,全部品が不蹄鋼

ごあることと相俟ってケーシングのカザ 【､を完全に防

いざ､､る．

(c)金闘對金闘の接弱部が皆無噂あるため, rライ迩縛

状態が生じてもなんら損陣を生じない.(渡際問題とし

てドライ邇韓可能のlWilが大切であるが，無制限に必

要なもので紘なく，こ私は悪イラ側と祁對約に考えら
れる．べきものごあろう．）

､d) .上記(c)に開連するがローラおよびポール軸承を

使用してし､るため，何鱒部各クリアラン巽が微少でよ
いことになる．

(e)工作上興味のある鮎は，カブ1､に謝して撤底的に注

意しているため扇車室隔壁の座を不鐇鋼を熔接した後
仕上げている．

3． タービン側

翼車は]6吋(不鰯鋼でシヤフI､にテー'ぜ－結合式ごあ
る他，特に日立つ部分ばないが出来るだけ顔一ピン室猛
商温から守るため‐パルプからノズル室まeは捌立した
パイプﾟを使用しておりこのため久一ピン側軸承の温庭.上
卦をも防い乱､る

4潤渦系統

(a)主軸の回純数は迩総8,500程庇ごあるため，強“注
油式ご低辿のギヤポンブを有し始動互後と錐も敏速な
給油睡力の上昇を得る

”各軸承毎にオリフ‘スにより迩溌な紛湖I武を保ちな
おサイI､ケーヂを附して給油を雛認し得る

(c) ilM渦系統の汕難によりカパツーを操作させている．

5． ガバナおよび安全装澄

(a)吐睡と蒸氣え口バランスパルフ･との關述により〃淀
の吐雌を確ｲ稗-るなお迩韓中といえども自由に吐唾
を加減出來る．

(b)上記の嘩力謝整裟睡は澗撒II睡力を介して作動させ
ている．なおパランスパルプは油艇により開かれるた

め目から油型低下に對する笑全装騒を錐ねている．

(c)背睡安全装睡としては遮断装睡を右するが’これが

作動】こ先立ち背唾上昇を警報するためレリーフバルプ

を有している．

(d)過速に封する安全装遜として遮断操作をわざとさけ

迩幽側限装砥としている．これは瞬間的ドライザクシ

ョンによってすら給水が途絶されることを防ぐもの香

あり,なお同時に吐砿の過昇制限機能とも考えてよい．

(e)なんらかの原因により吸入側雛力が低下した際回縛
を自動的に低下させる機能を有､ずることは｡ﾌｲﾝの
定吐雁調盤裟睡濁特のものといえる． 以上

塔8=フイ.ﾝ類ンフ‘サービスエンジニヤ
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チューブエキスパンダーの正碓な操作のための

エキスパンダー駆動装置･--・ ウィルソン製『トルクエアマチック』

外經1“～1''管用型式sCA''の特徴について

普通のチニープエクスパンダーと伺雛に取扱うことが出

来る．

16．經濟的；俄格低廉，維持蟹些少．
，7．故障が少い；把手の中に組入れられた油溜があっ

て，モーダーに職,剛Iが供給せられる，制御部分はモー

ダーに閲係なく置かれ、永久澗潴ざ･通ている’

18．保證；装遜が不當に鍵蒐されたり，あるいはまた
凋瞳の事故によって損壊されない限り,は，本『'･ルクニ

アマチック』は’個年の保證付･で壷渡きれる・
ユ9．鑛大個塵への近接作業が可能；自在迩接器または

延長桿を要ぜずに，砿大する個所側面から2肱まで近接
して使剛出来る.

20エキスパンダー；在来の各種の型式のエキスパン

ダーを操作出来る

2，．チャック；チャックは簡単な新型簡込浮動弍置ただ
，回の動作で押陰子要らずに角柄のマンド､レルの坂付
け，坂外し自准の汚"ま.たは兎'角型’雛モーステーパー
柄または3噛口チ”ク型のものの使用河能．
22エ具箱:蛙睡試は永久使剛に耐える金溺製.勇具
箱に格納して出荷される．ボースを除く一切の部品はこ
の薊の中に納めら郡てし､る．使川解説琴ぢよ謀トルク濁
表は蕊の内側に添"･されている．

23．受入；使用については在来のエキスパンダー使用
者に取って特#ご背練の要なく，容易に受入れら堀る他
のいかなる種演の人力によるものと同稼に感ぜられしか
も従来のような操縦者の精力の集中も要せず従って疲努
も少なくてすむ．

錘．結果；チュープシートの孔の大さの鍵他に鴎遭宇ず
最適な均一かつ緊密な嬢力接着が得られ,る・漏出なく，
チューブの過展雛もなければ．展蕊不足もない的確な搬
大によって無用な過展難もなく，従って金溺の冷間虚理
に伴う破壊を防ぐ，チュ手プの離力による腐蝕も最小限
に止める．チュープシートは過蕊を受けることなく,従つ
そ麺念舜亡たりずろ墓認小限産に止唖こ鳥
が出来る．簿端は極端に謙くなるようなことはなく,従
ってチューブの誌命詮延し,またチユー｣プシートに鋤する
軸方i則の躍力を最小ならしめる．チューブの湾曲を最小
ならしめ､るために熱の博導を大きくする．チユープーキ
スパンダーの耐久謡命を倍加する．チューブの再腿窪壷
たは藤試験を要せず，従ってチューブの組立製作時間を
端加する.製窪の珊加に伴って利益また墹進する｡

1．空気による駆動; 】､ルク操作装掻を附勘する唯一

の泰氣によるニクスパン変一鵬動溌涯．別佃の操作雨，

維砥裟睡．および開閉器不要11木の空氣用小ホースがあ

ればよく， :賂別の賦繊地線も不要.
2．正確なトルク制御；スピンドルにおける没蕊のi、

クルの大さを正確に測定出来る擬械的制副を備えた唯一
のニキスパン〆一蝋in装睡この装磁の正硴陛ばモー

撰一の損耗,ギアまたは軸承の嘩藻損失.職"llの種砿お

よび品質の塗化．察氣遮の普通の壁勁その他入力の出

力に鋤する比率に影響とおよぼす他のいかなる原因によ
っても左右されぬ．

3．信報度；制御された嘩擦に依存せず，また普通の

磨耗によって影響されぬ完全に鱗賊的】､ルク操作裟旺付・
の唯一のエキスパン〆一躯動袋睡．

． 4．目盛; I,ルクを無意味な絶對値でなく呪一封腿

側醗で表わした唯一のエキスパン〆一隅動装歴．標準外

の仕辨に要するI､ルクの胸ま一層認に得ら私る作業

渚の手引として"鯉1．ルク岡表が添付さiT,でいる．

5感騨小はﾀ郷罫"の醤の蛾大庭謝する操作にま
で使用出来る．

6．謹力；9.封唾平方呪の延力で14爽一封陸の1.ル

クが得られる．この．I､ルクは外鯉ﾕﾉ'×ケーヂ鴬11'･の鍔
を腿鰹するのに-1-分ごある．

7．画易；開路面稚逆回に封しただ一つの3鮎引金式
絞り弁があるに過ぎず’不適稀な操法による過展躍の危
険なく、開閉器の面倒な操作も叢たなく幽際上操作のた
めの特別の習練詮必要とせぬ．

8．安全；空燕躍動のために火災の怖n；その他の危
嶮な場所を安全に使用出来る･・
9輕量；アルミ合金製溌で諏童は他かに7坪封墜
10．雁用範園が鹿い；こまかい加波の出来る躯動力
と，簡易な操作のために有効に使える心用漉圃力竣い、
11．適温操業；空氣騒動のため髄に冷凍で.加熱する

ことがない．

12．便利；操縦者の希望通りのどんな位遥にも回すこ
とが出來，あるいはまたこれを使う蕊I､ルク反力が大き
くない時iこは外ずしたまま遥遥ける補助ハンドルが付い
ている．根本鱗憾はビス1,ル把手の設計と同じさある．
13，快適；腹氣はいかなる方向へもi則けられるように
同郷式套管を具えてL,るので操業者侭快適に作業が出来
る‐

14.こじんまり出來ている;ど異1､ﾙ把手から即時作
動のチャックに至るまでの全長世かに10"．
15．頑丈；なんら糒繊なケーヂもメーターもなく全く

THOn"SC|・WILSON, INC.，
（6月28日． 1955）
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荷役装置 て (1) ,, F:GLEbg'
（中山和世課）

に －つい

著者F､G.Ebel氏は米國商務省海事院のSenior
NavalArchitect (主任設計技師）であり，木論文は

1953年1月16日SNAME(米図法船迭機學會）フィラ

デルフィア支部に發表さ恥,SNAMEBulletinl934年

2月鏡に撫険されたものである．學術諭文というよりは

設計髄想といった方が近く，ペランメェ口調で現在の荷
役鐙置に封す-ろ憤瀧を痛烈に吐露してあり，鐸者もつり

込まれて一氣呵成に毒蕊した．鍋助力のあり除つた日木

でこそ餘り問題にされないが，海運の經濟という立場か

らは,荷役の能率に'ついて反省すべき問題が多い. .あえ
て讃者諸氏にお目にかける次第であぉ．

つあるか,いつまきたっても蕊は吹上げられそうもない．

所舜に僅かの進歩はみられるが，全懸としてはまだ談論

して困惑している(”､りである．思い切った改革をもた
らすために必要な協調はいつまで待っても笈現しそうも

ない．語そらくあとまた20年間手を束ねて待fこねばな
らないのかも知れない．

この状態は愛に不可解である．ここに， どんな素人に
も分る位m単なはっきりした問題がある．この問題を解

決，とまで行かなくとも綴和しただけでも-1-分な利益を

あげら恥ることをわれわれは知っている．現状を改善う‐
るにはどんな措詮が必要なのかもわれわれは知ついて

るもっと良ﾙ､沌輝塗作り船の荷役能力を改善する必要

のあることをわれわれは知っている．溌輝荷役は機械化

を要することをわれわれは知っている、

最近,著者は荷役に開する醜發表の文献を一通り調べ

た脈荷役に閲することはすべてもういい壷くされてい
ること力苛く・に分った．近年木學會(S､N_A､M.Ee)に‘

は荷役に關するすぐ・恥た論文が幾つか發表され･てし､る．

すなわち.1945年のArthurRohnの論文(2)には，

荷役の經濟面が庇汎に論じられており，荷發改善によっ

て莫大な收益力鶇られることが明示されている．ユ948年

のLH.QuackPnb"1,の論文(3)には荷役のあらゆ，

る面を除す所なく徹底的に解析し，必婆な對策を指摘し
てある．1952年にはSIawterおよびBesseが荷役に

關する力姻い論説を蕊表したが〔4〕，誰もこれを漣面目
にとり上げた者はなかった． ・

明らかに,わ恥われは何故この仕事に取掛らないのか，

ということが大きな問題である．この問題の幾つかの面
を次に探究してみよう．

1．荷役意識の不足．荷の謎伏に謝して烈しい恢迩が

あるものの,その罐は主として楚しい財政的揃手から来

ているにす.ぎず，まだわれわれは考え方を改めてこの問

題を有効に解決するに必要な鰻椎改革を行おうとし､う段

序． 言

1932‘年米國努鋤省努鋤統計局の公表にかかる港溌努

務状況調査報告f1〕には．一般貨物の荷役における努勤
生産性は將來向上する所かむしろ低下するだろうという
溌観が述べられた.

…にとって不幸なことには，それから20年後の
今日この不吉な謹言は見識に的中してし､る.20年間とい
うものほとんど進歩がみられなかったのである．誰でも

知っているように，いまや荷役聾は運航斐のうち最大の

費目であり，滞港日数/航海日数の比はだんだん高くな
ってきている．

この現状に對する不浦は急速に砿まりっつある・運航

業者の悲鳴に加うるに，最近は國防省の殿しい要請もあ
る．すなわち，民間海運業者が荷役費の高踏のため財政

的破綻に直面しているの率ならず，軍部當局者は第二次

世界大戦それに近くは朝鮮事鍵の苦い教訓もまだ記憧に
生為しく荷役の問題を國防上の弱鮎と認めている．

軍としては海外軍事作戦を支援するに必要な多量の兵
並びに兵器の輪邊という問題に面している以上’荷役作

業の費用と鰯罰に眞剥な關心盆抱くのは當然であろう．
荷役改善運動は世界的であり，1952年には荷役研究の

画際協曾が組織された．このように睡力は益滝高まりつ

3) AnAnalysisofGeneraICargoHandIing;

L､H・Quackenbush,SNAMETransactions,Vo1.

56（1949)．

4， CargoHandlingShore-to.Ship-toShore,

ClaytonSIawterandSumnerBesse, SNAME

ChesapeakeSection,April5、1952.

参考文献

1) CargoHandlingandLongshoreLabor

ConditionsjBorisSterns,UnitedStatesBureau

ofLaborStatistics,BulletinNo．550.

2) CargoHandlingandltsRelationshipto

OverseasGommerce,ArthurC.Rohn,SNAME

Transactions,Vol.53(1945),
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めているのは貨物の性買である．ｰ股貨物とはr無数の

種類の容識こ入れた多鯉の不均質商品ご為る」と適切に

定義されている，從って，貨物の種類を少くず-ること

は，荷役の問題に話､､亡探究す･べき一つの大きな分野香

ある．容器および漂準パレッI､の利蔚は特に軍月1品の分
野においてひろく愛好されつつあり、前途有望である．

梱包改善もまた成果が大きいようである．単に貨物を

荷役し易くするだけをも､場#ﾗ卸ろしの敏速化に寄與F;-･

る所が大きかろう．荷主にこの鮎の改善の可能性を知ら

しめ，迩賃割引を設けたら，大きな成果をあげることが

できよう．

要するにI IH一般貨物」をより非「~･股化」する方途を
見出すことこそ，荷役問題の直接解決方法である

艦

船の荷役機能茜その他の穫能の一番上に諸くのでなけ

れば,艦に關する限り大きな改善は期待できない．この

数十年間，主鰻と船型とが船の設計における支配的要素
であったし，今でもそうである．われわれは，抵抗から

もう一ポンド創り，また燃料からもう少しのカロリー左

しぼり取るのに夢中の総り．船は自身で揚げ卸ろしの･で

きる．水に浮んだ倉庫香もある．ということを忘れてし

まった．迭機技術者や船型研究者はたしかに素晴らしい

仕辨をしてくれた‘われわれは立派なエンジンを作り上

げたし,推進の問題の助けとなる立涯な研究所も作った．

しかし，今や重酷を他に移してバランスを取戻すべき時

期さばなかろうか？

まず基本設計から，われわれは正しい道を進んさいる

のか．あるいは袋小路に迷込んでいるのか桑てふよう．

まず輿えられた挫力と重量1,ンから始めて，最小の馬力

で〃霞速力が得られるような寸法と船型とを選定するの
が普通の順序のようである.こうして出来上ったものに，

階には達していないのである．

2．荷役作業を秘成する各要素の所管の分散・船と港
潭と仲吐とが普通別奇の企業の所符であることそのもの

が大きな障郷となっているどうやら三者のうちいず恥
も,他が何か始めてくれるのを座して待.っているようで

ある．

3．荷役に關係する各業種間の調整が悪く，相互に理
解のな､､こと．荷役關係者の間では他人の問題について

は一段に除り知識をもたず關心もうすい，というのが著
者の所見である．船舶運航業者，荷役莱者，および船舶
設計者は各自の牙城に立てこもって､,て，話す言葉まで

も運5．

4．傅縦主義海正問題に對して，技術的解決よりも
郎統を亟んずる恢向が弧すぎるようである．仰統も結僻
であり；たしかに亜んずべき部面もあるが，行過ぎると

すべての進歩を阻害してしまう．
5．保守主義．海霊界には極端に保守的な人を力診す

ぎるといって差支えなかろう.新しいアイデアや新しい
方法を受入れるのを一段に侭劫がるようである.特に海
のような怖ろしい相手iこ對しては，たしかi己慨笥:的な要

素も必要である，しかし進歩しようとするなら，先見の
明をもった人も必要である．
6．政府袖助，これは米國海迩だけのことであるが，

政府袖助に大きく依存しており，その篭談が保證さ邪て
いないため・長期投資を誘致し，開渡計遜を促進ず湯よ

うな擾迩が醜成されて来ない米國船の設計iこおいては,
純商業的椴能も軍剖X.上の條件と當然折爽されざるを得な
し､ この施函内ですら，軍用貨物の迩按船としての要求
と純海獅I刺助船としての要求とを折衷しなければなら
なし､・ し､うまでもなくこれは苛酷な重荷ではあるが．米

國海運が政府補助なし壱自立できるまては我慢しなけれ
ばなるまい｡

’

以上の誰黙が荷役の進歩に對する大きな障
碍ごあるが'どれも打破できないものではなく，
主として心瀧えの問題ごある．他方’大きい報
奨がある・金銭上の利黙だけでも大きい．これ
と同じく重要なのは國肱上の要請雷ある．
以下著者は荷役問題に準けるrしこり」の誤

黙を指摘してみよう・前にも述べた如く必ずし
も著者獅目の見解画はない

貨 物

ここに蹴っておくが,本論は｢－股貨物｣の荷
役Iこ限られる．石油や鐡石など特列賀物の荷役
は問題が比較的簡単であり’今日これらの分野
唇は高廃な溌逹を趣げ，船とターミナルと荷役
装遜とは上手に組合されて非術画騨的な荷役が

66艮町回了竺66艮町回了竺

｡Tﾖ｡Tﾖ
／／

》
》
’

》
》
’

》
｜
竺
竺
一

《

Fig．1

われわれはいやでも晦竃も貨物を額まねばならない
Fig. .の淡戯面俄曲線は,そのような方法を使いリバテ
ィー船の11節から20節ま、ざ速力が上･るにつれてわれわ

行わ恥

ている．

このこと自侭からすぐ瀞るように，問題を困難ならし
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望ましくない，と反對している認で繩ない． 11節のリパ

ティー船に逆行ずべしとか，そのように太った粥を20節

で走らすべきだとか唱える意郵は毛頭ない・そうではな

くて，もつとバランスのとれた．經濟杓な雑を作る新し

い方法を提案するのが目的である

この新しい方法といっても，地に鞘の容淡を計り直う‐

ことに落蒲くかも知れない現在の俄付け係数なるもの

が少し非現"的なのではなかろうか？一瞳何時譜が滿

赦状態になったと見倣すべきなのだろうか？ もうそn

以上，船を岸壁につないだまま倣かばかりの碇物を窮屈

な怜好を,した隅っこに押込んだ所で却って不經濟になる

と､､う鮎があるはずである．

配涯も一考してみ為べきである．貨物の獄かに．推進

機關燃料，居住唾城．倉庫品等のための場ﾉﾘ『をとる必

要があるが．貨物を奨先に考えるべきだと要求す為のは

行きすぎだろうか？いつまでも機關をプロペラからで

きるだけ蓮くに極いて，その途中， しかもど興中に12
沢×8沢の通行稲を機關部に輿えなければならないのだ

ろうか？周知の如く，液職貨物ならばどんなに愛てこ

な形をした入れ物iこも入れられるのである

ここで外剛國ごついて一言ご注意を申上げておこう．

彼等泳何かといえぽずく・「良くみえるものは良いのだ」
という準走り文句を持liH､.彼等ほ軸が垂下ってふえる

のが心配なため，無理矢理われわれに貨物を坂を押上げ
させる.識からみた外観を轡わないため｢キング鱸ス．1,は

短くしなければならない』というそれは誰だってスマ

-I･な船魑や，よく釣合のとれた容姿を眺めるのは楽し
い． しかし同峰こ有蕊I､ラックや荷馬車にだってある稀
の蕊を認める人もわれわれの中にはある．柵迭屋に對し

ても蕃意の警戒を怠ってはならない．彼等ば大抵はわれ
われの味方だが，時を平氣で柱、プラケッ1､その他のカ

ラクダで貨物倉を飾り立ててしまう．

内部配匠についてはTablelIに貨物倉をパランスさ

せる，より正確な方法を見出す試凍綣果を示した‘形炊

係数C●とﾉ、チ面磯係数Ci[と荷役娃遥係数とを掛合
せて相對荷役速鹿を出すこの荷役速度でその貨物倉の
容蹟を割った商溌その貨物倉の相對荷段時間である

荷役装遥係数は、 ブーム一組に對して． ノ､シダ-iこ荷役装
遥が一つのときは10，こつあるときは0．8ととった，

形状係数は貨物倉のブロック係数をほぼ表1つし，形状の
尺腫を表1づすものとした．ハ，チ而俄系激は，ハッチ面
穣と貨物倉の深さのとI調､二お汁る甲板而俄との比で鳶，

る．これらの係数の比重は別に考えず，荷役速庭は各係
郷こ比例すると偶筐した．これは勿論その通りではない

から得られた結果も雷然荒っぽい近似埴である．しか

しこれらの要素ももつと正砿に没溺己よって算定するこ

とがGきよう．このように大ざっぱな股走でも，単に貨
翰倉容俄をバランスさせるよりは正確な基準となろう．

貨物倉の形が俄付‘け速鴎こ影響すること誼わ恥われはよ

れのr倉庫」がこの十盤年間どのように塗ってきたかを
図示している.なるほど語尾の形は除り塗っていないが

船尾はそ･もそも初めから具合の良い形ではなかったので
ある‘この普通の設計法が依然正しいのかも知れない．

しかし，現状にかんがみて少くとも麺とって考え直して

みても，無駄ではなかろう．順序を逆にすべきではなか

ろうか？ 自動車のように欲しい"指をまず決めてか
ら，これをどうやって鍛肋ずるか考えるのである‘馬力
をもう少し持たせる代りに貨物を談むにもう少し具合

の良い自動車にした方が有利であることは1分あり得よ
う．とどのつまり､われわれを喰いつめさせているのは,

燃料蛍ではなく，岸壁に検付けになって苦しげに貨物を
吐出しているアイドルM態ではなかろらか？ ．

船型は貨物の荷役速産における重要な要蕊である．船
の逵力の商いぽど船型は細くなる．船型の細い程，荷役
速度はおそくなる，この画商が鎖けば，大きな港は，貨

物を卸ろすのを待って行列した船で一杯になってし差い
そうである．航海速力だけを上げても，それだけ利益は
上らないことはTablelの通りG, これは航海距離

8000浬の就海時間が,速力を上げればどれだけ短くなる
かを示した．

TABIEI

速力(節） 航海時問 2節増速に識する短舗時間

15 562

16 う00 62

18 “4 ・ 56

20 4CO 44

22 364 36

24 334 30

すなわち， ］4から16節に上げれば62時間早くなる
が、 22から24節まで同じく，2節上げてもそのどI奇に
もならな､､．この短縮時間も最大可能なもので，理論的
なものにすぎない．眞の短縮時間鐘は，海象や，荷役作
業開始に都合のよいI蟻ﾘに入港したかどうかiこよって塗
ってくる、滞港時間が速力16節のときの航海嶬踊と等
しく，かつ速力力延っても一定であると假走すると，18
から20節まで速力を上げれば，速力墹加は11％に常る
が，そのため441儲糊短縮し得ても全禮の稼動1噸削数
では雌か4鯵の減少にしか雷らない．
次に，たったこれ,だけの1噸閉短縮に梯う値段を考えて
みよう．船はより大きく高侭になったが勿論船型も細
くなったため．貨物を稜むには釜蓉具合が悪くなった．
緒局得た所はなにもなさそうである．
ただしこういった所で著者は，速力を鋪ずこと目鰻が
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在の諾のハッチの開閉ば，想像に絶した骨の折私る作業

である．仲仕一組の避用が現在一時間約80弗もし，船
の經滞没はそれ以上もすることを考えれば・仲仕たちが
無数のハブチボードや大きな重いビームと取組ん香45分
以上も饗やすのは今ているだけご傭ない暁めさある．そ
の畢句，よく足琵怪我したり，船を壊したりすることは
いきっずもがなである．また忽がせに出来ないことは，ハ

ヅチカパー， ビームその他雑多の鱗装品がごちゃごちゃ

と甲板上に敬らかつて，更に仲仕の傷害の因を作ること
である．石器勝代の方法を機械時代にも依然として用い
ている限り，現在の船で利益をあげられないのは少しも
不思議ではない．一例を示そう．もしス1､ロングビーム
とハツチボードとによる普通の閉鎖方法を，新しいマリ
ナー型船の大きなハッチに使ったとすると，一つの甲板
の穴をまく？だけに，一本の重さが約11､ンもするエi､ロ
ングピーム7本と． 1枚の重さ約125韻ンド(57kg)の
'､ツチボード80枚を必要とする．これにハッチ7ケ所，
甲板2暦を掛げてふれば．手に負えぬ位の腰の痛与と，
かなりの大きさの倉庫を一杯にしてしまうほどの材料を
背負い込むこととなろう．これをデッキの上に識重ね，
また閉めるときには，睡購な奴は鋸で切りつめながら穴
にまた嵌め込むという次第である．鐇憲げに暴露甲板･さ
ば，ハッチを幾重ｵｭものキャンパスや鋼のスI､ラップ･やく
さび（それも見付けることができたとしてきある）で包
まなければならない． （以下次銃）

く知っている．相對ハッチ面積の大きいほど水平移動が

少くてすむこと報つれわれは知っている．もし完全に甲

板を取り外すことさえできれば，貨吻を直識ごその場iこ

卸ろせ，水平移動をなくすことができよう．

もし前表に示した結果に何等かの意味があるとすれ

ば，今までのやり方はたしかに良くなかったことが分

る． リバティー船の．荷役装匠がたった一組しかない

No.2ホールドの怖ろしい前例を，われわれの多くは切

査に知ってし､る．第＝次世界大戦中，時間が何にもまし

て貴重だったとき，この誤ちがわ”つれの戦力全燈にど

れだけの影群をおよぼした力考えただけでも身漂いを疑

えさせられる．この鮎については今までよりずっとうま

くやることができる．

このハッチの問題をもう少し深くつつ込んでかよう・

船に關ずあ限り，貨物倉が荷役辿度の隆路とふられ･るか

ら，ハッチ面俄をひろげて，貨物をその最後の秋付け位

置になるべく近く卸ろすのが合理的であろう・といって

も必ずしもハッチを大きくしなくとも良い‘2簡以上の，

より小さなハッチによってもこの目的は達せられる．も

う一睡Tablellをふれば，三つの船のうち最も新しい

C3~S-DX1は，この蛾ではそれより古UC－2やリパテ

ィーに比べていくらか良いことが分る．しかし大きな効

果を期そうとすれば，思い切った改良を必要としよう．

その限界茜つきつめてふようではないか？

亥はハプチカパー香ある．普通の閉鍔段詮持った現
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水槽試験資料61 船舶編集室

(M.S.102×M.P.86,M.S.103×M.P､87)

10,000噸型油槽船の模型試瞼

今回は昭和10年前後に建迭された當時の大型汕硝船，

い:つゆる一蕊噸タンカーの成談を掲げる．船型としては

近時黙出向けに多数建迭さ恥てL､る趣貨物船のそれに
近似してし､る.M.S. 102は亜秘間長さ143.30米の．

M.S.1031t148.74米の疫船に對鯉す･るいずれも6米模

型船で，雨船の主要目は，試験に使用した桜蓮雛進器の

要目とともに，没船の場合に換卵して第1表に, IE面線

岡および船自認状は第1,2剛に示すM.S102は方

形肥溶係戯が0.756と比較的大きく，また本船は定格

4500BHPx130RPMの主機の搭職が溌走され,たので推

進器直"が比較的小さい. (M・S､103の主機は定格

7,600BHPx112RPMが鞭定された）舵は雨船とも流

線型舵である．

試験は滿賊および鶴亜縛の2欣態につき遊施された．

その結果は第3,4岡に示す．
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姉 1 表 要 表目

85 ’ 87M.S・NO. 102 103 MbP･NO.

｜I霜.30米148.74米

18.66*, 1286米
0

長
蛎
一

(L.IF.x'.）

(B)外板を含む

吃 水(d)

吃水線の憂さ(L.w.x'.)

排水湿（」）

Cb

Cp

C型

'cb(詮澗誘）

米
米
野

万
率
錫
加
の
望
辺
４
認
一
《

７
６
９

金
・
乳
河
ａ
ｐ
少

5.404米

.211

5.037*

、932

．414

.048
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〃
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》
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９
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只
風
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〃
・
・
・
ｑ

４
１

－

１

8.711米

152.14*
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.936
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1
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憩

平均外板の厚さ
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莞号一参 箒箭一瞥Pヲ
●

亀
I

ａ
、
１

◎
○
句
Ｉ

§
I

~
■

1

県 一
■

亘
龍
壹
鐇
◇
自
画
●
口
畠
笛
菖
ｘ
ｇ
－
・
ぬ
冨
扇
字
筆

へ
健
良
ミ
」
．
理

心
、
へ
、
蛤
言
ら
ぺ
赴
く

」

1
ペ
ミ
営
一
‐
‐
’
’
三
屋
一
Ｉ
冨
三
言

ご
こ
」
斗
垈
の
己
一
‐
恥
乖
離
『
憶
岬
帷
平
剣
訴
恥
峠
悩
士
壱
室
一
ま

|’
三
一
『Ｉ

。
⑨
夢
み

’
塁
ヨ
ニ
屋

１

－

ー

－

－

一
一
一

巾

岸
Ｉ
Ｉ
Ｌ

＝

ウ I D

h I

§ § § ミ ミ ミ ミ ミ ミミ 唾 べ
ど．“・0

．ゴ．〃･ロ
－

§噂
珍
尽

《

一
一

口〃ゴ 癖
８
の

一
§

|

匡
婁
三
群
虞
●
餌
パ
［
畠
・
色
●
富
〉
禽
三
●
ぬ
旨
室
内
鑑

ａ
ｓ
ミ
』
望

這
赴
園
臼

－

｜
’
一
一
一

ヨ

壁

I

§
ー ミミ

、

ミ ミ
ヴ『〃グ

ミ 、
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く
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ユ
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三
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ヨ
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鋼船建造状況月報(30年12月） 運輸省船舶局造船課
(イ）起 工船 （昭和30年12月末日迄に報街あったもの）

番
一
繩
恥
諏
乖
和
煙
、
率
拓
明
弱
弱
加
刻
拓
招
巽
鏥
弛
認
池
嘩
却
画
一
型
一
一
一
幻

３
７

’
３
１
１
不
２
２
２
２
１

紹 |焔 名|認屯數 ’ 麹｜用 途|起工年月同
2,450 黄（自己養金) 30. 12．9

11,250 " ( 11X) 30.12. 5

"00 . " (白己菱金) 30. 12.14

2,400 " ( " ) ;30.12．3

1,300 " ( " ) 30．12．17

53] " ( " ) /.12.14

〃 ｜〃 （ 〃 ） 〃
140 , " ( " ) 1 30．12. 9

15700 油 槽酷130&12.23

12200 漁（取諦) 3ql2．14･

不明 〃 （底 奥）‘30.12.6‘
●

〃 〃 （ 〃 ） 〃

300 1〃 （鮭露) 30.12. 10

′ |” （ ′ ） 〃340 ， 〃 （流 糊) 30. 12．23

700×2 ．1雑（巡腿） 30．12.9･

－ 〃 （ 波 ） 30.12.17.

450 〃 （ 典 ） 30．12．3

7)300 輸出( ft ) 30.12.28

2r4COx2 〃 ( " ) 30. 12. 13

〃 〃 （ 〃 ） 〃

7jI50 " ( " ) 30．12. 1

12,500 " ( " ) 30． 12．14

g,100 . " ( 油 ) 30.12．22

36｡ l ir ([!己養金) 50. II. 11
1,200 漁（指尋) 3041115

480 ．漁（純 習) 130･1124
310 " (底 奥〉 〃

：:: |：麗己菱慧::朧

逢 錯 所

日立辿船・向島

三井迭錯・玉野

三奨日本正エ・械演

三菱逢離・下關

〃

侭野唆‘船渠

〃

術池迩船所

三菱遥船・長崎

金指迭船

深堀造雑

〃

柄崎迭鋸

〃

新潟蛾エ

〃

渡辺製銅

日本海亜エ

猫磨池船

涜川焼重工

〃

三茨迭船・脱脚

日本鋼描:．概見

油奨船渠

洋上迭船

金詣迩船

山西迭船

來 造 船

波止演迩船

稲崎迭船

主

Ｄ
〃
〃
〃
〃
〃
〃

１
１

3,40o

7)2C0

7》600

4.000

I,850

370

〃

135

20,500

580

75

〃

85

〃

〃

400

5

75

8J000

ラン000
fク

7,800

11,300

12J500

380

680

270

85

180

85

太平流

三井賠

日 來商

海士木材受

I鋸本海

脇西流

〃

（株）九組

來衷荻ン力

艇 林

金子岩

〃

歯郵漁梁協同組

〃

内藤忠三

海上保安

林木雄

北海逆聞菱

ノぐ ブー マ

プラジル海

〃

リく り ・1’

〃

ノぜ ゴ． ・マ

鋸並般

制【 奈川

職 師

藤原松右ヱ

大揮熊

小林仁八

船
舶
鋸
易
迩
鋸

I

Ｉ
ｌ
ｆ

Ｈ
Ｔｌ

組
一
打
三

。
Ⅱ
Ｉ
０
４
０
Ｊ
Ｖ
ｌ
ｌ
Ｏ
０
０
巳
１
１
ｌ
９
０
５

Ｄ
″
″
〃
″
〃

６
１
１
１
１

合

郎
庁
設
局
向
派

１
１
１

″
一
Ｄ
Ｔ
″
″
″
〃
Ｄ
〃

Ｉ
７
Ｌ
１
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４

I

向

４
人
■
８
ｈ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
６
１
０
０

向
一
縣
縣
門
一
郎

″
″
″
″
″

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

’
30 盤 98,170總 噸起工離合 耐

(ロ〉進 水 船 (昭和30年12月末日筵に報告のあったもの）

耐： 所’ |船 名|雛 主髄ﾄﾝ釧主機關
'三 笠 丸｜日本郵船 4,400 D3,300

1大 日 丸大王汽船 ”0 〃 】,000
1＝ 4う0’〃 650陸 丸’協同商離
|喪 崎 丸南方漁業 350 〃 〃

'簾’2耐吉丸鈴木波平I 〃 〃 〃

i壷 雌 丸同率水箪｜ ；:: ： 1,;;：|嬢’離水勤職繩‘”〃 ，”
｜ ”"･…

|越 山

'紙｡s艶I畠R"|fべﾂ鞭鴬1罐"…,。

錘 癖
一
率
啄
印
璽
“
創
泌
輻
腔
妬

２
２
１
２
１
４

日
一
疹
躁
濫
加
躁
奉
３
０
０
６

月
２
２
２

－
》
率
独
》
》
》
》
》
》
》

淳農工起剛 途

貨(自己菱金）

〃（ 〃 ）

〃（ 〃 ）

漁（ 鮒 ）

〃（ 〃 ）

〃(底 奥）

〃（ 鮪）

〃(純 領）
〃（自動平航送）

総出（油）

名村造船

佐野宍船渠

綱ノゴ田迭船

金詣逢鑛

三保進艦

兵‘ 迭 船

日本銅符・清水

新潟鍛エ

大阪迭雛

描鱈逢船

157

_三



6051HIGHLANDGLEN. パブ・マ血
1458MARIETTAL 〃

6801BATMAN I、ルー向
作 ←

717HARVEY.S･MAD リペリ1P向

125ATLANTICGLORYl "
7‘ﾁ2IBVENAFORTUNA' 〃

865GALATIA ギリシャ向

i81=ノレナッセーノレ 』エヂフ・ 1･向

｜晶瀧鑑罐：
375711GARKA

2,61
4"(1001､ン未満） 進水艦合計

lalIcO

2I,"0
13,500
-

1嶋00

10'500

7j900

9,350

650

190

150

２

御
皿
皿
一
麺
④
伽
加
如
咋
池
一

ａ
易
乳
ｚ
ｑ
ａ
も
叩

１

１

１
１

三井迭諾・玉野

三菱迭諾・長崎

浦焚船渠

日本鋸祷・鶴見

名古屋遥糾

石川島重工

新三菱重工・卿戸

果 遥 諾

日立逢雛・向島

栖崎筵船

他

ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｄ
。
Ｔ
〃
聖
″
〃
〃
Ｄ
Ｒ
〃
一

輸川（油）

〃（ 〃 ）

〃（ 〃 ）

〃（殿荷）

〃（食）

〃（ 〃 ）

〃（ 〃 ）

〃（奥）

〃（ 〃 ）

雑（土浬）

ヨ
ラ
０
一
つ
－
１
９
８
ワ
』
４
０

１
２
１
《
。
２
２
１
１
３

●
■
●
ａ
今
◆
●
●
●
●

ワ
』
２
ク
』
ワ
』
２
ワ
ー
ワ
ー
ワ
』
ワ
ー
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

●
、
、
●
■
■
■
●
の
●

０
０
０
９
０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

24" 119,756總噸

(ハ）竣エ 話（一般船舶） (昭和50年12月末日までに報告のあったもの）

船 所|船番,船 総|識!､ﾝ数|主機繍|川名|生鐙 途竣エ年月日

九｜郷原海迦

甜|縮蕊
丸|寺本正市
丸鈴木液平

丸東都水.産

丸大洋漁樂

〃

九 〃

〃

丸 〃

〃

〃

〃

雛迩楡省・四港雄

北海迩開發局

Iアメリカ向

ギリシヤ向

〃

I、ルコ向

リベリ1'向

ビルマ向

丸向淑五郎

北海迩開發局

：::？' !､::：
250 〃 630，

700 " 1,200

350 〃 650

，うo ’ 1'000191 " 310

･ 〃 〃 "

g8 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 "

〃 〃 〃

6幅 〃400×2

65－ －

27j400T 17j600

q900D 5,530

”50 〃 も600

1J950 〃 3,601

1叫50 〃975×2

72×50典〃各200
80 "1 220

150-

保

海
吉
楽
代
吉
永
石
〃
海
〃
石
〃
〃
〃

測
住
禽
蕊
厩
來
明
束
明
門
一
ｍ
》
》
皿
塾
郵
一
躍
三

３
幅
哩
巧
吃
２
副
翠
躯
翠
玉
刃
詣
麺

第
第
第
第
錐
嬢
第
嬢
簾
錐
簾
第
紫
隼
耐
唖
迦
函
唖
坐
匪
策
一

９
錫
幻
喝
鰹
塞
一
一
副
宛
嘩
琿
萢
睡
癖
哩
揮
花
弼
嘩
燕
秘
一
配
一

２
２
２
２
１

貨(自己焚金） 30．12． 3

漁（ 鮪 ） 、0．12．29

〃( " ) 130.12.3

〃( " ) 130.】2．21

〃( " )'30. 12．25

〃（ 〃 ） ’30.12．a

〃(底 典） 30.12.10

〃（ 〃 ） 〃

〃( " ) 30.12. 3

〃（ 〃 ）‘ 〃

〃（ 〃 ） ’30.,2. 1
〃（ 〃 ） 〃

〃（ 〃 ）30．12．5

〃（ 〃 ） 〃

雑（ 後 ） 30.12.12

〃(土 通） § 〃

輸出イ杣）＃30.12． 】

〃（箕）'30.迄？

＃(麓"急':::|笠
〃（ 〃 ）'30．，2．20
〃（ランチ) |30. 12.25

漁(底丸) 130･ 1'. 5
雑（土通） ’30．11. 2

幸陽絡渠

新潟蛾エ

金猪逵鑑

〃

三保遥鋸｜

日本.銅符・満水｜
束 造 維

一 〃

深堀逢謡

〃

棒雛遥艦
〃

〃

〃

石川島璽工

渡邊製銅

三菱造鋸・崎長

周本鋼捗・鶴見

新三蕊重エ・別1戸

佐野安雛渠

日立造船・椣島

石川島重エ

鴇鰭遥遥劉
計 73" 54,930總噸竣エ鋸 合

雄 エ船（警備船）

船 所|艦番|侭‘ 名|注丈者|排水屯|主樋臘|型 式陸ｴ年月周鐘

I |30.12. 15
;30.12.28鱒’

8001-a

67' lz rl"
!,000ID

6001 "

作
海

エ
撚

紛
型

補
大

２
２

×
×

０
０
０
５

６
２

■
１
６
１

Ｊ
，

三菱日本重エ・祇演

浦狸鋸梁

る
り

術
〃

計 2災 1,600排水屯合
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●

許解説大欝脊郎特

内燃機關の燃料弁用冷却噴射ノズル （特許第

216.248鑑，昭和30年特許出顛公告第3,862読溌

明者・ケオルグ.アウー特許樋者・ケプリューダー，

スルツアー，アクチエンケ･ピルシ1．フ1､）

本發明は燃料から来る内燃機關内の滞俄物の通をごき

る限り少くしようとするものである．このような滞殻は

菰冬の條件の影鯉により生ずるものであって，これらの

うちただ一つを採り上げこれを除去するの率では不十分

である．從って本謹明はすべての影響荏考瞳してノズル

･の獅遥蓮限定しもって前記の悪達響を可及的に少くしよ

うとするものである．すなわち本溌明ノズノ吟においては

針端の底面とノズル孔に接近したノズル腿部分挺剰i緋

を深く入り込ませ，かつ前記底面とノズル孔との間に形

成される燃料室の大さ,"iX瀞の冷却面とノズル孔との

暖小距離， ノズル孔の長さとその直經との比をそれぞれ

一定値内に定めることにより前記目的を達成しようとす

るものである．

以I､回皿にFついて瀧明すると噴射ノズルのノズル燈1

第 3 岡

める種々の悪影騨を除去ずることができ，特iこノズルが
閉されて鍵射が経った後にノズル孔から燃料が滴下する
のを防ぐことができ．る．

座面5附近の温度がノズル瞳Iの軸に謝して對藩iこ分
布されていない場合にも後説滴下力生ずるが． これを輕
該させるため前述したように識恢溌8を座面5とノズル
孔7とに接近したノズル燈1丙iご深<'スリ込簔ぜ，褒状
瀞8の冷却可とノズル孔7との間の最短魑離Aを画面
5の最大直通Dと等しくするかまたはこれより小さく
する．このようにすると褒状藤8の冷却面をノズル孔’と

この部分の温庭を下せることができ.5とに接近さ函可5と

げて均等

に示すよ

フランジ

3圖に分布することができるばかりでなく，第
ジ13の内面ｶﾐ冷却割に鯛れるからぅにフランジユぴの門四か歳却騨測w‘

13が温度K二よって菱形せず函菌 5附近の部分は冷却套2唇困まれ針弁4

の誘導面3と針端の座面5

とノズル孔7と尖iご一鐙に

と形成されている．唆射ノ

ズルの燃焼室に對沌する端

部を冷却するためにノズル

慨'内に蕊状溌8を形成し
この環状籾8はその外側を

冷却姦2で被わiもて孔9を

形成し内方に向って深く入
り込んでいる針端6を閉じ

た場合に座面5とノズル孔

7との間に形成される燃料

室12を極めて小さくする．

すなわち燃料室12の大さ

は直裡で示す座面5の最大

個周上で針端6の頂角丙に

形成される間雛形の容俄の

06倍以下の容鼓とするが，

これを.0.4倍以下とすれば

更に有利である．燃料室を

に形も熱による愛形を防ぐ･ことができる.上述したように形
成すれば燃料室12に停滞する燃料の温度膨張を鯉城し
従って燃料の議發を防ぐ｡ことができる，そしてﾉ云ﾙ孔
が有効に冷却されるからさきの悪影審を除去することが
できるが，なお固形物の沈積ば才ズル孔7の縁部渥現わ
れ易く,またﾉ.ズルの先端.のみならず内職磯關の燃焼室
の相営離れた位遥にも起る．この滞俄が後捜滴下から来
る場合には前記の手段iこよ‘り輕域する燕ができるが，ノ
ズル孔7から砿出する燃料流の力が狸過ぎて未黙蕊の燃
料が震焼宝践のある部分に鴬ることによって沈積を生ず
る場合は他の手段によらなければならない．このためIこ
ノズル孔7の長さLとその直裡dとの比を4以下とす
る．このようにすれば噴射による噴霧が極めて徴訓種行
われ,ﾉ天ﾉ好L7から出る燃料流の搬散角βが十分大きく
なって燃料が未蕊焼のままで燃焼室塗に雷ることを防止

第1圖

五

することができる
江

ゴム浮嚢舟（昭和30年特許出顔公皆第6,325",
發明者･成澤一男，大久保腱一出願人三菱電穣株式
會斌）

從來ゴム淫蕊舟が底面が雫滑で浮力が大きいため吃水
第2団 更に有利である.燃料室を

上記のような大さとずれI類i潤した有害な滞讃を生ぜし
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が浅く從って擬溜時に回鱒し易く、また雌かな風堅によ

って識迄りし所定の方向に進行し難い鋏鮎があつ･尼木

霊明はゴム浮蕊舟の底面に簡単な安定些誕を設汁ること
2，

r･ローー･･･一.~---一一-－．－－や･･･一．--.----.-可0

１
１ 第1 閲i

一

つ 2

鋪 1 回

四
片

ド第 2 岡

により前記の峨賭を除去し
ようとするもので以下画面

iこつL､て讃明する．

1は塞氣挿入金具･3より

筌氣を挿入することによっ

てゴム浮蕊舟の底部4より

1 0

上下動自在に装術した打 V

趣棒4と種より柵成する.第1岡 錐2回

はこのスパジド鮭匿を格納した状態を示したものでこれ
を浅い水底で使用する場合は蛎己状態のままで打込擁4
のみをそのローブ8を緩めることによって下降せしめて
水底に打込むの零ある．このスパブド装歴を深い水底で
使用する場合は第咽に示すように上下動外筒2をロープ、

12によって固定外筒1の上方高く吊り揚げ,この状態で
外筒1を船鐙のプラケツ 1,23に適寛手段により固満す
る．上下助内筒3は'二下励外筒2仁對しピン等により着
脱自在に述結ずることができるようになっており，前記
の上下動外筒2が上ず崎る場合にはこれと共に上昇し，
この内筒3の上昇した位鐇こおいて第3岡に示すように
外筒1にピン21を押込んで内簡3の下端を支持し,一方
内筒3と外簡2との迩結を解く.次いでロープ・8を緩めて
打込棒4を徐冷に下降させ打込樺4項部のフランジが内
筒3の下部内面に設汁たスリーブ20に画接した時コッ

グ22により打込樺4と内筒3とを固蒲する.その後前記
ピン21を外せ職打込棒4は内筒3の下方に突出した状態
でこれらが一濫のまま第2図銀線で示すように下降する
から打込捧4を深い水嘩こまで打込諦ことができる．ス

パプド装澄を牧納ずる場合は前述と反對の操作を行えば
よい．

第3画 垂下突出される筌氣室であ
る2は勵臆己筌氣室1と浮蕊殉本綴5との間に貼着したゴ

､ﾑ幕で空氣室1の膨瞬こより披開状態iこ緊張される.筌氣

室1とゴム幕2とは本繼5の縦方向に形成され,幕2の南

端は開口されている．使用時には搬開状態のゴム幕の内
部に水流が自由に流通するから，舟の重逓を増し吃水を

深め従って舟の安定を良好ならしめることができる。使

用後はゴム幕内の水を排除するためなんち特別の操作を
要することなく容易に折難んで郷行することができる．

淺深船用伸縮式スパツド装置（昭和30年疫用新案

出願公告第11,644號,考案者・ｲ糊1－邸菊地昇，出

願人・浦賀船渠様式禽謎）

本考案は水底の浅深に噸じ自由に伸縮して使用するこ

とができしかも收納時iこおし､ては水線上の高さが従来

のものの約3分の1以下k二縮められるようiこした凌喋船

月Jスパッドの確賞な打込逓を得ることができ，航行時iこ
おいてはスパッド装置の重心を下げて船の安定を良好に

L橋梁下等の航行蓮容易ならしめたものである．

このエバ劒ド装遥は，その要部を船禮に固定した外筒
1と､その上方に上下勅自在に設けた外筋2と,外筒2内に

更に上下動自在に袋歴した内筒3と,更にまた内筒3門に
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惠工學圖書
は

上野喜一郎箸A5上製300頁42)n(邊50H)

船の歴史（第2巻）近代篇

米國迭9縫機鰹會編米原令敏課各B5上型

舶用機關工學（第1分冊)650Iml(E50H>
〃 （第2分冊)艶0回(=50Im)
〃 （第3分冊)700回詮50回う
〃 （第4分冊)800n(邊50H)
〃 （第5分珊)900Im(=50I"

船舶局蚕劇課監修B5上型400頁650回(E50H)

船 舶 の 資 材

茂在寅男著B6上型210頁280n(=40n)
解説 「し－ダ－」

橋本．森共著A5上型200頁300m(=40m)
船 舶 積 荷

小野鴨三箸A5上製170頁250n("40m)
舶用聯動汽機

矢崎信之著B6上型300頁250圓（邊40m)
舶用機關史話

朝永研一郎著A5上狸210頁250回(=iOE)
舶用機關 入 門

渡邊加藤一箸A5.域幽230頁280回("40ml)
荒 天 航 泊 法

小谷南.飯田共著A5上型340頁450回(g50回）
機 關 士 必 携

依田篠二箸A5上製400頁450n(E50n)
船 舶 運 用 學

小谷信市著A5上製300頁350u(E50回）
舶 用 補 機

小野鴨三箸B5上製折込圖4葉403n(E50圓）
貨物船の設計

高木淳箸A5上型240頁300m(=5011jl)
初等船舶算法

手

中谷勝紀著A5上製320頁350m("50ml)
舶用ヂーゼル機關

中谷勝紀著A5」製200頁250m(E40H)

舶用僥玉機關
闘川武薯B6上製140頁130回（邊40ml)
嬢装と船用品

天然武・海

天然社縄B5上腿220X650阿(g50円）

船舶の写眞と要目第3集(1955年版）
依田啓二箸A5上製230"380m(邊50M)

新海上衝突豫防法概要
浅井・上坂共著A5上製290頁480m(a50m)

地 文 航 法
天然祉綴B5上型8鋲2段組200頁480m(g50m)

船 用 品 便 覧
悲船協會鋼譜工作法研究委員街縄
A5判アーI､220頁（折込11枚)450n(E50m)

船の熔接．工作法
嗣永窪叉著A5上型240頁400n("50m)

海 圖 の 見 方
船舶局濫修A5上型320頁560n(E50U)

船舶年鑑（昭和30年版）
浅井・盤田共著A5上製280頁450回(邊50M)

天 文 航 法
鮫島面人普A5箱入250頁450m(=50"

船 位 誤 差 論
宇田道産署A5上製300頁500m(g50m)

海 洋 氣 象 學
和逹・畠山・輻井監修A5450頁1200im(z50;m)

氣 象 癖 曲
中谷勝紀署Aう箱入230頁5001m(邊5癌）
舶用ヂーゼル識關の解説

上野喜一郎箸A5箱入630X850m(g50m)
船舶安全法規

天然吐網B5上製220頁450n(g501"
船舶の嶌眞と要目第2錐('953年版）

天然肚糊B5普及版300頁300EI (250H)
船舶の嶌眞と要目 一 〈'951年版）

上田麓次郎箸A5上装(折込7枚)50UEI(g50m)
舶用 電氣設備

迭船協會砥氣熔接研究委員禽縞
A5判總アート200頁360皿("40m)

船の熔接設計要寛
小針恒治著A5上狸260頁420u(邊50m)
責 用 航 海 術

小野寺道敏署A5上盤340頁500n(E50ml)
～

率 象 と 海 難
山縣昌夫薪

船型學(推進篇)臨箇巌罰巖
船型學(抵抗篇)濡綴騨餅

上野喜一郎署A5上型280X380m(g5am)
船の歴史（第一巻）古代中世篇

天然耐 振替東京79562番東京都文京匪向ケ岡彌生町三

星
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